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この度、大阪医科薬科大学看護学部が開設から15周年、そして同看護学研究科は10周年を無事
に迎えられましたことは、本学法人ならびに本学にとりまして大きな慶びであり、この設置を計画
されました田中忠彌元理事長、國澤隆雄元理事長をはじめ、当時の元学長諸氏ならびに看護学部開
設準備室長で初代学部長の林 優子先生、二代目の道重文子先生、三代目の赤澤千春先生、そして
四代目であり現学部長の鈴木久美先生および関係各位に御祝と心からの感謝を申し上げます。
大阪医科薬科大学の前身である大阪医科大学は、開校間もない昭和4年に看護基礎教育施設を設

置し、附属看護専門学校として2012年（平成24年）の閉校まで80年間にわたり4千人余の優秀な
看護師を輩出してきました。しかし、進歩の著しい医療界ではより高度な知識を有し、様々な領域
で力を発揮する看護師が求められており、本学内や地域社会の要望に加えて文部科学省の指導もあ
り、4年制の看護学部の設置に至りました。開学後は入学応募者が多く高い倍率になり、卒業生の
看護師国家試験の合格率もほぼ100％の方が合格されています。これには看護学部の実習施設が特
定機能病院・大学病院であることに加え、予防医学を実践する健康科学クリニックを併設している
ことなどが良い結果として反映しています。
一方、看護学研究科は、2014年（平成26年）に本邦における私立看護系大学では初の快挙とな
る博士前期・博士後期課程の同時開設を果たし、高度化する医療看護の専門家としての高度実践看
護専門職や指導者、看護学教員の育成を目的としています。この課程への入学者は、本学の卒業生
のみならず近隣の医療機関の看護師も対象としており、地域の医療の高度化にも寄与すると考えら
れます。これまで、博士前期課程は69人、博士後期課程では44人が卒業され、年々ここから専門
看護師や看護大学教員が数多く誕生し、それぞれの領域で指導者あるいは教育者として成長しつつ
活躍されていることは、本学部の将来にとって大きな希望となります。
本学法人は、本学で学んだ学生を医師、薬剤師、看護師として育成した後も、本学の大学院や多
くの研究室ならびに大学病院・分院において学位や専門医、専門資格の取得などのAdded valueを
付与し、さらに高度な医療技術を身に付けた人間性豊かな医療人、所謂、学是の『至誠仁術』を備
えた医療人に成長するよう指導しています。
本学法人は、2年後の2027年（令和9年）に旧大阪医科大学の創立100周年を迎えます。これか
らも最優の医療系大学・学園を目指し、医学・薬学・看護学各学部およびそれぞれの大学院、なら
びに設置する高槻中学校・高槻高等学校における教育・研究および医療が地域社会や社会に根付
き、それらがCenter of communityとしてその使命を果たせるよう、教職員一同、一層の努力をし
てまいります。
結びにあたり、今後の看護学部と看護学研究科の益々の充実と飛躍を祈念いたしますとともに、

ご指導とご助力をいただいております文部科学省高等教育局医学教育課、大阪府看護協会、高槻市
ならびに本学の関係各位に厚く御礼申し上げます。

看護学部։ઃ15周年ͳΒͼʹ
研究科10周年記念ॕࢺ
ʵ看護学部ͷ͞ΒͳΔඈ༂΁ʵ

学校法人大阪医科薬科大学 名誉理事長・相談役
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大阪医科薬科大学看護学部開設15周年・大学院看護学研究科開設10周年記念を迎えるに際し、
開設および運営に深い御理解と御協力を賜りました多くの皆様に心より感謝いたします。

本学の看護学教育は100年近くの歴史があります。その歴史の中で昭和23年頃には甲種看護婦を
大学教育にて養成する構想を立てましたが、様々な事情で実現に至らず、長年に亘って、大学看護
学部の構想を温めてまいりました。その間、看護婦学校や看護専門学校の校長は、主として病院長
が務めておりましたが、看護教育の大学化を目指して、看護師である校長として㔟川瑠美子先生が
着任されました。平成14年に看護専門学校改革準備委員会が発足し、目前の課題の解決に加え、
将来構想の議論を再開し、その構想の下、4年制大学を念頭に置いた校舎が建築されました。私立
医科大学では看護専門学校において看護師を養成するところが多く残っていた頃のことです。平成
17年（2005年）に私が看護専門学校長を拝命し、改革準備委員会が検討した内容を参考にして、
看護教育の大学化へと動き出しました。しかし、大学化への支援に当たってくださっていた㔟川先
生が急逝されたため、南 裕子先生のアドバイスで、本学医学研究科より博士の学位を授与された
小島操子先生を介して、キーパーソンとして林 優子先生を紹介いただき、特別職務担当教員（教
授）の本学第1号として着任いただき、設置準備室長に就任いただくと同時に田中克子先生には特
別職務担当教員（教授）の第2号として副室長に就任いただき、開設準備の緒につきました。理事
長の下にある大阪医科大学新学部設置準備委員会に林先生と田中先生が加わり活気づいたことを覚
えております。設置認可申請に対して本学看護学部が全国で唯一留意事項なしで認可され、林優子
先生を学部長として、平成22年（2010年）に看護学部が開設されたのでした。その後、平成26年
（2014年）に学部の完成年を待って皆様のご協力の下、博士前期・後期課程同時設置いたしまし
た。

看護学部が開設時に教育理念として掲げた「高い知性と豊かな感性を兼ね備え、変化する社会に
積極的に対応し得る能力と生涯を通じて最新の医学医療知識を摂取し、最新の医療技術を保持しよ
うとする意欲を有し、最善の医療を目指す創造性に富む人材を育成する」を振り返り、改めて関係
の皆様のご理解とご協力に心より感謝いたしますとともに引き続き一層のご理解とご支援をいただ
き、教員・職員・学生が歴史を踏まえて新しい時代の看護学部を目指して進むことを祈念し、ご挨
拶といたします。

看護学部։ઃ15周年ɾ
大学院看護学研究科։ઃ10周年ʹͯ͠ࡍ

学校法人大阪医科薬科大学 理事長
大阪医科薬科大学 学長
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本学看護学部が開設15周年、大学院看護学研究科が10周年を迎えましたことは、誠に喜ばしい
節目でございます。これまで教育・研究活動を支えてくださったすべての皆様に、心より深く感謝
申し上げます。
本学の看護教育の源流は、1929年に設置認可された大阪高等医学専門学校附属看護婦学校に遡

ります。幾多の変遷を経て2010年に看護学部を、2014年には大学院看護学研究科を開設し、看護
教育の充実に努めてまいりました。さらに2021年には大阪医科大学と大阪薬科大学が統合し、「至
誠仁術」を学是とする大阪医科薬科大学として新たな歩みを始め、医学・薬学・看護学の三学部を
擁する医療系総合大学として発展を続けています。
看護学部では、倫理観を備え、多職種と協働できる看護実践力を有する人材の育成に力を注ぎ、
これまでに1,000名を超える卒業生が地域医療や高度医療の現場で活躍しています。ある卒業生は
「大学で学んだ経験が今の仕事の土台となっている」と語り、また別の卒業生は「実習での患者さ
んとの出会いが自分の支えになっている」「大学で学んだ経験が自分の活動の源になっている」と
述べています。病院での指導的立場を担う者、助産所や訪問看護ステーションを開業する者、さら
には海外で活躍する者など、その歩みは多彩であり、私たちの誇りであります。
大学院看護学研究科においては、臨床現場に根ざした教育研究活動を展開し、博士前期課程より
69名、博士後期課程より44名の修了生を輩出してきました。修了生の一人は「大学院で培った知
識と経験をもとに教育研究者として社会に貢献したい」と語り、また臨床に進んだ修了生は「学び
を生かし患者さんやご家族の生活を支える看護を提供している」と述べています。教育・研究・臨
床の各分野において、修了生は確かな役割を果たしています。
この15年、10年の歩みは決して平坦ではありませんでした。特に2020年以降の新型コロナウイ
ルス感染症の拡大は、教育・研究に大きな影響を及ぼしました。しかし、大学病院や地域医療機関
との強固な連携のもと、臨地実習や高度実践実習・研究活動を継続し、学生の学びを止めることな
く推進できたことは大きな成果です。さらにICTの活用やオンライン教育の導入を通じて、教育
の質の改善にも取り組んでまいりました。
今後、看護を取り巻く社会的ニーズはますます多様化・複雑化し、2040年には超高齢者人口の
急増と生産年齢人口の減少が同時に進行することが予想されます。医療・介護需要の増加、人材不
足の深刻化、AI技術の進展、地域包括ケアや在宅医療の充実など、看護職にはこれまで以上に高
度で柔軟な実践力が求められる時代が到来します。
看護学部・研究科は、これまでの歩みを礎とし、持続可能な未来に向けてさらなる飛躍を目指し
ます。教育においては倫理観と実践力を兼ね備えた看護職者・高度実践者・教育研究者を育成し、
研究においては現場に根ざした課題発見解決型の研究を推進し、地域社会ならびに国際社会に貢献
できる学術拠点としての役割を果たしてまいります。
これまで本学を支えてくださったすべての皆様に、改めて深く感謝申し上げます。今後とも、変
わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

看護ڭҭͷาΈͱະདྷ΁ͷඈ༂
ʵ看護学部15周年ɾ大学院10周年ͷي੻ʵ

大阪医科薬科大学 看護学部長・大学院看護学研究科長
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看護学部の皆様におかれましては、創立15周年、看護学研究科創立10周年を迎えられるにあた
り、心よりお祝い申し上げます。併せまして、その創立にご尽力された先達の皆様への敬意と感謝
を表します。貴学部の創立以来1,000名余の卒業生が社会に輩出され、そのうち563名が当院に入
職されました。実に、半数以上の卒業生が当院に入職されたこととなります。大阪医科薬科大学病
院は、貴学部を卒業した優秀で献身的な人材によって支えられていると言っても過言ではありませ
ん。当院の目指すʠ温かい医療ʡの実現には、従来から看護部の行動指針にあるʠ患者さん中心の
医療ʡは無くてはならない要素であります。第一期の卒業生の看護師さんが、現在では、病院各部
署の中堅・幹部として部下の指導に当たっており、患者さんへの奉仕のみならず、多職種連携にお
ける鎹としての役割も担っていただいております。
大阪医科薬科大学病院は、2025年7月に病院新本館のグランドオープンを迎えました。臓器別に
再編成されたユニット外来や入院予定の患者さんに入院中から退院後への総合的な療養計画をone
stopで提示する患者サポートエリアでは看護師さんを中心にʠ部署横断的な連携ʡが達成され、
業務の効率化が進んでいます。病棟では、看護記録・認証・実施入力を補助するスマートデバイス
の大量導入、患者誤認を防ぐ検体認証システムの導入など、医療の安全性と看護活動における利便
性の双方を向上させる取り組みも進んでいます。一方で、コロナ禍で衰退した患者さんと意志を疎
通し情報を交換する能力の向上にも病院を上げて取り組んでいます。大阪医科薬科大学病院はこれ
からも、看護の精神に満ち、患者さんを大切にする優秀な人材を数多く世に送り出すことに協力
し、支援いたします。看護学部の益々のご発展を祈念いたします。

看護学部૑ཱ15周年ɾ大学院看護学
研究科૑ཱ10周年Λ͓ॕ͍ͯ͠

大阪医科薬科大学病院 病院長
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看護学部創立15周年、ならびに大学院看護学研究科創立10周年、誠におめでとうございます。
心よりお祝い申し上げます。
看護学部が開設されました当時、私は大阪医科大学附属病院にて看護部の教育担当副部長を務め
ておりました。振り返りますと、看護学部の先生方と連携し効果的な実習環境について検討させて
いただいたことが、昨日のことのように思いだされます。実習発表会に参加させていただいた際に
は、学生の皆さんが実習を通じて真摯に学び、患者さんに寄り添う姿勢を育んでいる様子を実感す
ることができ、大変嬉しく思いました。同時に、そのように導かれた先生方の指導力にも感銘を受
けました。
また、看護学部と病院看護部とは、先生方による臨床研修・研究セミナー等の講師、看護師によ
る技術演習支援等の人的交流を通じて、「ユニフィケーション」の理念のもと、教育と実践が密接
に連携する体制が構築されました。これは看護教育の質向上のみならず、専門的知識・技術の深化
や双方の信頼関係の醸成にも大きく寄与したと考えます。
そして、何よりも15年の歳月の間に多くの優秀な看護師を育成してこられたことに、心より感

謝申し上げます。とりわけ印象深いのは、2020年のCOVID-19パンデミック下において大阪コロ
ナ重症センターが設置された際、卒業生の方々が自ら志願し最前線に立たれた姿です。当時はいま
だワクチンもなく、日々多くの命が失われていた極めて厳しい状況の中で、看護の使命感を胸に
人々の命を守るため尽力された姿は、私たちに深い感動と勇気を与えてくれました。
看護学部の先生方が蒔かれた貴重な看護の種は、年月とともに素晴らしい人材として確実に成長
し、15年を経た現在、医療・看護のさまざまな場面でかけがえのない存在となって活躍していま
す。今後も引き続き、優れた実践力と人間性を兼ね備えた看護師の育成にご尽力を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。
最後に、看護学部・看護学研究科のさらなるご発展と、教職員の皆様、学生の皆様のご健勝とご
活躍をお祈り申し上げます。

看護ͷछΛ͔ࣘΕͨํʑ΁
ҙΛ͜Ίͯܟͱँײ

大阪医科薬科大学病院 前看護部長
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大阪医科薬科大学看護学部の創設15周年、ならびに看護学研究科の開設10周年を迎えられまし
たこと、心よりお祝い申し上げます。
2010年の看護学部創設にあたり大学病院看護部は、第3代 㔟川瑠美子看護部長に始まり、歴代
の看護部長を経て現在に至るまで、看護学部・看護学研究科と密接に連携しながら、看護専門職の
育成にともに取り組んでまいりました。看護学部創設当初より、臨床実習の場として学生を受け入
れ、教育と実践が相互に高め合う環境づくりを推進してきたことは、現場の看護師に新たな気づき
をもたらし、学びの好循環を生み出しています。さらに双方で受け入れる海外看護研修生との交流
は、看護の多様性を理解し、国際的視野を持つ看護職の育成につながっています。そして、2014
年に看護学部第一期生が卒業して以来、2024年度までに563名の看護師（内助産師31名）が大学
病院に就職し、そのうち第一期生の2名が看護主任の役割を担い、活躍するまでに成長していま
す。
また、2014年の看護学研究科設置により、臨床で看護を実践する私たちに学びの場と貴重な機

会を提供していただき、誠に感謝しております。複雑化する医療ニーズに対応するためには、理論
的根拠に基づいた判断力と看護実践力が求められます。大学病院看護部にとって看護の専門性を高
める上で、高度実践者や教育研究者の育成は不可欠です。看護学研究科の設置以降、大学病院から
教育研究コースに4名、高度実践コースに9名の看護師が入学し、修了しています。修了生は、看
護学研究科で培った知見をもとに、看護を可視化することで、看護部の基本方針である「患者中心
の看護」の質向上に大きく貢献しています。
看護職のキャリア支援や継続教育において、看護学部・看護学研究科との連携は欠かせません。
15周年・10周年という節目を迎え、これまでの歩みを振り返るとともに、さらなる飛躍に向けて、
大学病院看護部としてより一層の連携を深めてまいる所存です。今後とも変わらぬご支援・ご協力
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
看護学部・看護学研究科におかれましては、今後も未来社会を見据えた看護実践者および教育研
究者の育成に寄与されますことを期待しております。末筆ながら、看護学部・看護学研究科の教職
員の皆さまに敬意を表しますとともに、益々のご発展と在学生・卒業生の皆さまのご活躍を心より
お祈り申し上げます。

ʮऀױத৺ͷ看護ʯΛ͑ࢧΔڭҭ࿈ܞ
ͷาΈɺͦͯ͠ະདྷ΁
ʙ看護学部૑ઃ15周年ɾ看護学研究科։ઃ
10周年記念Λॕͯ͠ʙ

大阪医科薬科大学病院 看護部長
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この度、大阪医科薬科大学看護学部創立15周年、ならびに大学院開設10周年という記念すべき
節目を迎えられましたこと、PA会を代表し、心よりお祝い申し上げます。また、このような素晴
らしい記念誌に、祝辞を寄稿させていただく機会を賜り、心より感謝申し上げます。

本学看護学部が15年前、「医看融合」を掲げ良質の医療人を育成するという熱い志のもと、産声
を上げた看護学部設立時を思い返すと、感慨もひとしおでございます。以来、常に時代のニーズに
応え、看護の専門知識と技術はもちろんのこと、患者様一人ひとりに寄り添う温かい心を育む教育
に、多大なご尽力をされてこられました。今日、多くの卒業生が医療の最前線で活躍し、人々の健
康と命を守る大切な役割を担っていることは、教職員の皆様のこれまでのご努力の賜物に他なりま
せん。

また、10年前に開設された大学院は、看護学のさらなる発展と、高度な専門性を備えた人材の
育成という、新たな目標を掲げられました。これまでに多くの大学院生が、教育、研究、そして実
践の各分野において、看護学の可能性を広げてこられました。

私どもPA会も、微力ながら子どもたちが安心して学業に専念できるよう、学生生活の様々な面
で支援を続けてまいりました。PA会として、大学と密に連携を取りながら、国家試験対策やイベ
ントへの協力などを通して、学生生活を側面から支えてきたことは、私たちの大きな喜びであり、
誇りでございます。子どもたちが生き生きと学生生活を送り、目標に向かって努力する姿は、私た
ち保護者にとっても何よりの喜びであり、かけがえのない宝物です。教職員の皆様には、「多様な
視点、柔軟な思考を持ち、変化に応える看護実践能力を養う」という教育理念のもと、日々の教育
はもとより、学生一人ひとりの個性を尊重し、時には厳しく、時には温かく、愛情を持ってご指導
いただいておりますことに、深く感謝申し上げます。

在校生の皆さん、看護の道は決して平坦な道のりではありません。しかし、患者様からいただく
「ありがとう」の一言は、何物にも代えがたい喜びとやりがいをもたらしてくれることでしょう。
この恵まれた環境の中で、仲間と共に学び、夢に向かって邁進してください。皆様の未来が、希望
に満ち溢れたものであることを心から願っております。

結びに、大阪医科薬科大学看護学部と大学院の、これまでの輝かしいご功績に心からの敬意を表
しますとともに、今後のさらなるご発展を心より祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただ
きます。

看護学部15周年ɾ大学院
10周年ʹͤدΔॕࣙ

大阪医科薬科大学 看護学部PA会会長
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この度、大阪医科薬科大学におかれましては、看護学部開設15周年、ならびに看護学研究科開
設10周年という記念すべき節目を迎えられましたこと、心よりお祝い申し上げます。この節目の
年を迎えられたことは、貴学がこれまで積み重ねてこられた教育の成果と、地域医療への多大なる
貢献の証であり、日々大学の運営に携わる教職員の皆様には、厚く感謝申し上げます。
私は、看護学部第2期生、看護学研究科第9期生として貴学に在学しておりました。貴学で学ん
だ日々を振り返れば、授業や実習を通じて、知識・技術の習得のみならず、人としての在り方を深
く考える機会を数多くいただきました。患者様一人ひとりに寄り添う心、チーム医療の中での連携
の重要性、そして何より「看護とは何か」を問い続ける姿勢を、教員の皆様から学びました。これ
らの学びは、看護師としての礎となっただけでなく、現在の教育者としての私の原点でもありま
す。
大学卒業後は、臨床現場での経験を経て、現在では大学教員として看護教育に携わっておりま
す。大学教員として学生達と向き合う中で、学生時代に学んだ理論が実践にいかに結びついている
かということを実感し、改めて実践と理論を統合することの大切さを強く感じました。このような
気付きを得られたのは、在学当時にご指導くださった恩師の皆様の導きがあったおかげであると、
深く感謝しております。今後は私自身が、学生達が自らの学びに誇りと希望を持つことが出来るよ
うに、そして「看護を学んでよかった」と思えるような教育が出来るように、日々研鑽を重ねてま
いりたいと存じます。
在学中に学んだ知識と経験は、今の私の礎となっております。これからも、多くの学生が貴学で
成長し、社会に羽ばたいていかれることを願っております。
改めまして、大阪医科薬科大学のさらなるご発展と皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

看護学部։ઃ15周年ɺ看護学研究科
։ઃ10周年ʹͯͤد

大阪医科薬科大学 看護学部同窓会 会長
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　2025（令和7）年11月１日（土）10時から、本部

北キャンパス看護学部講堂にて、日頃大変お世話に

なっている多数の御来賓をお迎えし、総勢110名（オ

ンライン1名含む）のご列席のもと「看護学部15周

年 大学院看護学研究科10周年記念式典」を挙行し

ました。記念式典では、 鈴木久美 看護学部長・看

護学研究科長の式辞に続き、佐野浩一 学長が告辞

を述べられました。その後、濱田剛史 高槻市長より

祝辞を頂戴しました。

　また式典では記念講演として京都大学理学研究科　特定准教授の寺田昌弘 先生から「宇宙での健

康生活に向けた看護職への期待」という演題でご講演いただきました。将来的には有人宇宙分野での

看護職の活躍も期待されるとともに、単なる宇宙人材の育成ではなく、宇宙開発で得られた成果を地

上の医療分野に活用するなど、可能性は様々に大きく拡がると感じました。

　式典の最後には、これまでの「看護学部・看護学研究科のあゆみ」をまとめた記念映像の上映を行い、

1期生の入学式、合宿などの写真を皆さんと懐かしみつつ、記念式典を閉式しました。

̎ɽ記念祝լձ

̍ɽ記念ࣜయ・記念ߨԋ

大阪医科薬科大学看護学部15周年・大学院看護学研究科10周年
を記念して、これまでの教育研究活動や卒業生・修了生の活躍を
振り返り、看護学教育・研究機関としての安定的な存在感と魅力を
学内外に発信することを目的として、2025年度に記念行事を挙行
いたしました。本学での看護教育の出発点は大阪医学高等専門学
校が1927年に開校した2年後に設置認可された附属看護婦学校に遡ります。約100年の
歴史の重みを感じつつ、次なるステージに向けて決意を新たにする機会となりました。

記念式典・祝賀会ワーキンググループ
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̏ɽֶࡏੜର৅記念ϓϩάϥϜ

記念講演の様子

　同日13時より、ホテルアベストグランデ高槻に会場を変えて、「看護学部15周年 大学院看護学研

究科10周年祝賀会」を挙行しました。祝賀会では高槻市長をはじめ89名のご出席をいただきました。

佐野学長からの開会のご挨拶に続き、学校法人大阪医科薬科大学 植木 實名誉理事長、文部科学省 

高等教育局医学教育課 看護教育専門官 加藤 治実様、公益社団法人 大阪府看護協会 会長 弘川 摩

子様より祝辞を賜りました。その後、初代看護学部長・看護研究科長であり、本法人評議員の林 優子

先生より、乾杯のご発声をいただきました。余興では、看護学部・看護学研究科に纏わるクイズで各テー

ブルとも盛り上がり、終始和やかな雰囲気で祝賀会が進行しました。卒業生・修了生からのメッセージ

動画の上映では、1期生をはじめとして、大学病院で引き続き頑張っている姿、開業や海外での活躍

等についての話を聞くことができ、卒業生・修了生を誇らしく思いました。最後に、鈴木看護学部長・

看護学研究科長より閉会のご挨拶を行い、盛会のうちに幕を閉じました。

̎ɽ記念祝լձ

　看護学部15周年・看護学研究科

10周年を記念して在学生向け歴史

継承プログラムを企画しました。在

学生が看護専門学校から続く本学看

護学教育のこれまでの歩みを振り返

ることで、本学への理解と愛着を深

めるとともに、卒業生からのメッセー

ジ等を通じて、将来のキャリアパス

を思い描きながら、これまでの歴史

と未来をつなぐ機会とすることを趣

旨としました。これまでの本学看護

学教育の歴史を振り返りつつ、卒業生のメッセージ動画からはその活躍にふれ、様々な可能性を感じて

もらえたらと思います。

̏ɽֶࡏੜର৅記念ϓϩάϥϜ

植木 實 名誉理事長 林 優子 初代学部長／研究科長

�2
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　2025（令和7）年11月１日（土）10時から、本部

北キャンパス看護学部講堂にて、日頃大変お世話に

なっている多数の御来賓をお迎えし、総勢110名（オ

ンライン1名含む）のご列席のもと「看護学部15周

年 大学院看護学研究科10周年記念式典」を挙行し

ました。記念式典では、鈴木久美 看護学部長・看

護学研究科長の式辞に続き、佐野浩一 学長が告辞

を述べられました。その後、濱田剛史 高槻市長より

祝辞を頂戴しました。

　また式典では記念講演として京都大学理学研究科　特定准教授の寺田昌弘 先生から「宇宙での健

康生活に向けた看護職への期待」という演題でご講演いただきました。将来的には有人宇宙分野での

看護職の活躍も期待されるとともに、単なる宇宙人材の育成ではなく、宇宙開発で得られた成果を地

上の医療分野に活用するなど、可能性は様々に大きく拡がると感じました。

　式典の最後には、これまでの「看護学部・看護学研究科のあゆみ」をまとめた記念映像の上映を行い、

1期生の入学式、合宿などの写真を皆さんと懐かしみつつ、記念式典を閉式しました。

̎ɽ記念祝լձ

̍ɽ記念ࣜయ・記念ߨԋ

大阪医科薬科大学看護学部15周年・大学院看護学研究科10周年
を記念して、これまでの教育研究活動や卒業生・修了生の活躍を
振り返り、看護学教育・研究機関としての安定的な存在感と魅力を
学内外に発信することを目的として、2025年度に記念行事を挙行
いたしました。本学での看護教育の出発点は大阪医学高等専門学
校が1927年に開校した2年後に設置認可された附属看護婦学校に遡ります。約100年の
歴史の重みを感じつつ、次なるステージに向けて決意を新たにする機会となりました。

記念式典・祝賀会ワーキンググループ
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記念講演の様子

　同日13時より、ホテルアベストグランデ高槻に会場を変えて、「看護学部15周年 大学院看護学研

究科10周年祝賀会」を挙行しました。祝賀会では高槻市長をはじめ89名のご出席をいただきました。

佐野学長からの開会のご挨拶に続き、学校法人大阪医科薬科大学 植木 實名誉理事長、文部科学省 

高等教育局医学教育課 看護教育専門官 加藤 治実様、公益社団法人 大阪府看護協会 会長 弘川 摩

子様より祝辞を賜りました。その後、初代看護学部長・看護研究科長であり、本法人評議員の林 優子

先生より、乾杯のご発声をいただきました。余興では、看護学部・看護学研究科に纏わるクイズで各テー

ブルとも盛り上がり、終始和やかな雰囲気で祝賀会が進行しました。卒業生・修了生からのメッセージ

動画の上映では、1期生をはじめとして、大学病院で引き続き頑張っている姿、開業や海外での活躍

等についての話を聞くことができ、卒業生・修了生を誇らしく思いました。最後に、鈴木看護学部長・

看護学研究科長より閉会のご挨拶を行い、盛会のうちに幕を閉じました。

̎ɽ記念祝լձ

　看護学部15周年・看護学研究科

10周年を記念して在学生向け歴史

継承プログラムを企画しました。在

学生が看護専門学校から続く本学看

護学教育のこれまでの歩みを振り返

ることで、本学への理解と愛着を深

めるとともに、卒業生からのメッセー

ジ等を通じて、将来のキャリアパス

を思い描きながら、これまでの歴史

と未来をつなぐ機会とすることを趣

旨としました。これまでの本学看護

学教育の歴史を振り返りつつ、卒業生のメッセージ動画からはその活躍にふれ、様々な可能性を感じて

もらえたらと思います。

̏ɽֶࡏੜର৅記念ϓϩάϥϜ

植木 實 名誉理事長 林 優子 初代学部長／研究科長
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　企画・広報課の多大なご協力のもと、

周年記念特設ページをホームページ内

に開設できました。記念式典や祝賀会

では紹介しきれなかった在学生や教員か

らのメッセージも掲載しました。

̐ɽಛઃϖʔδ

͓ΘΓʹ
　本企画は約2年前の2023年度から前学部長の赤澤 千春名誉教授のもと企画を開始しました。総勢12
名の看護学部教員と看護学事務課職員、同窓会メンバーにてワーキンググループを結成して予算確保をは
じめ、内容の検討・様々な関係者との調整などを行い、無事に終えることができました。ご列席の皆様には
「看護学部らしい、温かみのあるアットホームな式典だった」との嬉しいお言葉を多数頂戴しました。
　改めまして、本企画にご理解くださいました理事長・学長、多様な調整・サポートをいただきました鈴木
看護学部長・研究科長に深謝しますとともに、ワーキンググループの皆様をはじめとする看護学部教員の皆
様、学務部・看護学事務課、企画・広報課、学内の関係の皆様に御礼申し上げます。
　今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

氏名 所属・職位 備考
草野　恵美子 看護学部・教授 統括

鈴木　美佐 看護学部・教授
真継　和子 看護学部・教授
川北　敬美 看護学部・准教授
山内　彩香 看護学部・講師
土井　智生 看護学部・助教
日髙　朋美 看護学部・助教 2025 年度～

寺口　佐與子 看護学部・教授 研究科同窓会より

西ケ峰　晴奈 博士前期課程修了生 学部同窓会より

上久保　純 看護学事務課・課長 2025 年度～

森川　健太 看護学事務課・担当主任 2025 年度～

川端　由夏 前 看護学事務課・課長 ～ 2024 年度まで

■ 記念式典・祝賀会ワーキンググループメンバー
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େࡕҩՊେֶ・
େࡕҩՊༀՊେֶ
ͷあゆみ

・෦ֶޢ؃
研究Պͷあゆみֶޢ؃ ࣾձͷͰ ご͖ͱ

1927
昭和2年

	 2月	 財団法人大阪高等医学専門学校
設置認可

	 4月	 大阪高等医学専門学校開校認可
	 	 （修業年限5年）

	 1月	 健康保険法施行

1929
昭和4年

	 3月	 大阪高等医学専門学校
	 	 附属看護婦学校設立認可

	 11月	 近鉄花園ラグビー場が開場

1946
昭和21年

	 3月	 大阪医科大学設置認可
	 	 （旧制大学）
	 4月	 大阪医科大学予科設置

	 5月	 極東国際軍事裁判所設置

1951
昭和26年

	 3月	 学校法人大阪医科大学認可
	 	 （組織変更による）

	 1月	 NHK紅白歌合戦スタート

1952
昭和27年

	 2月	 大阪医科大学設置認可
	 	 （新制大学）
	 3月	 大阪高等医学専門学校廃校

	 4月	 サンフランシスコ講和条約発
効、日本の占領解除

1959
昭和34年

	 3月	 大阪医科大学大学院医学研究科
	 	 設置認可

	 12月	 南極条約に調印

1965
昭和40年

	 1月	 大阪医科大学進学課程設置認可 	 12月	 名阪国道開通

1978
昭和53年

	 4月	 大阪医科大学附属看護専門学校
設置認可

	 5月	 新東京国際空港（現在の成
田国際空港）が開港

	8月～	 インベーダーゲーム流行

1982
昭和57年

	12月	 大阪医科大学附属看護専門学校
3年課程（全日制）設置認可

	 2月	 ホテルニュージャパン火災

2005
平成17年

	 3月	 大阪医科大学附属看護専門学校
新校舎竣工（現　看護学部棟）

2009
平成21年

	 6月	 大阪医科大学健康科学クリニック
開設

���݄� େࡕҩՊେֶֶޢ؃෦ઃஔೝՄ 	 5月	 裁判員制度開始
	 	 新型インフルエンザ流行

2010 � �݄� ޻౩ॡڀݚ෦ֶޢ؃
� �݄� େࡕҩՊେֶֶޢ؃෦։ઃ
ɹ� � ྛʹ෦௕ֶޢ؃ ༏子ڭत͕ब೚
� �݄� ෦։ઃ記念式典ֶޢ؃

	 6月	 小惑星探査機「はやぶさ」7
年ぶり帰還

平成22年

2011
平成23年

� �݄� େࡕҩՊେֶࢽࡶڀݚޢ؃ୈߦൃר� 	 3月	 東日本大震災　福島第一原
子力発電所事故発生

	 7月	 FIFAワールドカップ日本女
子代表なでしごジャパン優勝

2012
平成24年

	 3月	 大阪医科大学附属看護専門学校
閉校

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼ʢอ݈ࢣબൈ੍౳ʣ
� �݄� �೥ੜҩ؃༥߹ΧンϑΝϨンε։࢝

	 5月	 東京スカイツリー開業

2013
平成25年

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼
� �݄� �೥ੜҩ؃༥߹θϛ։࢝
���݄� େࡕҩՊେֶେֶӃڀݚֶޢ؃ՊઃஔೝՄ
���݄� ୈ��ճ೔ຊޢ؃Պֶֶ会ʢֶ会௕ ྛ ༏子ʣ

	 6月	 富士山が世界文化遺産として
登録

2014 	 4月	 学校法人大阪医科大学と学校法
人高槻高等学校の法人合併

� �݄� ଔۀ式ʢୈظ�ੜʣ
� �݄� େࡕҩՊେֶେֶӃڀݚֶޢ؃Պ։ઃ

ྛʹՊ௕ڀݚֶޢ؃ ༏子ڭत͕ब೚
ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーεʢຫ ・ੑਫ਼ਆ・฼
・ੑখࣇʣઃஔ

� �݄� Պ։ઃ記念式典ڀݚֶޢ؃
� �݄� ୆๺ҩֶେֶͱͷྲྀަࡍࠃ։࢝

	 4月	 消費税が5％から8％に増税

平成26年

2015
平成27年

	 1月	 大阪医科大学訪問看護ステー
ション開設

	 7月	 大阪医科大学三島南病院開設

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼ʢ�೥ੜҩྍਓϚΠンυ
։ߨ౳ʣ

	 3月	 北陸新幹線開業
	 10月 マイナンバー制度が運用開始

2016
平成28年

	 1月	 中央手術棟竣工
	 4月	 学校法人大阪医科大学と学校法

人大阪薬科大学の法人合併、学
校法人大阪医科薬科大学が設立

� �݄� Ͱͷ஍Ҭҩྍ࣮श։ݝ஌ߴ ʢ࢝ҩֶ෦・େࡕༀ
Պେֶͱ߹ಉʣ

	 3月	 北海道新幹線開業
	 4月	 熊本地震
	 11月	 パリ協定発効

2017
平成29年

� �݄� त͕ڭՊ௕ʹಓॏจ子ڀݚޢ؃・෦௕ֶޢ؃
ब೚

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼ʢ�೥ੜઐ໳৬࿈ܞҩ
ྍ࿦։ߨ౳ʣ

	 3月	 任天堂「Nintendo
Switch」が発売

	 12月	 新名神高速道路 高槻JCT・
IC　併用開始

2018
平成30年

6月　大阪医科薬科大学関西BNCT共同
医療センター開院

� �݄� ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーε͕Μֶޢ؃ઃஔ 	 6月	 大阪府北部地震

2019
令和元年

� �݄� तڭՊ௕ʹ੺ᖒઍय़ڀݚֶޢ؃・෦௕ֶޢ؃
͕ब೚

� �݄� ϛωιλभཱେֶϚンέーτߍͱͷྲྀަࡍࠃ։
࢝

	 5月	 新元号「令和」
	 10月	 消費税が8％から10％に増

税

2020
令和2年

� �݄� ίϩφՒʹΑΔतࢭఀۀɺྲྀަࡍࠃ೿ݣ・ड
ೖதࢭʢʙ����೥ʣɺ஍Ҭҩྍ࣮शதࢭʢʙ
����೥ʣ

� �݄� ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーε࿝೥ֶޢ؃ઃஔ

	 3月	 WHOがCOVID-19のパンデ
ミックを宣言

	 4月	 大阪を含む７都府県に緊急
事態宣言

2021 	 4月	 大阪医科大学と大阪薬科大学の
統合により大阪医科薬科大学に
名称変更

� �݄� ҩ؃༥߹Պ໨౳Λɺ�ֶ෦ʹΑΔଟ৬छ࿈ܞ࿦
�ʙ�ʹվฤ

� �݄� ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーε φーεプϥΫςΟ
γϣφーʢ/1
ઃஔ

� �݄� ࢀΦンϥΠンプϩグϥϜʢ$3*4**4ʣྲྀަࡍࠃ
Ճ։࢝

	 2月	 COVID-19 ワクチン接種開
始

	 7月	 東京オリンピック・パラリン
ピック開催（1年延期）

令和3年

2022
令和4年

	 5月	 病院新本館A棟竣工 � �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼
� �݄� キϟϦΞαϙーτηンλー։ઃʢେֶපޢ؃

Ӄ・ࡾౡೆපӃ・๚໰ޢ؃εςーγϣンͱڞ
ಉʣ

	 2月	 ロシアがウクライナ侵攻し戦
争が始まる

	 4月	 民法改正により、成人年齢が
18歳に変更

2023
令和5年

� �݄� Ұൠஂࡒ๏ਓ೔ຊڭֶޢ؃ҭධՁߏػʹΑΔ
ҭධՁద߹ೝূڭֶޢ؃

	 3月	 ワールド・ベースボール・クラ
シックで日本優勝

	 5月	 COVID-19の感染症法上の
位置づけが5類へ変更

2024
令和6年

� �݄� तڭ美ٱՊ௕ʹླ໦ڀݚֶޢ؃・෦௕ֶޢ؃
͕ब೚

� �݄� τϚε・ϞΞԠ༻Պֶେֶͱͷڠఆక݁

	 1月	 能登半島地震　

2025
令和7年

	 5月	 病院新本館B棟竣工
	 7月	 第1研究館竣工
	 7月	 病院新本館A棟及び病院新本館

B棟を「病院本館」に、病院7号館
を「病院東館」に名称変更

���݄� Պ��प೥ڀݚֶޢ෦��प೥・େֶӃ؃ֶޢ؃
記念式典ٴͼ祝賀会

	4月～10月　日本国際博覧会（大阪関
西万博）

	 10月	 ノーベル生理学・医学賞を
坂口志文氏、化学賞を北川進
氏が受賞

看護学部第1期生謝恩会
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େࡕҩՊେֶ・
େࡕҩՊༀՊେֶ
ͷあゆみ

・෦ֶޢ؃
研究Պͷあゆみֶޢ؃ ࣾձͷͰ ご͖ͱ

1927
昭和2年

	 2月	 財団法人大阪高等医学専門学校
設置認可

	 4月	 大阪高等医学専門学校開校認可
	 	 （修業年限5年）

	 1月	 健康保険法施行

1929
昭和4年

	 3月	 大阪高等医学専門学校
	 	 附属看護婦学校設立認可

	 11月	 近鉄花園ラグビー場が開場

1946
昭和21年

	 3月	 大阪医科大学設置認可
	 	 （旧制大学）
	 4月	 大阪医科大学予科設置

	 5月	 極東国際軍事裁判所設置

1951
昭和26年

	 3月	 学校法人大阪医科大学認可
	 	 （組織変更による）

	 1月	 NHK紅白歌合戦スタート

1952
昭和27年

	 2月	 大阪医科大学設置認可
	 	 （新制大学）
	 3月	 大阪高等医学専門学校廃校

	 4月	 サンフランシスコ講和条約発
効、日本の占領解除

1959
昭和34年

	 3月	 大阪医科大学大学院医学研究科
	 	 設置認可

	 12月	 南極条約に調印

1965
昭和40年

	 1月	 大阪医科大学進学課程設置認可 	 12月	 名阪国道開通

1978
昭和53年

	 4月	 大阪医科大学附属看護専門学校
設置認可

	 5月	 新東京国際空港（現在の成
田国際空港）が開港

	8月～	 インベーダーゲーム流行

1982
昭和57年

	12月	 大阪医科大学附属看護専門学校
3年課程（全日制）設置認可

	 2月	 ホテルニュージャパン火災

2005
平成17年

	 3月	 大阪医科大学附属看護専門学校
新校舎竣工（現　看護学部棟）

2009
平成21年

	 6月	 大阪医科大学健康科学クリニック
開設

���݄� େࡕҩՊେֶֶޢ؃෦ઃஔೝՄ 	 5月	 裁判員制度開始
	 	 新型インフルエンザ流行

2010 � �݄� ޻౩ॡڀݚ෦ֶޢ؃
� �݄� େࡕҩՊେֶֶޢ؃෦։ઃ
ɹ� � ྛʹ෦௕ֶޢ؃ ༏子ڭत͕ब೚
� �݄� ෦։ઃ記念式典ֶޢ؃

	 6月	 小惑星探査機「はやぶさ」7
年ぶり帰還

平成22年

2011
平成23年

� �݄� େࡕҩՊେֶࢽࡶڀݚޢ؃ୈߦൃר� 	 3月	 東日本大震災　福島第一原
子力発電所事故発生

	 7月	 FIFAワールドカップ日本女
子代表なでしごジャパン優勝

2012
平成24年

	 3月	 大阪医科大学附属看護専門学校
閉校

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼ʢอ݈ࢣબൈ੍౳ʣ
� �݄� �೥ੜҩ؃༥߹ΧンϑΝϨンε։࢝

	 5月	 東京スカイツリー開業

2013
平成25年

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼
� �݄� �೥ੜҩ؃༥߹θϛ։࢝
���݄� େࡕҩՊେֶେֶӃڀݚֶޢ؃ՊઃஔೝՄ
���݄� ୈ��ճ೔ຊޢ؃Պֶֶ会ʢֶ会௕ ྛ ༏子ʣ

	 6月	 富士山が世界文化遺産として
登録

2014 	 4月	 学校法人大阪医科大学と学校法
人高槻高等学校の法人合併

� �݄� ଔۀ式ʢୈظ�ੜʣ
� �݄� େࡕҩՊେֶେֶӃڀݚֶޢ؃Պ։ઃ

ྛʹՊ௕ڀݚֶޢ؃ ༏子ڭत͕ब೚
ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーεʢຫ ・ੑਫ਼ਆ・฼
・ੑখࣇʣઃஔ

� �݄� Պ։ઃ記念式典ڀݚֶޢ؃
� �݄� ୆๺ҩֶେֶͱͷྲྀަࡍࠃ։࢝

	 4月	 消費税が5％から8％に増税

平成26年

2015
平成27年

	 1月	 大阪医科大学訪問看護ステー
ション開設

	 7月	 大阪医科大学三島南病院開設

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼ʢ�೥ੜҩྍਓϚΠンυ
։ߨ౳ʣ

	 3月	 北陸新幹線開業
	 10月 マイナンバー制度が運用開始

2016
平成28年

	 1月	 中央手術棟竣工
	 4月	 学校法人大阪医科大学と学校法

人大阪薬科大学の法人合併、学
校法人大阪医科薬科大学が設立

� �݄� Ͱͷ஍Ҭҩྍ࣮श։ݝ஌ߴ ʢ࢝ҩֶ෦・େࡕༀ
Պେֶͱ߹ಉʣ

	 3月	 北海道新幹線開業
	 4月	 熊本地震
	 11月	 パリ協定発効

2017
平成29年

� �݄� त͕ڭՊ௕ʹಓॏจ子ڀݚޢ؃・෦௕ֶޢ؃
ब೚

� �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼ʢ�೥ੜઐ໳৬࿈ܞҩ
ྍ࿦։ߨ౳ʣ

	 3月	 任天堂「Nintendo
Switch」が発売

	 12月	 新名神高速道路 高槻JCT・
IC　併用開始

2018
平成30年

6月　大阪医科薬科大学関西BNCT共同
医療センター開院

� �݄� ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーε͕Μֶޢ؃ઃஔ 	 6月	 大阪府北部地震

2019
令和元年

� �݄� तڭՊ௕ʹ੺ᖒઍय़ڀݚֶޢ؃・෦௕ֶޢ؃
͕ब೚

� �݄� ϛωιλभཱେֶϚンέーτߍͱͷྲྀަࡍࠃ։
࢝

	 5月	 新元号「令和」
	 10月	 消費税が8％から10％に増

税

2020
令和2年

� �݄� ίϩφՒʹΑΔतࢭఀۀɺྲྀަࡍࠃ೿ݣ・ड
ೖதࢭʢʙ����೥ʣɺ஍Ҭҩྍ࣮शதࢭʢʙ
����೥ʣ

� �݄� ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーε࿝೥ֶޢ؃ઃஔ

	 3月	 WHOがCOVID-19のパンデ
ミックを宣言

	 4月	 大阪を含む７都府県に緊急
事態宣言

2021 	 4月	 大阪医科大学と大阪薬科大学の
統合により大阪医科薬科大学に
名称変更

� �݄� ҩ؃༥߹Պ໨౳Λɺ�ֶ෦ʹΑΔଟ৬छ࿈ܞ࿦
�ʙ�ʹվฤ

� �݄� ത࢜લظ՝ఔߴ౓࣮ફίーε φーεプϥΫςΟ
γϣφーʢ/1
ઃஔ

� �݄� ࢀΦンϥΠンプϩグϥϜʢ$3*4**4ʣྲྀަࡍࠃ
Ճ։࢝

	 2月	 COVID-19 ワクチン接種開
始

	 7月	 東京オリンピック・パラリン
ピック開催（1年延期）

令和3年

2022
令和4年

	 5月	 病院新本館A棟竣工 � �݄� ୈ�࣍ΧϦキϡϥϜվਖ਼
� �݄� キϟϦΞαϙーτηンλー։ઃʢେֶපޢ؃

Ӄ・ࡾౡೆපӃ・๚໰ޢ؃εςーγϣンͱڞ
ಉʣ

	 2月	 ロシアがウクライナ侵攻し戦
争が始まる

	 4月	 民法改正により、成人年齢が
18歳に変更

2023
令和5年

� �݄� Ұൠஂࡒ๏ਓ೔ຊڭֶޢ؃ҭධՁߏػʹΑΔ
ҭධՁద߹ೝূڭֶޢ؃

	 3月	 ワールド・ベースボール・クラ
シックで日本優勝

	 5月	 COVID-19の感染症法上の
位置づけが5類へ変更

2024
令和6年

� �݄� तڭ美ٱՊ௕ʹླ໦ڀݚֶޢ؃・෦௕ֶޢ؃
͕ब೚

� �݄� τϚε・ϞΞԠ༻Պֶେֶͱͷڠఆక݁

	 1月	 能登半島地震　

2025
令和7年

	 5月	 病院新本館B棟竣工
	 7月	 第1研究館竣工
	 7月	 病院新本館A棟及び病院新本館

B棟を「病院本館」に、病院7号館
を「病院東館」に名称変更

���݄� Պ��प೥ڀݚֶޢ෦��प೥・େֶӃ؃ֶޢ؃
記念式典ٴͼ祝賀会

	4月～10月　日本国際博覧会（大阪関
西万博）

	 10月	 ノーベル生理学・医学賞を
坂口志文氏、化学賞を北川進
氏が受賞

看護学部第1期生謝恩会
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̍ɽֶޢ؃෦։ઃͷܦҢ
本学に看護基礎教育を大学教育として設立す
る構想は10年に及ぶ。しかし、夢がかなうま
での道のりは必ずしも順調ではなかった。当
初、厳しい財政状況の中で本学、関西大学と大
阪薬科大学が共同学部を設置し、そこに看護学
科を置く構想をたて、2008年１月９日付で締
結した「共同学部設置に関する協定書」に基づ
いて、３大学共同学部設置協議会を設け、協議
を行ってきた。しかし、「大学設置基準等の一
部を改正する省令」が公布（平成21年３月１
日から施行）され、更に同省令の内容と大阪医
科大学が構想していた計画との間に懸隔が生じ
たため、構想内容を大幅に見直すこととなり、
看護学部看護学科の単独設置に変更した。学校
法人大阪医科大学新学部設置準備委員会規程に
沿って、設置準備委員会と委員会内教学部会と
事務部会を組織し、設置準備に当たり、設置準
備室には特別職務担当教員として採用を決め、
平成21年４月１日付で２名の教員が着任した。
それに伴い、準備室長を配置し、通称を「看護
学部設置準備室」とした。
着任して早々の最初の４月７日の医学教育課

からの指導で教育内容に関して準備が遅れてい
るとの指摘をうけ、設置準備室一同真っ青に
なった。申請書提出期限は昨年より１カ月早ま
り６月であったのに、カリキュラム対比表は未
完成であり、実習の展開も白紙の状態であっ
た。申請書提出までの作業スケジュールを設置
準備室で計画したが、実習の展開に関して、保
健師受験資格取得に関する実習と助産師受験資
格に関する実習については、実習先として事業
所、助産院の確保がさらに必要であった。保健
師受験資格の実習は特に厳しく、大阪府庁から
は、保健師養成にかかる実習生473人（平成21
年）が1,060人（平成25年）と急増するため実
習先の確保ができないという理由から、保健師
実習に関して選択制導入の意見が出された。文
部科学省の指導もあり統合カリキュラムで申請
を予定していたので、医学部公衆衛生学教室の
バックアップを得、かなり無理を承知で事業所
での実習を取り入れるため各事業所に出向いて
実習を依頼した。
看護学教育における実習場の確保は、教育の
質を確保する意味でも非常に重要な課題である
ことは今さら言うまでもない。附属病院をもつ

�8
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$POTJEFSBCMF )PQF� 5PXBSE %FWFMPQNFOU PG 5IF 0TBLB
.FEJDBM $PMMFHF 'BDVMUZ PG /VSTJOH

田中 克子ɼ林 優子
Tanaka Katsuko, Hayashi Yuko

Ωʔϫʔυɿ看護学教育ɼ看護学教育Χリキϡラムɼ看護学教育の発展
,FZ XPSETɿnursinH education
 nursinH curriculum
 development of nursinH

education

看護学部開設についてৄしく記された記録として、看護研究雑誌第̍巻に掲
。された論文「大いなる希望」を、著者のごঝ୚を得て再掲しますࡌ

ాதࢠࠀɺྛ ༏ࢠï����ðɿେ͍ͳΔر๬ɿେࡕҩՊେֶֶޢ؃෦ൃలʹ͚ͯ޲ɼେࡕҩՊେֶ
ɼ�ɼ��ô��ɽࢽࡶڀݚޢ؃
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本学においては実習場の確保の面では、恵まれ
ているが、保健師教育、助産師教育を行うとす
れば、看護系大学が急増している現在、実習場
の確保はたやすくはない。さらに、看護学部の
教育カリキュラムに応じた実習場の確保となる
と厳しいというのが実情である。
文部科学省の折衝では、現存する看護専門学
校を閉じ、大学教育である看護学部を開設する
ことに関して、その理由を何度も問い返され、
本学が看護学部を開設することの設置趣旨を看
護系教員自身が自らの言葉で明確に述べること
を求められた。そのことは、看護学部を開設す
るための準備として、大学の理念、カリキュラ
ム、それに伴う設備・資金面の準備、教員配置
とすべて一貫していることを問われていること
になる。医学教育課からは、歴史ある医科大学
が看護学部を設置するので、その特徴を前面に
出すようにという指導を何度も受けた。
看護学部を開設する設置趣旨に関して、準備
室として一致した見解を構築するために、膨大
な時間を費やして話し合いを重ねた。並行して
本学看護学部の特徴を明らかにするため、大阪
医科大学の歴史に関する資料をできるだけ収集
し、医学部の先生方とも意見交換を重ねた。さ
らに、看護学部開設経験者から準備に関する知
見を得るため、他の大学に出かけて設置のため
の情報収集を行った。こうした毎日の中で、文
部科学省から問われている「本学においてなぜ
看護学部開設が必要なのか」は、大阪医科大学
としてはどうなのかということの説明を明確に
作れということである。それが、文部科学省の
問う看護学部開設準備性である。その説明は、
日々の書籍・物品の準備、実習場の確保と交
渉、看護学部開設にむけた各種委員会活動を通
じて、準備室で推敲し作成できたと考える。そ
れと並行して、看護学部の将来のビジョンを描
くために、時間をやりくりして聖路加国際病院
と京都大学付属病院を見学し、訪日していたア
メリカ合衆国で活躍しているナースプラクティ

ショナー、クリニカルナーススペシャリストの
講演を聴講に行った。設置準備室の仕事は山積
みであったが、本学の看護学部でどのような人
材を育成したいかを考えた時、それは世界を視
野に入れた大きな視点でなければ意味はないと
考え、当然のことながら高度専門職者育成のた
めの修士・博士課程の開設も視野に入れて準備
を進めていた。さらに、看護学部広報・入試委
員会を立ち上げ広報・入試の具体的準備を進め
る中で、本学の特徴を示すコンセプトは何かと
考えた時に生まれたのが「医看融合教育」であ
る。この言葉はチーム医療をさらに進めた教育
を本学は目指したいという設置準備室の夢でも
あった。開設準備にあたっては、会議が連日目
白押しであった。例えば、教育内容に関しての
準備を新学部設置準備委員会教学部会、各種委
員会及び規定整備新学期準備等を新学部設置準
備室委員会、２年間同じ学舎で共同生活を送る
ための調整機関として看護専門学校・看護学部
連絡会、看護学部研究棟新築に向けて建築会社
との建築打ち合わせ会、事務体制が円滑に進む
ように看護学部事務体制打ち合わせ会、ホーム
ページ委員会、新学部の電話・LANの情報シ
ステムに関する打ち合わせ会があげられる。こ
のように、看護学部開設準備に忙殺された毎日
ではあったが、準備室では、いつも「Think
Globally, Act Locally」を合言葉としていた。
一方、医学部単科大学であった80有余年にわ
たる長い歴史の中で、看護学部を開設するとい
うことについて真の意味で学内の賛同を得なけ
ればならない。そのために、なぜ必要なのかに
関して、準備室が、大阪医科大学の関係各位に
きちんと説明しなければならない。その課題を
達成するための方法の一つとして、平成21年
４月に看護専門学校の教員を対象に、平成22
年２月に附属病院看護部の看護部及び師長を対
象に開設の意義と目的の説明会、12月に教職
員対象に看護学設置準備室主催の設置認可記念
講演を実行した。

2�
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準備室の雰囲気は経験したものでなければ分
からないとは聞いていたが、看護学部開設にあ
たっての準備には熱情ではなく使命感がなけれ
ばやり遂げることはできないことを実感した。
準備室のメンバーのもつ何が何でもやり遂げる
ぞという強い意思が大きな波となって周囲を巻
き込み、看護学部開設に向けて大学としての大
きな力を生み出せるものだと考える。文部科学

省から、11月に45校の申請認可のうち本学の
み「留意事項なし」と設置認可の申請の答申が
でた時の喜びはたとえようがない。これで着任
予定の教員や今まで準備されるにあたって尽力
された大阪医科大学の関係各位に顔向けできる
と準備室の看護系教員２人で手を取り合った。
合計３回の入学試験では事務局、就任予定教
員、担当理事以外に医学部から延べ12人、看

2�



護専門学校から延べ６人という多くの皆様のご
協力を頂き、第一期生88名を決定することが
できた。準備室は看護学部の開設にむけて大き
な夢と希望をもっていた。

̎ɽڭҭ՝ఔ編੒ͷܦҢ
本学の教育理念から、優れた看護実践能力を
備えた看護職者を育成することを目指す教育カ
リキュラムとした。したがって、看護師課程と
保健師課程の統合カリキュラムとして構成し、
さらに助産師（選択制５名以内）課程を自由科
目として配置した。
教育目的、目標と並行し、教育課程は、20

年度中に教授就任予定者を中心に４回の「看護
教育高度化 関する研究会」で繰り返し検討を
重ねた。「基礎科目」、「専門基礎科目」、「専門
科目」に区分し、基礎科目と専門基礎科目を
「人間理解」「社会理解」「異文化理解」に分類
し、専門科目を「看護の基盤」「生活支援」「療
養支援」「地域支援」「統合」に分類して配置し
た。豊かな人間性や地域貢献能力を育成するた
めに、基礎科目と専門基礎科目では看護の対象
となる人間そのものへの理解を深める「人間理
解」、その人間の生活の場である社会への理解
を深めるための「社会理解」、地元地域だけで
なく国際的に如何なる地域においても活動でき
る受容性を育むための「異文化理解」に分けて
配置した。
「基礎科目」「専門基礎科目」においては医学
部、附属病院と連携し、現在臨床の第一線で活
躍している専門家を講師として配置し、看護実
践育成の観点からできる限り教育の質を担保す
るように努めた。このように看護学部の教育に
おいて医学部の協力を得る過程において、重要
な役割をしたのが学長主導で設置された医学
部・看護学部調整委員会であった。この委員会
は竹中学長初め、教育機構長の芝山教授、窪田
教授、佐浦教授、開設準備担当理事でもある佐
野教授、開設準備室の看護系教員２名で構成さ

れ、看護学部開設に伴い大阪医科大学の学則、
各種規定の改定等、看護学部開設に向けていわ
ゆる心臓部の役割を担っていたといってもよ
い。したがって、医学部・看護学部調整委員会
で看護学部の教育目的、教育目標及びカリキュ
ラムについて何度も話し合いを重ね、最終的に
は医学部教授会の承認を得ることができ、よう
やく科目担当者を決定することができた。専門
科目は、その基礎となる「看護の基盤」を配置
し、その基盤を応用するための「生活支援」
「療養支援」「地域支援」、さらにそれらの学び
をまとめるための「統合」を配置し、病める人
の生活面に配慮できる豊かな人間性と学生が生
涯を通して自ら学ぶ研究的態度を身に付けるこ
とができるように構成した。
さらに、第１年次に開講する基礎科目必修の

「健康科学概論」、基礎科目選択科目である「医
学概論」は大阪医科大学、関西大学、大阪薬科
大学の３大学共同開講科目として配置し、現在
e-learningを実施している。さらに、平成23
年度からは共同開講科目である大阪薬科大学及
び関西大学開講の「バイオメカニクス」「社会
環境適応材料」「福祉工学概論」「生薬学」「応
用放射化学」「機能形態学」等を選択科目とし
て配置する予定である。
本学の教育編成では、基礎科目、専門基礎科
目における選択科目は決して多くはない。した
がって、他大学との共同開講科目、医学部との
共学を行うことによって、幅広い教養と倫理観
に基づく対人関係形成能力を備えた人間性豊か
な人材を育成することを目指していきたい。
教育目標は以下の通りである。
１）豊かな人間性と倫理観を身につけた人間性
を養う。

２）健康の維持増進、高度医療から在宅療養ま
で幅広く、さまざまな人々を対象にさまざ
まな健康レベルに創造的に対応するための
看護実践能力を養う。

３）地域社会に貢献するために、保健・医療・

22
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福祉チームの多職種と連携・協働し、自ら
看護の課題を発見し、解決できる能力を養
う。

̏ɽେࡕҩՊେֶֶޢ؃෦ͷಛ௃
本学の看護学部は、医学部を設置する大学等
における看護系学部の設置としては、全国80
大学中72番目で、看護系大学としては180番以
降であり、近年の看護系大学開学ラッシュから
みると、どちらかというと遅くに開学した大学
である。しかし、医学部を設置する全国80大
学中、看護学部として設置している大学は本学
を加えて10校である。
医学部単科大学において、看護学が一つの学
問体系として教育・研究に活かされるような形
態として、看護学部としての開学を英断したこ
とは、大阪医科大学の看護学への期待の表れと
いってよい。
大阪医科大学看護学部の特徴は、80年以上
優れた医師と看護師を多く輩出してきた大学と
して培ってきた教育基盤と、さらに特定機能病
院としての高度な専門性と中核市の市民病院的
な一般性を兼ね備えている附属病院を主たる実
習施設として活用できることである。しかも、
医学部、附属病院、看護学部が同一キャンパス
にあることは、極めて恵まれた教育環境といえ
よう。また、日常の生活の中で将来のモデルと
なる医療職者、多職種の人と身近に接すること
ができる。さらに、総合大学である関西大学、
チーム医療の重要なメンバーである薬剤師を養
成している大阪薬科大学と授業で共同参画でき
る機会をもつことは、学生の交友範囲を広げ、
広い知識を得ることが期待される。何よりも、
学生時代から治療に責任をもつ医師と机を並べ
て学び、クラブ活動をともにする経験は、対象
者中心の医療を実現するために大きな推進力に
なるに違いないと考える。医師と看護職者が専
門職としてのアイデンティティを保ちながら、
お互いを尊重しつつ異なる領域の課題に対する

取り組みを学び、理解することによって、いろ
いろな視野・視点から科学的にとらえることが
できる力を養うことができる。それが結果とし
て、良質で創造的な医療を対象者に提供でき
る、これはまさしく本学が目指す医療人育成で
あると考え、現在も医学部と協働してよりよい
教育課程作成のために取り組んでいる。

̐ɽຊֶྲྀͷڭֶޢ؃ҭͷߏஙʹ͚ͯ޲
米国の社会学者であったエスター・ブラウン
は、「『ブラウンレポート＝これからの看護』,
（1948）」のなかで、専門職業を目指す看護師教
育は大学教育で行うべきであると高度の教育機
関の必要性を述べた。その結果、米国では大学
及び大学院での看護学教育が着実に進められて
きた。我が国は、平成５年に、高度化・多様化
する国民の保健医療サービスへの需要に対応す
るための「看護師等の人材確保の促進に関する
法律」が制定されて以降、看護教育の大学化が
加速的に進んできた。
諸外国を問わず、我が国においても、看護の
役割や看護学教育は、常に社会や医療の変化の
中で、社会的要請を受けながら時代につれて変
遷してきた。今日、看護を取り巻く環境は、急
速な少子高齢化、医療の高度化・複雑化、医療
の専門分化により大きな変貌を遂げている。さ
らに、安全と安心の医療の保証、疾患や障がい
で病む人が納得のいく医療、健康増進や予防推
進など医療に対する国民のニーズがますます高
まっている。そのような環境の変化や国民の
ニーズを的確に把握し、リーダシップを発揮し
て、状況に適切に対応できる看護職の資質向上
が求められている。その結果が看護学教育の大
学化に向けた動きであった。
ここで、大阪医科大学の歴史を紐解いてみ
る。本学は看護教育を４年制の大学教育として
考えていた時代があった。昭和23年頃のこと
である。初代学長であった松本信一教授が書か
れた「生物学部構想の大学概略」が本学に残さ
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れている。その貴重な資料に、甲種看護師（今
で言う正看護師）と保健師の養成機関として４
年制大学構想（保健学科看護学講座）の記述が
ある。当時は、戦後GHQが日本の看護教育改
革に力を注いだ時代でもあり、恐らくその影響
があったのではないかと推察する。しかし、初
代学長が准看護師学校や３年課程の看護師学校
が主流であった戦後間もない時期に、看護教育
を４年制の大学教育として思案していたこと
は、日本の医療や大阪医科大学の将来を見据え
た発想であり、本学の看護教員にとって、この
歴史的事実は誇りともいえよう。
それから、60年が経過し、本学に念願の看
護学部が開設された。上述したように看護学教
育の４年制大学の増加は顕著であり、看護職の
役割も裁量権拡大を求めて動き始めている。本
年度改正された保健師助産師看護師法には、
「看護師国家試験の受験資格を有する者として
文部科学省大臣の指定した大学（短期大学を除
く）において、看護師になるのに必要な学科を
修めて卒業した者」が追加された（平成22年
４月１日）。さらに平成24年度からは学士課程
教育の中で行われてきた看護師と保健師の統合
教育から、保健師教育が助産師教育と同様、選
択制へと改正されることになった。
看護学教育について述べる前に、大学教育に
ついて少し整理しておきたい。学校教育法第八
十三条に、「大学は、学術の中心として、広く
知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授
研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開さ
せることを目的とする」とある。文部科学省に
よれば、学士課程教育では、幅広い教養を身に
つけ、高い公共性・倫理性を保持しつつ、時代
の変化に合わせて積極的に社会を支え、あるい
は社会を改善していく資質を有する人材である
「自立した21世紀型市民」を幅広く育成するこ
とが極めて重要であるとされている（中央教育
審議会答申、2008）。そして、大学教育では、
「何を教えるか」ではなく「何ができるように

なるか」に力点がおかれ、学問の基本的な知識
を獲得するだけでなく、知識の活用能力や創造
性、生涯を通じて学び続ける基礎的な能力を培
うことが重視されつつある。すなわち、一方的
に知識・技能を教え込むのではなく、豊かな人
間性や課題探求能力や問題解決能力等の育成に
配慮した教育課程の充実であり、各専攻分野を
通じて培うべき能力、すなわち学士力のある人
材育成である。文科省が目指す学士力のある人
材育成については、前述した本学部の教育目
的・目標に明確に打ち出している。さらに重要
視されているのは大学の独自性である。本学流
の看護学教育とは何かを明確にしなければなら
ない。本学における看護学教育の構想について
はまだまだ不十分であるが、看護学部設置準備
室時代に、そして今春４月以降、本学部将来構
想検討委員会で検討してきたことと、学部長の
私見を交えての大枠を述べてみたいと思う。
本学部が目指す学士課程教育は、「看護のア

イデンティティ教育」と「医看融合教育」であ
る。「医看融合教育」については医学部との協
力関係なしには実現できないと考えている。そ
の教育の構想については医学部と看護学部が共
に検討する段階に来たところである。
一つ目の「看護のアイデンティティ教育」

は、学生が実践科学としての看護学の基礎を学
び、学問的に裏打ちされた看護実践能力を培う
ための教育である。看護は、人間の健康づくり
から予防、治療、回復、リハビリテーション、
死に至るまで、様々な健康レベルの人たちに対
する実践活動である。４年間の教育では、幅広
い視野で柔軟にものごとを考える力、看護の立
場で患者を観る力、看護の立場で倫理的に判断
しようとする力、看護の立場で援助する力な
ど、看護のアイデンティティを身につける教育
の展開を目指すものである。
二つ目の「医看融合教育」は、医療人マイン
ドやチーム医療の基盤を学び、患者中心の医療
の実践を展開していく専門職種間の連携・協働
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を培うための教育である。大学病院という臨床
の場で医学部と看護学部の学生が共に実践を通
して、各々の専門的立場で発言できる言語能
力、多くの情報を編集する能力、患者を中心に
問題解決する能力、コミュニケーションをとり
ながらチームを調整する能力など、医療人とし
ての複合的な能力を身につける教育の展開を期
待するものである。
次に「大学院教育」をとりあげておきたい。
学校教育法第九十九条、「大学院は、学術の
理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわ
め、又は高度の専門性が求められる職業を担う
ための深い学識及び卓越した能力を培い、文化
の進展に寄与することを目的とする」とある。
本学の建学の精神は、国内外で活躍できる良き
医療人を育成することである。したがって、大
学院は、看護実践の場で活躍する高度専門職業

人を養成するための専門看護師（certified
nurse specialist）のコースと、将来の教育研究
者を養成するためのコース（博士前期・後期課
程）を持つ大学院設置を考えている。さらに、
大学病院との連携・協働、在宅支援や地域の健
康づくりなども視野に入れた地域との連携・協
働を通して、看護実践活動や研究活動の場が広
がるように教育研究基盤を構築していきたいと
考えている。

จ ݙ
Brown, E, L著（1948）/小林冨美栄（1996）：
ブラウンレポート＝これからの看護，日本看
護協会出版会，東京．
中央教育審議会：学士課程の再構築に向けて
（答申）（2008），８，文部科学省．
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看護系大学院研究科の設置は、看護学部の設
置当初から視野に入れられていました。2009
年８月に発行された大阪医科大学学報（第81
号）の「看護学部設置にむけて」という特集記
事には、看護学部設置準備室に着任した林優子
先生と田中克子先生の「入職のご挨拶」が含ま
れていますが、その中で林先生はすでに、近い
将来に「修士や博士の設置を目指して」
（p.10）ゆくことを明記されています。また翌
年発行の「学校法人大阪医科大学 事業報告書
2009/事業計画書2010」にも、看護学部開設に
関連する当面の課題として、「今後は看護学部
に大学院設置が求められる」（p.41）という竹
中洋学長の言葉が記されています。大学院の設
置は、看護学教育における大学院の必要性の高
まりに応えるためのものである
とともに、大学としての質を保
証し、知の拠点としての研究環
境の整備にもつなげることを目
指すものでした。
看護学部が開設された2010

年、大阪医科大学大学協議会規
程第９条に基づいて「新研究科
設置検討委員会」が設置されま
した。この委員会は、看護学、
助産学、社会医学等を含めた医
療系大学院博士前期課程と看護
系博士後期課程の設置について
検討するものでした。委員会
は、2010年12月13日の第１回
委員会から2011年９月16日の
第５回委員会までの検討を経
て、看護学部教授会、大学院医
学研究科教授会の意見を踏まえ
た上で最終答申をまとめ、学長
に提出しています。この答申で
は看護学研究科について、その
設置の必要性を述べるととも
に、設置案として、博士前期課

程（当時の案では定員６名）と博士後期課程
（定員３名）を設け、博士前期課程には専門看
護師（Certified Nurse Specialist: CNS）養成
コースと教育研究コースを置くことなどが提言
されています。これを受けて、2012年２月14
日の理事会で大学院新研究科設置について決
議・承認がなされ、2014年４月の開設を予定
して設置準備を進めることになりました。
2012年５月25日には新研究科設置準備委員
会が設置されました。またその下部組織として
設置認可申請部会と寄付行為変更申請部会が置
かれました。委員会と設置認可申請部会のメン
バーは次の通りです（2012年度看護学部年報
より）。
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【委員会委員】
委員長：佐野理事
委 員：竹中学長、米田大学院委員会委員長、

林看護学部長、鈴木図書館長、黒岩病
院長、礒田事務局長、大槻学務部長、
門田総務部長、中西財務部長代理、小
野看護部長

【設置認可申請部会】
統括責任者（室長）：竹中学長
室長補佐： 林看護学部長、米田大学

院委員会委員長
事務室： 出坂部長代理（学務部）、

前田課長補佐（学務部大
学院課）、有友課長補佐
（看護学部事務室）

ワーキングメンバー（看護学研究科）：
林 優子、泊 祐子、
荒木孝治、佐々木綾子
前田将昭（学務部大学院
課）

文部科学省に提出する研究科設置申請書類に
は、設置の趣旨、教育課程等の概要、授業科目
の概要、シラバス（授業計画）、教員個人調書
等が含まれます。委員会とWGは、これらの書
類作成に向けて精力的に準備を進め、2012年
度にWG 20回、委員会７回を開催しています。
また文科省への事前相談は、佐野理事、林学部
長、泊教授、前田課長補佐が出席して３回行わ
れました。2013年３月31日の理事会で文科省
申請についての議決・承認が得られ、看護学部
教授会および医学研究科教授会でも承認が得ら
れました。
予定されていた通り、2013年５月に設置申

請を完了し、同年10月には文科省の設置認可
が下りました（2014年４月開設）。修士、博士
課程の同時開設は、私立看護系大学では初めて
の快挙であり、国公立大学を含めても２校目の

ことでした。博士前期課程は定員８名、博士後
期課程は定員３名で、博士前期課程の高度実践
コースには、慢性看護学、精神看護学、母性看
護学、小児看護学の４領域が設けられました。
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大阪医科薬科大学看護学部設立15周年なら
びに大学院看護学研究科設立10周年を迎えら
れましたこと、心よりお祝い申し上げます。看
護学部研究棟建設後に植樹した研究棟玄関前の
３本のモモの木の成長とともに、設立当初の看
護学部・看護学研究科の教育理念は、時代の変
化とともに新たなかたちで息づいていることを
実感しております。
本学部設置前の看護系大学は180大学であり
ました。2025年現在では、289大学（省庁大学
校を含む）307課程となり、この15年間に1.6
倍に増加しています。このように看護界におけ
る大学卒の割合は飛躍的に伸びていることがわ
かります。大学院も修士課程219大学、博士課
程135大学となっています。
新学部設置準備委員会（委員長 佐野浩一常

務理事〔現 学校法人大阪医科薬科大学理事
長・大阪医科薬科大学学長〕）の規程に沿って
設置された看護学部設置準備室（室長 林 優
子、室長補佐 田中克子）の当時を振り返りま
すと、設立準備に奔走した日々のことが今も鮮
明に思い出されます。学部設置にあたり、どの
ような学部にするのか、学士力のある人材育成
のための大学教育とは何か、どのような教育理
念と特徴ある看護学教育を打ち出すかについて
話し合いが続きました。文部科学省からは「大
阪医科大学においてなぜ看護学部開設が必要な
のか」を明確にするようにとの指導を受け、医

学教育課からは「歴史ある医科大学が看護学部
を設置するので、その特徴を前面に出すよう
に」との指導を受けていました。
そこで、大阪医科大学の歴史を紐解くうち
に、大正末期にアジアやブラジルへの海外移民
政策が推進された社会背景の中で、1927年に
国内のみならず海外移民団をも視野に入れた臨
床に役立つ実用医を育成するために大阪高等医
学専門学校が開学したことや、卒業生を中南米
の地に送り出した当時の状況を知りました。そ
して、「学を離れて医はない」を建学の精神と
して「国内外問わず如何なる地域においても活
躍できる医療従事者を養成する」を目標に、医
療人養成の大学を実施してきたことがわかりま
した。

そのことから、
医科大学の歴史を
継承しつつ、未来
につなぐ看護学部
を創るという方向
性が明確になりま
した。本学の建学
の精神のもと、
「いつでもどこで

も誰に対してでも最善の看護を提供する看護実
践者を育成する」という教育方針と、助産師の
選択制を含む看護師・保健師の統合教育で進め
ることを医学教育課に報告しました。保健師・
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助産師の実習場は医学部の協力を得て確保する
ことができました。
こうして、新学部が目指す学士課程教育を、

学問的に裏打ちされた看護実践能力を培うため
の「看護のアイデンティティ教育」と、医学部
の存在を強みとした「医看融合教育」を２本柱
とし、これをキャッチフレーズに広報活動を行
いました。（ちなみに、医看融合教育は、現在
の多職種連携教育へと引き継がれています）
受験生募集のために近畿２府４県の高校訪問
やガイダンスの実施で新設学部PRを行うなど
して迎えた入試、その入試を無事に終えて一期
生が入学したときは、安堵と緊張と期待が入り
混じっていたように思います。学生たちは生き
生きとして希望に満ちていました。新入生学外
合宿では、「看護ってどんなしごと？」（メディ
カ出版）を新入生全員に配布し、看護について
話し合ったことも懐かしい思い出です。看護学
部開設後は、教職員と学生の力が一つになり、
看護学部の教育理念が学部の中で徐々に確かな
形になっていきました。
1929年に設立された大阪高等医学専門学校
附属看護婦学校、その後の大阪医科大学附属看
護専門学校で看護教育を受けた多くの先輩看護
師たちの看護への情熱と熱意は、看護学部へと
継承されています。
その一方で、2012年５月に新研究科設置準

備委員会（委員長 佐野浩一 常務理事）が設置
され、竹中洋学長と４名の教授（林 優子、泊
祐子、荒木孝治、佐々木綾子）を中心に新研究
科設置の準備が進められました。翌年、博士前
期・後期課程同時設置の文科省認可を得て、
2014年に高度専門職者と教育研究者を育成す
る大学院看護学研究科が開設されました。
社会は近年、AIやグローバル化の進展に
よって、価値観が多様化し、知識や情報が増
え、何もかもがスピード化しています。学びの

あり方も多様になりました。しかし、どんな時
代になっても変わらないのは、「人間としての
思いやり、人間としての尊厳」です。絶え間な
く変化し続ける社会の中で、本学部・研究科が
これまでの歩みを礎に、学部・研究科の根底と
なる哲学を基盤として、未来社会へと向かって
いく姿を想像しています。
学部設立の実現には多くの方々のお力添えが
ありました。学校法人大阪医科大学理事長、常
務理事、学長、広報・入試センター長、看護部
長、看護専門学校長をはじめとする医学部、大
学病院看護部、看護専門学校、広報・入試セン
ター、事務部の多くの方々に改めて感謝申し上
げます。また、当時の佐野浩一常務理事から看
護学部設置の相談を受けた私の恩師故小島操子
先生（聖隷クリストファー大学学長）のお声が
けがあって、私は設置準備室に着任することが
できました。このような不思議なご縁に支えら
れてきました。私は、今なお大阪医科薬科大学
看護学部と大学院看護学研究科を心から大切に
思う者として、学部・研究科設置から今日に至
るまでの歩みを支えてくださいましたすべての
皆様に深く感謝申し上げますとともに、開設記
念日が未来に向けた創造的な歩みの第一歩とな
りますことを、心より願っています。
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看護学部開学15周年と看護学研究科開学10
周年を迎えられたことを心よりお祝い申し上げ
ます。
私は、開学時の2010（平成22）年４月から

2020（令和２）年の定年退職までの10年間在
職し、開学から４年間の教育センター長を務め
ました。
本学は、大阪医科大学附属看護専門学校から
発展的に看護学部が開設されましたが、専門学
校から看護学部に在職した教員は助教１名のみ
でした。各領域の教授・准教授は他大学での豊
富な教育経験のある方が新しい教育構想を持ち
就任されました。一方、前任校での各々の経験
に基づき、本学独自の教育を構築していくため
には合意が必要でした。教育センターが最初に
取り組んだ検討課題のうち、特に、客観的臨床
能力試験（以下、OSCE）と医看融合教育につ
いては印象深く思い出されます。
開学時のカリキュラムでは、総合実習は５単
位であり内４単位は各領域が独自の実習内容を
展開し、１単位は４年次に総合評価として
OSCEを実施するという構想でした。実施のた
めの準備を進め各領域に症例のシナリオ作成を
依頼するところまで構築されていました。しか
し、全体での実施は困難との結論が出され、各
領域各科目においてそれぞれ独自に臨床能力を
高めるための教育方法、評価方法を用いて実施
することになりました。
OSCEに関する検討を開始したことによっ

て、本学における看護実践能力と卒業時到達目

標および看護師教育の技術項目と卒業時の到達
度に関して全領域で協議することの必要性が増
し、新たな委員会「看護学部教育のあり方委員
会」が組織されました。
開学して間もない中で、全員が保健師国家試
験受験資格を得ることができた統合カリキュラ
ムが選択制となり、新たなカリキュラムの構築
も必要となりました。１期生の総合実習の準備
中にもかかわらず、総合実習５単位は統合実習
２単位に変更することになり、その後、在職中
に看護学部全体で行うOSCEは実施されること
ができなかったことを残念に思っています。看
護教育の成果を可視化することが求められ、
様々な評価方法が紹介されています。本学の教
育成果を示す特色ある教育方法が検討されるこ
とを期待しています。
「医看融合教育」は、本学部の開学時の学生
募集のキャッチフレーズでした。入学試験の面
接時に入学動機を尋ねると、多くの学生が「医
看融合教育が実施されているから」と答えてい
ました。しかし、チーム医療の推進を目指して
いるにもかかわらず、カリキュラム内で医学部
と合同で展開されるのは選択科目の「医学概
論」のみでした。
2011（平成23）年、当時の第九代竹中学長、

医学教育機構長の花房教授、医学教育センター
長米田教授、林看護学部長、看護学部教育セン
ター長道重、小林教授により、医看融合教育に
ついての協議が始まりました。医看融合教育と
は、「医学部と看護学部の各専門分野の区別を

3�
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超えた横断型教育であり、両学部の学生が同じ
目線で対象理解のプロセスを踏む教育をいう」
と定義し、「同じ目線で患者（利用者）理解の
プロセスを踏むことによって、患者（利用者）
中心の全人的・包括的医療を提供できる医療者
を育成する）ことを目的とし医学部との合意を
得ました。
実施可能な事業として、医看融合教育ゼミ
Ⅰ、新入生合同宿泊研修、医学部５年生と看護
学部３年生の臨床実習中の合同症例カンファレ
ンスの実施について検討しました。
医看融合ゼミⅠは、両学部１年生を対象に、

2012（平成 24）年６月 13 日に学長の特別講
「社会に期待される医療人」とグループワーク
が実施されました。
新入生宿泊研修は、2013（平成25）年に始
まり、その後は、薬科大学学生の参加も加わっ
たことや兵庫県からの補助もあり、グランド
ニッコー淡路で実施されるようになりました。

臨床実習中の合同症例カンファレンスの実施
は、実習ローテーションの違いから、精神科と
産婦人科であれば実施可能であり、看護学部１
期生が３年生になった2012年９月から実施す
るようになりました。
これらの試験的医看融合の授業の成果も踏ま
えて、2013（平成25）年から医学部と看護学
部の医看融合教育に関する委員会が合同会議を
開催し、2014年から科目名「医看融合：医療
人マインドを学ぶ」として位置づけられまし
た。
医学部・薬学部・看護学部の学生が、学生の
うちから「多職種連携」を学ぶ体制の礎を築く
ことができたことは、大変感慨深く思います。
新しくできた看護学部で、創設期に様々な取
り組みができました。委員会だけでなく教員の
皆様や事務の方のご支援に対して深く感謝申し
上げます。今後の新たな取り組みと益々の発展
を期待しています。

3�



大阪医科薬科大学看護学部開設15周年、看
護学研究科開設10周年おめでとうございます。
看護学部準備室に初代学部長の林 優子先生
のところに共同研究でお伺いした時に、「来年
の開学部に向けて本当に大変なの」とお話しさ
れていて、田中克子先生と二人で書類作成に取
り組んでおられました。「えっ。たった二人で」
と驚いたものですが、文部科学省の審査では備
考のコメントゼロで認可されたとお聞きし、お
二人の情熱と文章作成能力の高さに頭が下がる
思いでした。それから４年、看護学研究科を修
士と博士を同時に開設すると聞き、そこでも今
までそんな大学なかったのではと驚きでした
が、そこもすんなりと開設となり、大阪医科大
学（当時）の底力を痛感いたしました。
私は看護学研究科開設時から令和７年３月ま
でお世話になりました。その間2019
年から2023年までの５年間は看護学
部長・看護学研究科長として勤務させ
ていただきました。看護学部長を拝命
した時は大学機関別認証評価に向けて
医学部と合同のワーキングを立ち上げ
作業を進めていました。看護学部は開
設時から毎年年度末に１年間の報告と
して年報を作成しておりましたので、
思いのほかスムーズに進めることがで
きていたと思います。認証評価の結果
としては看護学研究科の博士後期課程
の定員超過についての指摘があり、そ

の後は大学院生の在籍人数が超過することがな
いように取り組んでまいりました。
また、同じころに大阪薬科大学との大学統合
に向けての準備が始まり、各ワーキングに分か
れて進めていきました。この頃は大学機関別認
証評価と重なっていたこともあり、毎週何らか
の会議が開かれておりました。2021年には看
護学教育評価を受審することとなりました。こ
れも２年前から準備を整えておりましたので、
特に問題なく受審することができました。
2019年12月に中国から始まった新型コロナ
ウイルスは年を開けた１月頃になってもなかな
か終息する気配を見せず、全世界で猛威を振る
い始め、３月には新年度に向けてどうするかを
緊急では会議を開くことが多くなりました。卒
業生は謝恩会が中止となり、新入生の入学式は
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取りやめとなりました。ここから新入生、在学
生に対して対面とオンライン授業のための時間
割の作成や配布物の郵送など、教職員が一丸と
なって準備をしていきました。オンライン授業
のためのZOOMなど初めて使用するデジタル
技術に四苦八苦しながら学生のいない教室で授
業をすることとなりました。新型コロナウイル
ス感染症は１年では終息せず、2023年まで続
きました。年を経るごとに教職員も学生もだん
だんと感染対策のための授業体制の急な変更に
も素早く対応できるようになっていました。た
だ、実習においては臨床実習が可能かどうか非
常に難しい場面がありましたが、本学病院の多

大なる協力のもとほぼ全員臨床実習をすること
ができました。これは他の看護系大学の臨床実
習の８割は学内実習・学内演習に振り替えで行
う中、病院で臨床実習を認めてくださいました
関係者の深く感謝する次第です。
これも看護学部と看護部との関係がうまく
いっていることの象徴であると考えます。看護
学開設以来、先生がたと看護部との様々な話し
合いや研修、管理者の大学院入学などを通して
培われてきた結果と思われます。今後もますま
す、地域に根差した看護の質向上に向けて看護
学部・看護学研究科のご発展を祈念いたしま
す。

33





第4章

教育・研究活動

15
周
年
記
念
行
事

沿
革
・
あ
ゆ
み

教
育
・
研
究
活
動

寄
　
稿

資
　
料

4



36

1．カリキュラムとその改正の歩み
看護学部は2010年、「生命の尊厳と人ݖの尊
重を基本に、人々の健康問題を創造的に解決す
るため、柔軟な思考力と෯広い知識と視野をも
ち、保健・医療・෱ࢱを統合した看護実践能力
を有する人材の育成」を目的に開設されまし
た。以来、急଎な社会の変化に対応し、専門知
識と実践力を兼ね備えた看護職の育成を目標と
してきました。
この15年間、看護を取り巻く環境はAI਍断
やԕִ医療、地域包括ケア、医療D9、感染症
および֐ࡂ対策などにより大きく変化し、看護
職にはICT活用や地域連携能力が求められる
ようになりました。こうした変化に応じ、Χリ
キϡラムは教育理念を踏まえつつ柔軟に改ਖ਼を
重ねてきました。本稿では、開設以来の変遷と
現行Χリキϡラムの特௃、今後の展望について
述べます。

2．初期カリキュラムの概要
医療の高度化や地域包括ケアのඞ要性が高ま
るなか、開設当初のΧリキϡラムは、෯広い教
養と体系的な専門科目を重視し、理論と実践の
統合を目指しました。そのため、初期Χリキϡ
ラムでは共通教育科目を通じて柔軟な思考力と
෯広い知識を身につけ、その上で専門科目܈を
体系的に഑置し、臨床実践に௚結する科目をඞ
修とする構造が特௃でした。
看護学は、自વ科学と人文・社会科学の重複
領域にあることから、教養教育を専門職として
の基൫として位置づけ、専門教育と連動させて
いました。これにより、看護専門職としての能
力に加え、ICT活用力や倫理観を備え、社会と

15周年ͷઅ໨ʹあͨͬ ͯɿΧϦΩϡϥϜͷมભͱల๬

看護学教育センター長

ਅ
ㆾ

ܧ
ㆤㆍ

࿨
ㆉ㆚

子
㆓

ʕ
協働できる「21世ل型市ຽ」の育成を特৭と
していました。さらに、本学医学部が国際交流
を積極的に推進していたことをഎܠに、本学部
も国際的視野を育む教育を重視していました。
Χリキϡラムは、「基礎科目」「専門基礎科
目」「専門科目」の3つの۠分で構成され、基
礎科目と専門基礎科目は「人間理解」「社会理
解」「ҟ文化理解」に分ྨ、専門科目は「看護
の基൫」「生活支援」「療養支援」「地域支援」
「統合」に分ྨしていました。基礎科目・専門
科目では、看護の対象である人間への理解を深
める「人間理解」、その人間の生活する社会へ
の理解をଅす「社会理解」、さらに国際的な活
動に対応できる受容性を育む「ҟ文化理解」を
重視し、主として1年࣍に഑置しました。特
に、基礎科目の一部は専門科目の教員が担当
し、基礎から専門まで一؏した教育を行う点に
特৭がありました。
専門科目では、看護実践の基本的知識・技

術・ଶ度を養う「看護の基൫」を第1・2年࣍
に഑置し、応用領域である「生活支援」「療養
支援」「地域支援」を第2・3年࣍に഑置しまし
た。さらに、学びを統合・発展させる「統合」
を第3・4年࣍に設け、助産師科目は自༝科目
として第3・4年࣍に഑置していました。
外国語教育はӳ語に特化し、4年間を通じて

ඞ修科目として഑置していました。第1・2年
࣍で基礎力を養い、第3・4年࣍では医療の場
や資ྉ講ಡに対応する実践的ӳ語力を育成しま
した。また、બ୒科目として「くらしと文学」
「国際言語文化」「くらしと社会・環境」「くら
しと経ࡁ」を開講し、教養の充実をਤりまし
た。さらに、医学部との合同授業を通じて多職

ଟ৬छ࿈ܞΧϯϑΝϨϯεͷาみͱະདྷ

看護学教育センター長

ਅ
ㆾ

ܧ
ㆤㆍ

࿨
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子
㆓

ʕ
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種連携・協働する力を養い、୯位互換制度を活
用して近隣大学の防ࡂ関連科目をཤ修可能とす
るなど、地域連携にも力を入れていました。
臨地実習と卒業演習では、本学大学病院を中
心に地域での実習を行い、高度医療から在宅医
療、保健まで総合的な教育を実施しました。第
4年࣍には統合実習と卒業演習を行い、学生が
自ら課題を設定し、4年間の学びをू大成する
という内容でした。
開設当初のΧリキϡラムは、看護師国家試

験、保健師国家試験、さらに助産師国家試験
（5名程度）受験資格を付与する統合Χリキϡ
ラムであり、෯広い資格取得を目指しながら、
地域社会で活躍できる柔軟な思考力と෯広い知
識・技術を兼ね備えた21世ل型の看護職者の
育成を目指していました。

3．保健師制度改正と学部カリキュラム改正の
歩み：第1次～第4次カリキュラム改正
2010年4月に施行された「保健師助産師看護
師法」の改ਖ਼は、看護教育の方向性を大きく見
௚すܖ機となりました。改ਖ਼により、保健師・
助産師の教育年ݶのԆ長や国家試験の受験資格
が改められ、専門職養成における質の確保が強
く求められるようになり、保健師の役割も拡大
しました。
本学部は開設当初、看護師・保健師双方の国
家試験受験資格を全員に付与する統合Χリキϡ
ラムを࠾用していました。しかし、制度改ਖ਼や
社会的要請に応えるため、教育の質担保を重視
し、保健師コースについてはબ୒制とし、定員
数を設定する方針にస換しました。このഎܠに
は保健師養成に関する全国的な議論に加え、大
阪府において卒業生の質を確保するため保健所
実習の受け入れが制ݶされるなど、実習環境の
変化もありました。
こうした状況を;まえ、本学部では2011年
に「看護学部教育あり方検討員会」を設置し、
Χリキϡラム全体の見௚しを開始しました。検

討は໿1年間続き、その成果として2012年度入
学生（三期生）から第1࣍Χリキϡラム改ਖ਼を
実施しました。改ਖ਼のபは、保健師養成に関す
る法的要݅への対応と、看護師・助産師教育の
質的向上でした。۩体的には、保健師બ୒定員
を60名に設定し、領域名শを「地域看護学」
から「ެऺӴ生看護学」に改শしました。ま
た、看護師国家試験のみを志望する学生を対象
に「看護実践発展科目」を新設し、助産師બ୒
定員を6名程度としました。これにより、国家
試験受験資格を確実に担保しつつ、学生の進࿏
બ୒に柔軟性を持たせる体制が੔えられまし
た。
その後も、医療環境や地域包括ケアの進展に
対応するため、2013年度に第2࣍改ਖ਼、2015年
度に第3࣍改ਖ਼を実施し、保健師બ୒定員は
2016年度入学生から40名程度にॖ小しました。
さらに、2014年には大学院看護学研究科を開
設し、学部と大学院の教育体系の一؏性を高め
るඞ要性が生じました。この方針を踏まえ、
2014 年度から 2015 年度にかけて第 4࣍Χリ
キϡラム改ਖ਼Ҋを検討し、2017年度入学生か
ら施行しました。
第4࣍改ਖ਼では、科目۠分を大学院との੔合
性を持たせるため、「看護の基൫」「療養生活支
援」「地域家族支援」の3۠分に再編しました。
科目内容も࣬病動向にଈして見௚し、「؇和ケ
アと代ସ・補完療法」を「がん看護学総論」に
変ߋするなど、専門性を強化しました。加え
て、୯位数のௐ੔や「専門職連携医療論」の新
設、開講年࣍の変ߋを行いました。特に、学部
開設時から続く医看融合教育を発展させ、「専
門職連携医療論」を新設しました。この科目
は、医学部、看護学部の学生がともに学Ϳ取り
組みを基൫とし、地域包括ケア時代に不可欠な
多職種連携教育の中֩を担うものでした。実習
科目では急性期・ຫ性期成人看護学実習の増୯
や࿝年看護学実習の再഑置を実施しました。統
合実習は「統合看護学実習」と名শを改め、看
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護実践能力の統合を໌確な目標としました。
一方で、この改ਖ਼過程でුきூりとなった課
題もあります。Χリキϡラムマップや卒業時到
達目標のධՁ方法の੔備、初年࣍教育のフΥ
ロー体制、教養科目の不足、国際交流やҟ文化
理解の方向性、医学部との融合教育のあり方、
領域間の情報共有、実習方法の改善、ো֐学生
への対応など、検討課題は多ذにわたりまし
た。

4．現行カリキュラムとその特徴：第5次カリ
キュラム改正
第5࣍Χリキϡラム改ਖ਼は、文部科学省によ
る「看護学教育Ϟデル・コア・Χリキϡラム」
策定（2017年）、保健師助産師看護師学校養成
所指定نଇの改ਖ਼（2019年）、そして2021年の
大阪薬科大学との統合をഎܠに実施されまし
た。本学は医学部・看護学部・薬学部の医療系
総合大学となり、多職種連携教育（IP&ɿ
Interprofessional &ducation）を特৭とした教
育の体系化が重要な課題となりました。
改ਖ਼の基本方針は、教育目的・教育目標・3

ポリシーの再構築でした。将来構想ワーキング
グループや'D研修会、学部全体会議等が開࠵
され、2022年4月、新Χリキϡラムの施行に至
りました。教育目的では、「豊かな人間性と国
際的視野を備え、人々の健康課題に取り組み、
変化する社会に対応できる人材の育成」を掲
げ、۩体的には、多職種と協働できる人材、柔
軟な思考力と看護実践力を持つ人材、୳求心を
持って地域・国際社会に貢献する人材の育成を
目指しました。Χリキϡラムポリシーとして、
ᶃ高い倫理観と高度な知識・技術・ଶ度を備え
た看護実践力育成教育、ᶄ多職種連携教育、ᶅ
多様性を尊重した創造力育成教育、ᶆグローバ
ルな視点からの課題୳求力の育成とキャリアܗ
成教育、ᶇ学生が参画する学修成果ධՁの実践
の5つの方針を໌示し、これにより、倫理観、
課題୳求力、専門職としての実践力、多職種連

携力、自ݾ研鑽力を備えた看護職の輩出が目指
しました。
Χリキϡラムは、看護学の主要֓念である

「人間」「環境（社会）」「健康」「看護（実践科
学としての看護）」及び、本学の理念である
「多職種連携教育」をࠎ子として、「基礎科目」
「専門基礎科目」「専門科目」を௿学年から積み
上げる体系で構成しました。基礎科目では、大
学で学Ϳ基൫となる「基൫科目」、科学的思考
を養う「人間と科学」、社会や環境を理解する
「人間と社会」、国際社会におけるコミϡニケー
ション力を育む「人間と言語」を഑置しまし
た。専門基礎科目では、人間のからだやこころ
の仕組みを学Ϳ「人間と健康」、健康を支える
環境や制度を理解する「健康と環境」を設け、
専門科目では、看護実践力の基礎となる「看護
の基൫」、ライフステーδや療養の場に応じた
「療養生活支援看護」「地域家族支援看護」、さ
らに学びを統合する科目܈を഑置しました。加
えて、「看護実践発展科目」「保健師科目」「助
産師科目」を設け、進࿏બ୒の柔軟性を担保し
ました。
この改ਖ਼では、初年࣍教育を強化し、大学で
学Ϳための基礎スキルをૣ期に習得できる体制
を੔えました。また、国際交流科目が体系化・
୯位化し、語学力強化や海外研修への関心を高
めることで、グローバルな視野を持つ看護職者
の育成を目指しました。さらに、医学部・薬学
部との連携を強化し、IP&を本学の特৭として
体系化し、チーム医療にඞ要な協働的思考力と
実践力の育成を目指しています。地域・在宅看
護論の増設や数理・データサイエンス・AI
データリテラシー教育の導入も検討され、情報
化時代に対応する教育が進められています。授
業方法では、双方向型授業やアクティϒラーニ
ングを活用し、学生の主体性を重視した教育を
展開しています。

1 ΧϦΩϡϥϜͱͦ ͷվਖ਼
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5．今後の展望
2040年に向けた看護学教育では、予ଌࠔ೉

な社会変化に柔軟に対応できる看護専門職の育
成が求められています。令和6年看護学Ϟデ
ル・コア・Χリキϡラム改定൛では、コンϐテ
ンシー基൫型教育へのస換が示され、卒業時に
ඞ要な資質・能力を໌確化し、知識・スキル・
ଶ度・Ձ஋観、思考・判断・表現力を統合した
パフΥーマンスධՁが重視されています。
本学部では、これに対応し、現行Χリキϡラ
ムの自ݾ点検ධՁを踏まえて、人間力やセルフ
マωδϝント力を各学年で育成し、倫理観やプ

ロフΣッショナリズムの醸成をਤることが重要
であると考えています。また、ૣ期からの୳求
的な学びをଅし、課題解決を高める教育の展開
がඞ要です。さらに、科目間の連携を強化し、
分野横断的な学びによる体系的理解と応用力の
向上、臨地実習での実践力の確実な育成などが
課題として挙げられています。
これらの課題を踏まえ、2027年度からの新

Χリキϡラム施行に向けて準備を進めていま
す。今後も、グローバルな視点を持ち、時代の
要請に応える看護専門職の養成を進めてまいり
ます。

ଟ৬छ࿈ܞ教育ʹࠐΊΒΕ͍ͨئɺͦ͠ ɻࠓͯ

看護学教育センター長

ਅ
ㆾ

ܧ
ㆤㆍ

࿨
ㆉ㆚

子
㆓

ʕ
本学部の多職種連携教育は、開設当初に掲げ
られた「医看融合教育」に୺を発しています。
本学部の設置にあたり、当時の設置準備室の林
優子先生と田中克子先生は、歴史ある医科大学
に看護学部を設置する意ٛとして「チーム医療
の推進」を掲げられました。そして、その理念
を象௃する言葉として「医看融合教育」が誕生
しました。
「医看融合教育」は、医療人マインドやチー
ム医療の基൫を学び、患者中心の医療を実践し
ていくために、専門職間の連携・協働を育む教
育として位置付けられています。大学病院とい
う臨床の場で、医学部と看護学部の学生が共に
実践を通じて、各々の専門的立場で発言できる
言語能力、多様な情報を੔理・編ूする能力、
患者を中心に問題解決する能力、コミϡニケー

ションを取りながらチームをௐ੔する能力な
ど、医療人としてඞ要な複合的能力を身につけ
ることが期待されています。この取り組みの実
現は、看護学部設置準備室の夢でもあったと྆
先生は述べておられます（大阪医科大学看護研
究雑誌ɼ/o1ɼ2011ɼ83）。
このように、本学部の多職種連携教育は「医
看融合教育」を原点として発展してきました。
本誌では、その15年間の歩みを振り返りなが
ら、2025年度൛「多職種連携教育の今」につ
いてご紹介します。

1．「医看融合教育」の始まり
実際に医学部生と看護学部生が共に学Ϳ「医
看融合教育」の۩体的な検討が始まったのは開
設2年目でした。看護学部教育センター内に

� ଟ৬छ࿈ܞ教育
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「医看融合教育検討ワーキング」が設置され、
医学部教育機構との協議が重ねられました。そ
の結果、まず྆学部1年生を対象とした「医看
融合θミ」の開࠵が決定されました。第1ճ
「医看融合θミ」は2012年 6月 13日に実施さ
れ、医療専門職を目指して学び始めた看護学部
生、医学部生が、「社会に期待される医療人」
をテーマにθミに臨みました。第۝代学長 ஛中
༸ 先生の基ௐ講演では、臨床医としての35年
間の経験を通じて患者・家族から学んだことを
踏まえ、「共感とは何か」が問いかけられまし
た。その後、学生たちは、྆学部ࠞ合グループ
で「社会から自分たちは何を期待されている
か」「どんな医療人になりたいか」「お互いに期
待すること・協働したいこと」についてディス
Χッションを行いました。初めての試みでした
が、学生だけでなく教員にとっても相互交流の
場となりました。同時に、患者中心の医療には
職種間の理解と協働が不可欠であることや、学
部ஈ֊で専門性と役割を学び、市ຽの信頼に応
える生涯学習を始めることの重要性が共有され
ました。また同じ2012年度には、後述する医
看融合ΧンフΝϨンスもスタートしました。
さらに、この年には最高学年での教育につい
ても検討が進み、2013年度に看護学部4年࣍生
（1期生）と医学部6年࣍生を対象とする「医看
融合教育ᶘ」を実施することが決まりました。
「医看融合教育ᶘ」では、それまでの学びを発
展・統合し、「それぞれの立場から対象中心の
全人的・包括的医療を実現するために、専門性
がどのように貢献できるか、また協働のあり方
について意見交換する」ことを目的としまし
た。第1ճは2013年7月3日に開࠵され、学生
たちは「地域包括ケアの現状と課題」に関する
講演をฉいた後、グループに分かれて地域包括
ケアパスの࡞成を行いました。
2014年度には学部開設の完成年度を迎えΧ

リキϡラム改変が可能となること、また医学部
においても新Χリキϡラムの検討がはじまって

いたことから、この機に新ن科目の検討が進め
られました。2014年度からは、1年࣍生対象の
「医看融合θミ」は新入生オリエンテーション
の学外合同合॓に組みࠐまれましたが、さら
に、2015年度には、専門化・ࡉ分化が進む医
療現場でチーム医療を推進するための基礎とな
る精神、思考、言語を学Ϳ新ن科目「医療人マ
インド」2୯位（30時間）が設置されました。
この科目は、その後の実績を踏まえた検討の結
果、2017年度には1୯位15時間となり、後半
部の内容は新設の2年生科目「専門職連携医療
論」1୯位15時間にҠされました。
このように、看護学部設置以来、医学部と看
護学部の学生が共に学び合う「医看融合教育」
は着実に推進されてきました。

2．「医看融合教育」から「多職種連携教育」へ
こうした中、医療安全や地域包括ケアの推進
により、チーム医療を前提とした教育の重要性
は一層高まってきました。安全で質の高い医療
を実現するためには、医師と看護師の連携だけ
ではなく、薬剤師をؚむ多職種による協働が不
可欠であることから、2016年の法人合併によ
り関係が深まっていた大阪薬科大学の学生参加
について検討が始まりました。2017年度には、
最高学年で実施する「医看融合θミ」に大阪薬
科大学6年࣍生20名が参加し、医療安全に関す
る事ྫ検討で活発な意見交換が行われました。
ཌ年には、1年࣍科目「医療人マインド」に薬
学部生50名が加わり、さらに2年࣍科目「専門
職連携医療論」ではチーム医療の重要性につい
て三学部で議論するなど、本学における多職種
連携教育（Interprofessional &ducationʀIP&）
のນ開けとなりました。
一方で、他大学では4年間にわたるஈ֊的か
つ総合的な教育プログラムの構築が始まってお
り、体系的なプログラムのあり方が本学の課題
となりました。こうした状況を;まえ、本学で
は2019年度には専門職連携教育小委員会を設

� ଟ৬छ࿈ܞ教育
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置し、学部間の協働体制を੔えるとともに、大
阪医科大学と大阪薬科大学の大学統合（2021
年）を見据えたΧリキϡラムの検討を本格化さ
せました。なおこの小委員会は2021年度には
多職種連携Χリキϡラム小委員会、さらに
2023年度には多職種連携Χリキϡラム委員会
へと改組されています。協議の結果、2022年
度入学生から「多職種連携論ᶗ・ᶘ・ᶙ・ᶚ」
が各学部に共通の科目として഑置され、看護学
部では1ʙ4年࣍の各学年に多職種連携科目を
置く現在のܗが੔いました。看護学部の多職種
連携論ᶙは、それまでの2年生科目「医療倫理
学」を引き継ぎ、新たに開始される三学部合同
グループディスΧッションを組みࠐむܗでの科
目としました。多職種連携論ᶚは、3年生の旧
科目「チーム医療論」と、それまで統合看護学
実習の一部として行われていた4年生の医看融
合θミ（多職種連携θミ）をあわせた科目とな
りました。

3．2025年 多職種連携科目の現在
本学部の専門職連携教育は、他学部とのディ
スΧッションを通じて多様な視点に৮れ、自身
のプロフΣッショナリズムを育むことを目的
に、学年ごとに1科目を഑置し、ஈ֊的な学び
を提供しています。以下に、各科目の֓要と学
生の様子を紹介します。
1）多職種連携論Ⅰ－医療人マインド（1年次・
1単位15時間）
この科目は、医療専門職としての自職種およ
び他の医療専門職の役割を理解し、医療人とし
ての基本的姿勢・知識・ଶ度をܗ成することを
目的としています。授業では、病院や地域で活
躍する医療従事者から活動の実際ややりがいに
ついて講演を受け、現場のリアルな声に৮れま
す。医学部と各学部をオンラインで結び、看護
学部、薬学部がリアルタイムで中継しながら実
施することで、学部間の交流をଅ進していま
す。学生のアンケートでは、「各職種の活動内

容が理解できた」「職業に優ྼをつけていた自
分に気づいた」「学習意欲が༙き、新たな目標
ができた」「講師の体験談から将来૾をイϝー
δできた」などの感想が寄せられています。こ
うした学びは、学生の職業観を広げ、専門職と
しての自覚と学習意欲の向上に寄与していま
す。
2）多職種連携論Ⅱ－医療と専門職（2年次・1
単位15時間）
この科目は、多職種連携の基本を学Ϳことを
目的としています。チーム医療の基本֓念を理
解し、連携を推進していくためにඞ要な多職種
間の相互理解と信頼関係の構築を重視していま
す。授業では、医療の対象となる人々の病の体
験を踏まえ、医療者としての役割について三学
部合同チームによるディスΧッションを行って
います。
患者中心の医療とは何かを問いながら、患者
や家族だけでなく、職種間での対࿩の重要性に
気づき、互いに補完し合うことのඞ要性を学ん
でいます。こうした学びを通じて、学生は「患
者の視点を意識することの大切さを実感した」
「他職種との協働が医療の質を高めることを理
解できた」といった気づきを得ており、将来の
専門職としての協働力を養う基൫となっていま
す。
3）多職種連携論Ⅲ－医療倫理（3年次・1単位
15時間）
この科目は、医療現場でىこり得るさまざま
な問題を倫理的側面から考え、多職種連携の視
点を学Ϳことを目的としています。講ٛ前半で
は、保健医療における倫理的課題とその解決に
向けた基本的な考え方を学び、後半では倫理的
課題をؚむ事ྫをもとに三学部合同チームでグ
ループワークと発表を行っています。
同じ事ྫであっても、職種によって対象やそ
の状況のଊえ方、関わり方がҟなることを実感
し、患者・家族にとってよりよい医療を提供す
るためにチームで࿩し合うඞ要性を学んでいま



42

す。また、看護職としてのアイデンティティを
考える機会となり、チームの一員としての自ݾ
の役割と੹任を再認識することで、専門職とし
ての倫理観と協働力を深めています。
4）多職種連携論Ⅳ－医療安全（4年次・1単位
15時間）
この科目は、チーム医療を推進するために主
要なスキルを学び、各専門職の協働のあり方や
効果的なチームܗ成について理解を深めること
を目的としています。授業では、チーム医療に
関連する事ྫ動画を用いて連携・協働について
ディスΧッションを行い、さらに医療安全に関
する事ྫ分ੳを通じて、チームとしての意思決
定やௐ੔の重要性を学んでいます。
学生のアンケートでは、「専門職としての考

え方を໌確にできた」「協働する各職種の役割
と੹任を理解できた」「立場を尊重する重要性
を実感した」「多様な意見を共有しௐ੔する力
が身についた」などの声が寄せられています。
こうした学びは、患者や家族にとって最善の医
療を提供するために、ҟなる視点をௐ੔し合う
基礎的能力の育成につながっています。
以上のように、本学部では学年進行に応じて

医学部・薬学部とのディスΧッションを重ね、
患者中心の医療を実現するためのチーム力の基
礎を学んでいます。その過程で、看護職として
のアイデンティティをܗ成し、専門職間の協働
の重要性を深く実感しています。

4．願いを受け継ぎ、未来につなぐ多職種連携教育
本学部の多職種連携教育は、開設当初に掲げ
られた「医看融合教育」の理念を原点とし、15
年間の歩みを経て発展してきました。現在は、
医学部・薬学部との協働を通じて、患者中心の
医療を実現するためのチーム力をஈ֊的に育成
する体系的なΧリキϡラムを੔えつつありま
す。学生は、役割から始まり、連携・倫理・安
全へと学びを深める中で、看護職としてのアイ
デンティティをܗ成し、専門職間の協働の重要
性を実感しています。
今後も、医療の高度化や地域包括ケアの進展
に対応しながら、患者・家族のՁ஋観を尊重
し、質の高いケアを提供できる人材育成を目指
して、連携教育を着実に充実させていきます。

஍Ҭҩྍ࣮शͷาみܞͰͷଟ৬छ࿈ݝ஌ߴ
ʵͱ΋ʹࢧ Δ͑ҩྍͷ͔ͨͪ ʵ
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� ଟ৬छ࿈ܞ教育ʗߴ஌࣮श

本学の多職種連携地域医療実習（高知実習）
は、2016年度に開始し、医学部・看護学部・
薬学部の3学部が協働して地域包括ケアの実際
を学Ϳ取り組みです。初年度には、まず「高知

を知る」ことから始め、ݶられた社会資源のな
かで人々の฻らしがどのように支えられている
かに目を向けました。人々のつながり、環境と
のつながりに৮れ、地域で生きるとはなにかを
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学生自身が問い௚したことは、その後の学びの
土台となりました。2017年度には実習時間を
拡充し、他学部とࠞ成グループを編成して一人
の療養者を受け持ち、支援計画を立Ҋするとい
う試みを始めました。୹時間でも各職種の視点
を持ち寄り、患者と家族の意思を尊重しながら
最善の方針を୳るプロセスを体験しました。こ
こで得た「他職種の視点からの新たな発見」と
「自職種の専門性の活かし方」は、互いの役割
を尊重しつつ、意見のҧいやᷤ౻をௐ੔する力
を育んでいます。
2018年度は、平成30年7月߽Ӎ（西日本߽

Ӎ）という有事をഎܠに、地域包括支援セン
ターでの学びを通して平時・有事の支援の切り
ସえや柔軟な運営を考える機会となりました。
家ఉ訪問では、療養者と家族が主体であること
を実感し、支援においても地域特性を踏まえた
発想のస換が求められることを共有しました。
2019年度には退院後訪問や連携ΧンフΝϨン
スを通じ、療養者と家族、さらには各職種の強
みを活かす支援と病院ʵ地域のつながりの重要
性を再確認しました。
2020年度の新型コロナウイルス感染症の急

଎拡大による実習中断後、2023年度に実習を
再開。ॅຽの皆さまへのಥܸインタϏϡーや本
山ொ地域包括支援センター、ྮ๺中ԝ病院をは
じめ各਍療所などでの学びを通じ、地域のັ力
とωットワークの力を再確認しています。
この実習の֩心は、社会資源がݶられるなか
でも自助の力と多職種連携によりωットワーク
を強化し、点（病院・家ఉ）を線へ、線を面へ
と広げる経験にあります。ࠞ成グループでの事
ྫ検討は、他職種の視点を通じて見えない課題
を可視化し、互いの役割の尊重、ᷤ౻を৐りى
えた合意ܗ成、ௐ੔という連携の要を学Ϳ場と
なっています。୹い期間での実習ではあります
が、学生は地域の実情に根ࠩした実践知を஝
え、将来の医療を担う専門職として「最善をと
もに考える力」を着実に養っています。支えて
下さっております高知ݝி、ྮ๺中ԝ病院、本
山ொ地域包括支援
センター、そして
地域の皆さまに深
く感謝申し上げま
す。
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ଟ৬छ࿈ܞΧϯϑΝϨϯεͷาみͱະདྷ

看護学教育センター長
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本学部における多職種連携ΧンフΝϨンス
は、医学部教育機構と看護学部教育センターの
協議を経て、2012年度に開始した「医看融合
教育」を基൫としています。「医看融合教育」
は、医学部との協力関係なしには実現できない
との考えのもと、୯なるチーム医療を表現する
ものではなく、大阪医科大学の新しい教育理念

として検討され۩体的に教育Χリキϡラムに反
映されるものとされました。その中で、看護学
部3年࣍生と医学部5年࣍生による臨床実習で
のΧンフΝϨンスを通して、専門性のҧいやア
プローチのҧいについて発表しあい、チーム医
療推進のための医看融合教育の重要性を認識す
る機会として継続して実施してきました。
当初は医学部と看護学部の協働を目的に、3

年࣍生を対象とした「臨床実習での合同Χン
フΝϨンス」を฼性看護学・精神看護学領域で
実施しました。合同ΧンフΝϨンスは、各学部
から事ྫ紹介や࣏療・看護計画などの発表、質
ٙ応౴・ディスΧッション、臨床指導者や教員
によるコϝント等で構成しました。ΧンフΝϨ
ンスを通して、同一事ྫを医学・看護学の視点
から検討し、患者が๊える課題を共有すること
で、看護の役割や専門性のҧいを理解する機会
となりました。学生からは、「視点のҧいに気
づいた」「協働の重要性を実感した」とのߠ定

的な意見が多く寄せられ、継続のඞ要性が確認
されました。
その後、合同ΧンフΝϨンスの対象は฼性看
護学・精神看護学に加え、2019年度以降はຫ性
期成人看護学領域、急性期成人看護学領域へと
拡大しました。さらに、2021年の大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合により、薬学部をؚめた
3学部での「多職種連携ʕ臨床ΧンフΝϨンス」
へと新たなステーδへと進化しました。看護学
部生の9割以上が複数領域で経験を積むことが
可能となり、学生からは「チーム医療のあり方
を考える機会となった」との意見が多く寄せら
れています。本ΧンフΝϨンスは、医学部・薬
学部・看護学部の学生が、将来の医師・薬剤
師・看護師として実践を通じて意見交換を行
い、患者理解の視点を改めて深めるとともに、
学部間の視点のҧいや多職種連携のあり方につ
いて考える機会となっています。さらに、指導
者である医師・薬剤師・看護師からのコϝント
によって、学生の学びが一層深まっています。
一方で、2020年度の新型コロナウイルス感

染症流行による中止や਍療科体制の制໿などの
課題もありましたが、他学部との連携は継続さ
れ、臨床ΧンフΝϨンスの推進がਤられていま
す。これにより、実践的な学びを重視した教育
が展開されています。
今後は、地域包括ケアを視野に入れた多職種
連携教育の強化が求められます。また、学生が
主体的に課題を設定し、解決策を提Ҋする取り
組みを進め、患者中心の医療を担う専門職とし
ての資質を高めてまいります。

� ଟ৬छ࿈ܞ教育ʗଟ৬छ࿈ྟܞচΧϯϑΝϨϯε � ಛ৭あΔ࣮शʗ࣮ޢ؃ફൃల࣮श
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本学看護学部は2010年の開設以来、看護実
践を重視した教育を展開してまいりました。そ
の基൫には、前身である大阪医科大学の理念と
して「国際的視野に立った教育・研究・良質な
医療の実践を通して、人間性豊かで創造性に富
み、人類の福祉と文化の発展に貢献する医療人
を育成する」があります。看護学部ではこれを
受け、「生命の尊厳と人ݖの尊重を基本に、
人々の健康問題の創造的解決に向けて、柔軟な
思考力と෯広い知識をもち、保健・医療・෱ࢱ
を統合した看護実践能力を有する人材の育成」
を目的として教育を進めてきました。
社会の変化に応じてΧリキϡラム改ਖ਼を重
ね、2012年度入学生から「看護実践発展科目」
を新設し、その一環として位置づけられたのが
「看護実践発展実習」です。2015年より、4年
生のબ୒科目として本学大学病院で実施してき
ました。本学は大学病院を併設しているからこ
そ、看護基礎教育においても高度な看護学実習
を実現できており、臨床と教育が密接に結びつ
いた特৭ある取り組みを展開しています。
本実習の目標は、3年࣍までに積み上げた学

͓ʹ෦ֶޢ؃ Δ͚࣮ޢ؃ફൃల࣮शͷาみͱ੒Ռ
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習を基൫に臨床看護をさらに深め、重症度やケ
ア度の高い患者とその家族を多֯的にଊえ、科
学的根拠に基づいた看護実践力を強化すること
です。۩体的には、ᶃ病ଶや検ࠪデータ・症状
を統合し生活の視点を踏まえたアセスϝント力
の強化、ᶄ患者の状ଶに応じた看護技術の提供
による安全・安ָの確保、ᶅ退院後の生活を見
据えた支援、ᶆ多職種と連携しチームの一員と
して役割を果たす力の育成、の4点をபとして
います。
学生の声からも、この実習の意ٛが఻わりま
す。ある学生は「ٵ引やңᚈ؅理、薬剤؅理な
ど、これまで経験できなかったケアを日々実施
できた。臨床の場ではଈ時の判断や患者への഑
ྀが求められ、ۓு感の中で大きく成長でき
た」と振り返ります。別の学生は「৵ऻ度の高
い技術に不安があったが、指導者の助言を受け
り返し௅ઓすることで技術を高められた。患܁
者のഎܠを理解し寄り添うことで信頼関係を築
き、個別性のある看護を実践できた」と語って
います。これらの経験は、技術習得にとどまら
ず、看護観の深化や੹任感の醸成につながって

࣋ଓ఺ణΛड͚͍ͯΔױ者のҠಈʹ෇͖ఴ͍ͬͯΔ༷子
ප౩のスλοϑの一員ͱͯ͠看護ࢣͱױʹڞ者΁のέΞΛ
行͍·͢ɻ

؅ӫཆの४උܦ
ӫཆࡎのಛ௃΍༻͍Δࡐثのಛ௃Λ学ͼͳ͕Β؅ܦӫཆの
४උΛ行͍·͢ɻ

� ಛ৭あΔ࣮शʗ࣮ޢ؃ફൃల࣮श
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います。
看護実践発展実習は、学生が「自分が担当看
護師だったらどうするか」を主体的に考え、行
動する姿勢を育む場となります。また、ケアを
重ねることで患者とのڑ཭がॖまり、সإや感
謝の言葉をいただくことも多く、看護師として
のやりがいを実感する機会にもなっています。
こうした学びは、卒業後に௚面する多様な臨床
場面においても、患者一人ひとりに寄り添う看
護を௥求する姿勢の土台となるでしょう。
さらに本学大学院看護学研究科には、専門看
護師やナースプラクティショナーといった高度
実践看護師を養成するコースが設けられていま
す。学部で培った基礎的・応用的な看護実践力
をさらに発展させ、臨床現場でリーμーシップ
を発揮できる人材の育成を目指しています。学
部と大学院の教育が連続性をもって構築されて

いることは、本学の大きな特৭であり、看護教
育の体系的な発展を支えています。
今後、看護を取り巻く社会的ニーズはますま
す多様化・複雑化し、医療の高度化やAI技術
の進展、在宅医療の充実などに൐い、臨床での
看護実践力はこれまで以上に求められるでしょ
う。患者や家族の生活や฻らしを支える看護
は、୯なる技術の提供にとどまらず、科学的根
拠に基づきつつ人間の尊厳を尊重する姿勢が不
可欠です。
本学看護学部は、大学病院を併設する強みを

最大ݶに活かし、実践重視の特৭ある教育活動
を通じて、臨床現場に௚結した学びを提供し続
けます。これからも時代の変化に応じて教育を
進化させ、学生一人ひとりが「看護専門職とし
て社会に貢献する」という使命を果たせるよう
取り組んでまいります。

ຫੑ཭ౡ࣮शɿԭӬྑ෦ౡಙऱձපӃͰͷֶͼ

ຫ性期成人看護学分野
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1．離島との歩み：開学以来続く学びの場
本学では開学以来、4年生の統合実習として

ԭӬ良部島ಙऱ会病院での཭島実習を継続して
きました。ԭೄ本島の໿60Lm๺に位置するԭ
Ӭ良部島は、豊かな自વと助け合い・支え合い
の文化が今もଉづく地域です。౎市部とはҟな
る医療資源のݶ界と、それを補うための地域の
つながりの強さが共存するこの島での学びは、
学生に深い看護観をもたらしてきました。本実
習開始以来、病院の皆様の厚いご支援により、
多くの学生が看護の原点に৮れる貴重な経験を

積んでいます。

� ಛ৭あΔ࣮शʗ૯߹ֶ࣮ޢ؃शʢ཭ౡ࣮शʣ
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2．島の文化と医療が教えるʠ生活者としての
患者ʡ
཭島における医療は、病院、介護施設、訪問
看護などが密接に結びつき、島ຽの生活を支え
る仕組みとして機能しています。島では家族を
大切にする文化が深く根づき、病気や࿝い、ࢮ
と向き合う場面でも家族が献身的に寄り添う姿
が見られます。「少しでも長く生きてほしい」
「ۤしむ姿を見ていられない」という家族の思
いがԆ命࣏療のબ୒にܨがる場面も௝しくあり
ません。学生はこうした文化的എܠを理解した
うえで、患者や家族のՁ஋観を尊重した看護の
あり方を考えるඞ要があります。この地域性に
৮れることは、ຫ性期看護においてʠ生活者と
しての患者ʡを理解するうえで極めて重要な学
びとなっています。

3．島特有のʠ顔の見える連携ʡから学ぶ看護
師の役割
཭島では多職種の連携がඇ常に密接であり、
学生はʠإの見える連携ʡを実体験します。医
師や訪問看護師、介護職、行੓担当者などが日
常的にコミϡニケーションを取り合い、患者の
生活を支えるためにਝ଎なௐ੔を行っていま
す。学生は患者に最も近い存在として、情報を
つなぎ、多職種と協力する看護師の役割をഽで
感じることができます。特に退院支援ΧンフΝ
Ϩンスでは、学生が患者の思いを代หし、生活
を見据えた意見を述べる姿も見られ、看護専門
職としての成長をଅす機会となっています。

4．急変搬送から学ぶ地域医療の現実
཭島という地理的৚݅から、患者が急変した
際にはਝ଎な広域ൖ送体制が欠かせません。ԭ
Ӭ良部島では、状ଶに応じてドクターϔリが要
請され、患者の状ଶやఱީなどで利用が೉しい
場合には、自Ӵୂによるൖ送がґ頼されること
もあります。島ຽの命を守るために、医療機
関、ফ防、自Ӵୂなど多様な機関が連携して対

応する仕組み
は、まさに཭
島医療の特௃
です。学生に
とって、こう
したൖ送体制
を知ること
は、地域の特性を踏まえた医療提供とは何かに
ついて理解する大きな学びとなっています。医
療資源がݶられる環境であっても、地域全体で
命を支える体制が築かれていることを体感する
ことで、看護専門職としての視野が大きく広が
ります。

5．訪問看護での気づき：継続看護とグリーフ
ケア
訪問看護での学びは学生にとって大きな意ຯ
を持ちます。利用者の生活の場に入り、家族の
支えや地域ॅຽとのつながりを目の当たりにす
ることで、「看護は病院でऴわりではない」と
いうことを実感します。利用者が๢くなった際
には、家族だけでなく、長く関わってきた看護
師も強い૕失を感じることがあります。学生は
その姿に৮れ、グリーフケアをؚむ継続看護の
重要性を学びます。患者の人生だけでなく、家
族の൵しみに寄り添う姿は、看護の本質を深く
問いかける経験となっています。

6．学生の声が示す実習の意義
実習をऴえた学生からは、「ຫ性期では行動
変容をଅすだけでなく、患者のՁ஋観を尊重す
ることが大切だと気づいた」「意思疎通が೉し
い患者さんにもఘめず関わり続けることで、わ
ずかな変化の意ຯを理解できた」「多職種と協
働することで、よりよい看護が実現することを
実感した」などの声が寄せられています。これ
らは、཭島実習が学生の成長に大きく寄与して
いることを示すものです。

ౡ֎΁ٸมൖૹ
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7．15年間の感謝とこれからの展望
長きにわたり本学の学生を温かく受け入れて
くださったԭӬ良部島ಙऱ会病院の皆様、地域
ॅຽの皆様に心より感謝申し上げます。島の文
化と地域医療の実際に৮れながら、ຫ性期看護
の本質を深く学べるこの実習は、本学の教育に
とってかけがえのない教育になっています。こ
れからも、地域とともに歩む看護教育の場とし
て、さらに充実した実習へと発展させてまいり
ます。

๚໰看護ʹࢀՃ

஍Ҭಛ ͱੑอ݈ࢣͷઐ໳ੑΛֶͼͷج൫ͱ͢ Δެ ऺӴੜֶ࣮ޢ؃श

ެऺӴ生看護学分野

૲
ㆎ㆕

野
ㆮ

ܙ
ㆆ

美
ㆿ

子
㆓

ɺ山
㇄ㆾ

೮
ㆮ

;
ㆵ

み
ㆿ

ܙ
ㆆ

ɺ中
ㆪㆉ

ݪ
ㆯ㇉

༸
㇈ㆄ

子
㆓

ʕ
ެऺӴ生看護学実習は、保健師を目指す学生
が実際の現場で学びを深めるための重要な機会
です。保健師は、看護職の一つであり、国家資
格を有する専門職です。地域に฻らす人々の健
康Ϩベルの向上を目指し、多職種や地域ॅຽと
連携しながら、ॅຽが主体的に健康づくりに取
り組めるよう支援しています。
本学ではまず、実習に向けての学内演習を経
て、産業保健活動や健康ة機؅理の1つである
感染症対策を行う施設での1ि間の実習（ެऺ
Ӵ生看護学実習ᶗ）を行った後、保健センター
や保健所といった行੓での保健師活動を໿1か
月実践的に学びます（ެऺӴ生看護学実習ᶘ）。
いずれも4年生の実習となり、病棟等での看護
学実習をほぼすべて学んだ後となります。

行੓の保健師活動を学Ϳ「ެऺӴ生看護学実
習ᶘ」では、実習に先立ち、対象地域の特性を
೺Ѳする「地域਍断」を行います。
病院で働く看護師が看護過程の中で「看護਍
断」を行うのと同様に、保健師を目指す学生も
地域を対象に਍断を行います。ただし、対象が
「個人」ではなく「地域」となるため、ѻう
データの種ྨや分ੳの視点がҟなり、ந象度も
高くなります。
4年生になると「対個人」の看護には׳れて
きていますが、「対ूஂ・対地域」となると、
最初はށ࿭うことも少なくありません。それで
も、学生たちは試行ࡨ誤を重ねながら地域のさ
まざまな情報に৮れ、ঃ々に地域全体を見౉す
視点や分ੳ力を身につけていきます。地域਍断

� ಛ৭あΔ࣮शʗެऺӴੜֶ࣮ޢ؃श
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では、課題を見つけるだけでなく、その地域が
持つ強みやັ力にも目を向けられるよう、教員
として意識的にサポートしています。
このように、地域全体を対象とし、共通性の
高い健康課題に取り組む活動は、保健師の大き
な特௃の一つです。しかし、その基൫には「個
別支援」があります。ॅຽ一人ひとりのࠔりご
とに対して、健康面から予防的に支援を行う保
健師は、個別支援においても多様な技術をۦ使
しています。実習では、家ఉ訪問や健康教育の
実施、健康਍ࠪ・健康相談などを通して、健康
づくりのアプローチ方法を実践的に学んでいき
ます。

さらに、保健師は「個」と「個」をつなぎ、
線から面へと広げていく存在でもあります。一
人では解決が೉しい健康課題に対して、地域ॅ
ຽが協働して取り組む「地域組৫活動」と連携
しながら、ϔルスプロϞーションを実践してい
きます。また、不足する社会資源の創造や、健
康੓策への関与といった活動も保健師ならでは
の୉ޣຯです。こうした実践は保健師活動のと
てもʠ面നいʡ点であり、保健師の特௃的な専
門性だと思います。実習の最後には各学生が実
習を通して考える「保健師の専門性」を言語化
し、ともすれば見えにくい保健師の特௃を可視
化できるよう働きかけています。
最後に、本学でのެऺӴ生看護学教育での大
きな特৭である、自࣏体のご協力による教育環
境の充実について;れたいと思います。大学と
協定関係にある地元・高槻市の保健師の皆様に
は、実習に至るまでに、2年生という初期ஈ֊
から講ٛに来ていただき、できるだけૣ期から
生の保健師活動に৮れる機会を௖いておりま
す。さらに、連携関係にあるฌݝݿにおける3
市ொの多大な協力をいただき、大学周ลとは大
きくҟなる地域特性・地域の強みを活かした素
晴らしい保健師活動を学Ϳ機会を௖いておりま
す。大変ご多๩の中、充実した実習環境、ख厚
いご指導をいただき、改めて感謝申し上げま
す。
これからも、地域での人々の生活に思いを஘
せ、一人ひとりに寄り添いながら、個別支援の
視点、地域全体を見通す視点のいずれもۦ使
し、地域社会全体の健康づくりに貢献でき、保
健師活動のやりがいを感じることができるよう
な保健師を育てていきたいと思います。

教ҭの༷子߁݈
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大阪医科薬科大学看護学部は、2010年の創
設以来、世界と看護でつながることを目指して
国際的な視野を備えた看護職者の育成に努めて
きました。本学が国際交流活動を本格的に開始
してから15年が経過し、その間には国際情勢
の変動、世界的パンデミックの発生、オンライ
ン教育の急଎なී及など、教育を取り巻く環境
が大きく変化しました。こうした状況下でも、
本学は多様な国・地域の大学と連携を深め、学
生・教員双方に国際的な学びと成長の機会を提
供し続けてきました。本稿では、2010年から
現在までの国際交流活動の歩みを振り返りなが
ら、その発展のي੻、学生主体の学習の広が
り、教員の研究交流、そして現在進行ܗで発展
している国際的な取り組みについて紹介しま
す。

1．国際交流の基盤整備（2010年～）
2010年に看護学部が創設された当初は、国

際交流の基൫づくりが中心となりました。国際
的視野を持つ看護職者を育成することを目標と
し、その実現に向けて教員は海外の看護教育機
関との連携、ωットワーク構築、学内の国際理
解教育の充実に取り組みました。国際交流推進
委員会が組৫され、学内シンポδウムや国際講
演会の準備など、基൫੔備が着実に進められま
した。初めは、学生や教職員が海外の教育制
度、医療制度に৮れる機会はݶ定的でしたが、
国際交流への関心はঃ々に高まりつつありまし
た。学部全体に「国際的な視点は看護の専門性
を高める上でも不可欠である」という意識が醸
成されていき、これが本格的な国際活動の基൫
となりました。

2．アジアとの交流開始：台北医学大学
（2012年～）
大阪医科大学は、2012年3月に台๺医学大学

（Taipei .edical 6niversityʀT.6）との国際
交流協定をక結しました。まず医学部間の交流
が開始されましたが、同年10月にT.6から交
流訪問ஂが来学された際、看護学部とも意見交
換を行い、྆大学看護学部間の交流を推進する
方針を確認しました。同年12月、T.6から本
学看護学部に対して2013年Նに学生を೿ݣし
たいとの申し入れがあり、۩体的な検討を開始
しました。2013年2月には、看護学部国際交流
推進委員会の委員ら5名がT.6を訪問し、大
学・関連施設を見学するとともに۩体的な交流
内容を協議しました。これをもとに、看護学部
では中山国際医学医療交流センターとも連携し
ながら準備を進め、2013年7月、初めての海外
学生受け入れを行いました。参加者はT.6看
護学部の学生9名で、大学病院や各領域の協力
を得て2ि間のプログラムを無事ऴ了しまし
た。さらに2014年3月には、本学看護学部から
T.6へ初の学生೿ݣ（学生6名・2ि間）を行
いました。2014年3月25日、T.6看護学部長
である林Ղᯩ（CIia-CIin -in）教授らの代表
ஂが本学を訪問され、7月の学生受け入れのお
礼を述べられるとともに、今後の交流継続につ
いて協議を行いました。
（1）台北医学大学（TMU）との緊密な交流
T.6からの研修生受け入れは2014年度以降

もຖ年継続して実施されました。COVID-19パ
ンデミック下の2020年度から2022年度にはや
むを得ず中止となりましたが、2023年度から
受け入れを再開して現在に至っています。研修

� ྲྀަࡍࠃ
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生の数は各年3ʙ10名で、本学にとっても重要
な国際交流プログラムとなっています。研修内
容は、࿝年看護、地域包括支援、医療・෱ࢱ施
設見学、学部授業への参加、大学病院での講
ٛ・見学など多ذにわたります。研修生は日本
のケアシステムの実際を学Ϳことができ、本学
の学生との交流を通して互いの文化やՁ஋観を
理解し合いました。個々の研修生が最ऴ日に実
施した成果発表は、学部内でも高いධՁを得て
おり、研修を通じて得た気づきや看護観の変化
をஸೡに言語化してくれました。
（2）本学からのTMUへの派遣
本学からT.6への೿ݣも2014年度以降引き

続いて行われ、2018年度までに計19名の学生
がT.6を訪問しました。୹期間ではありなが
ら、海外の大学で学Ϳ経験は学生にとってඇ常
にܹࢗ的であり、特に台࿷の看護学生の学びの
姿勢や、地域看護の࿮組みに対する理解を深め
る機会となりました。

3．北米との連携深化：ミネソタ州立大学マン
ケート校との交流（2018年～）
2017年、本学教員と元ϝイϤークリニック

の国際交流担当看護師を介してミωソタभ立大
学マンケート校（.innesota 4tate 6niversity,
.anLatoʀ.46.）の )ans-Peter de 3uiter
教授を紹介いただきました。その後、2018年
11月にはde 3uiter教授が来学し、学生交流や
研究交流について本学教員らと協議するととも
に、2ճの講演を実施されました。特に学生向
け講演では、アϝリΧの看護教育や保ݥ制度が
紹介され、看護学生同士の国際交流の重要性が
強ௐされました。これは本学部生にとって国際
交流への関心や意欲を高める貴重な機会となり
ました。その後も྆大学間で国際交流協定の準
備が着実に進められ、2019年5月にਖ਼ࣜに協定
がక結されました。
2019年9月、初めての೿ݣとして3名の学生

と本学教員2名が.46.を訪問し、2ि間のプ

ログラムを受講しました。そこでは世界的に有
名なϝイϤークリニック（ロチΣスター）や、
地域での社会的ऑ者支援の取り組みなどを見学
する機会を得ました。学生は医療システムのҧ
いを知り、看護専門職として求められる力につ
いて深く考えるܖ機となりました。.46.と
の交流は、後にオンライン化される国際交流の
基൫ともなり、国境を超えた学びを継続するた
めの重要なωットワークがܗ成されました。さ
らに海外での学びは継続し、2023年には2名、
2024年には1名、そして2025年にも1名の学生
を.46.へ೿ݣしました。これらの೿ݣでは、
.46.の講ٛ参加、現地学生との交流、医療
施設の見学、看護教育Χリキϡラムのൺֱな
ど、多֯的なプログラムが実施され、学生は国
際的視野を広げつつ、自ݾの看護観を深める貴
重な経験を得ています。
.46.からの೿ݣ受入は、2024年に初めて
実現しました。6-7月に.46.の学生4名を受
け入れ、T.6からの学生3名と合同での2ि
間のプログラムを実施しました。続いて2025
年には1名の学生を受け入れています。

4．オンラインによる国際交流（CRISIIS）の
展開（2020年～）
2020年、新型コロナウイルス感染症の世界

的流行により、対面での交流は全面的にఀ止す
ることを余ّなくされました。しかし本学はこ
のࠔ೉な状況を新たな௅ઓの機会としてଊえ、

ϛωソλभཱ大学๚໰
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オンライン国際交流を積極的に推進しました。
.46.が主࠵するオンライン国際学習プログ
ラム8eC International .oduleのC3I4II4に本
学は2020年以降継続的に参加してきました。
パンデミックをܖ機に始まったこのオンライン
学習は、対面౉ߤが೉しい状況にあっても、海
外の教員・学生と深く学び合える新しい国際交
流のܗを提示してくれました。グループでの
ディスΧッションは「家族のة機・స機
（crisis）」をテーマとするものですが、そこに
は、家族の心身のさまざまな病気、出産、ࢮ
別・൵୰など、人々のさまざまな経験がؚまれ
ます。ここでは看護専門職として求められる視
点を、ҟなる文化やഎܠを持つ海外学生と議論
しながら深めることができるため、参加学生の
学びはඇ常に密度の高いものとなりました。学
生たちはӳ語でのディスΧッションに不安を๊
えながらも、ঃ々に自分の言葉で意見を述べる
ようになり、ճを重ねるごとに「共感」「文化
理解」「倫理的感受性」といった看護の基൫と
なる力を育んでいきました。これらのプログラ
ムは、୯なる語学学習やҟ文化理解にとどまら
ず、看護の本質に関わる深い学びを提供するも
のです。オンラインであっても、学生同士が強
い結びつきを感じながら学び合える新しい国際
交流のܗとして、本学の国際教育に大きな意ٛ
をもたらしました。

5．学部生による国際活動（NEXUS）の飛躍
（2022年～）
/&964プロδΣクトでは、外国人ॅຽへの
インタϏϡーௐࠪや医療アクセスの課題分ੳを

通じ、「地域の中に存在する国際性」を可視化
し、多文化社会における看護の役割を学Ϳ実践
が進められています。学生たちは、言語や文
化、फ教、医療制度のҧいが医療アクセスにど
のような影響を与えるのかを、現場で外国人ॅ
ຽの声を௚接ฉき取りながら理解を深めまし
た。この活動は、୯なる地域Ϙランティアでは
なく、国際看護教育としての高い意ٛをもつ取
り組みです。海外に౉ߤしなくても、地域の中
に国際課題が存在し、日本の医療の中にも多文
化看護がඞ要であることを、学生自身が実感を
もって学んだ点に大きなՁ஋があります。さら
に、/&964で行われたௐࠪの成果は、学生主
体の研究としてまとめられ、論文化されまし
た。学生が主体となって行ったௐࠪ結果が、学
術論文としてެץされたことは、本学の国際看
護教育の深まりを象௃する成果といえます。こ
の論文は、外国人患者に対応する医療体制にয
点を当てた点が高くධՁされ、学生たちにとっ
てもख応えを感じる経験となりました。
/&964 の活動は、地域の課題を国際的な視࠲
でଊえ、看護の可能性を広げる学習として今後
も発展が期待されています。

6．欧州連携の幕開け：ベルギーのトマス・モ
ア応用科学大学との交流（2024年～）
2024年、本学はベルΪーのトマス・Ϟア応

用 科 学 大 学（TIomas .ore 6niversity of
Applied 4ciencesʀトマス・Ϟア）と、本学と

$3*4**4

/&964
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して初となるԤभの大学とのਖ਼ࣜな大学間協定
をక結しました。この協定は、これまでアδア
と๺ถを中心として展開してきた国際交流が、
Ԥभへと本格的に拡大する大きなస換点となり
ました。協定には、学生の相互೿ݣ・受け入
れ、教員間の授業連携、共同研究など、多層的
な交流を可能にする内容が੝りࠐまれていま
す。特に、Ԥभ連合（&6）が運営する国際教
育支援制度&rasmus�（エラスムスプラス）の
活用がঝ認されたことで、学生の経ࡁ的ෛ担を
ܰ減しながら国際交流を継続的に推進できる体
制が੔いました。
トマス・Ϟアとの協定క結後、本学は日本私
立看護系大学協会（+A/P6）の先ۦ的国際交
流活動に対する視࡯ௐࠪ助成事業に࠾୒されま
した。これにより、2025年3月に本学教員2名
がベルΪーを訪問し、トマス・Ϟアで教育内容
や国際連携の運営体制について௚接議論する機
会を得ました。また、この視࡯ではベルΪーだ
けでなく、オーストリアの4al[CurH 6niversi�
ty of Applied 4ciencesおよび4tõPÖlten 6niver�
sity of Applied 4ciencesも訪問し、Ԥभにおけ
る看護教育の特௃、国際交流の仕組み、学生交
換プログラムの可能性について෯広く意見交換
を行いました。これにより、本学がԤभで連携
可能なωットワークはさらに拡大しました。
協定క結から໿1年後となる2025年Նには、
トマス・Ϟアから初めてԤभの看護学生2名を
本学に受け入れることが実現しました。本学が

Ԥभから看護学生を受け入れるのはこれが初め
てであり、学生たちは本学の看護教育や地域医
療、日本文化に৮れながら、充実した研修を経
験しました。この受け入れは、Ԥभとの教育交
流がいよいよ実質的に始動し、本学の国際交流
が新たなஈ֊へ進んだことを象௃する出来事と
なりました。
トマス・Ϟアとの交流を基൫に、視࡯で関係
を築いたオーストリアの2大学との連携可能性
も広がっており、今後は学生交流、共同授業、
研究協力など、Ԥभ全体を視野に入れた国際交
流のさらなる発展が期待されています。本学は
「世界と看護でつながる」という目標に向けて、
Ԥभとの実質的なωットワーク構築を着実に進
めています。

7．International Dayの開催（2024年～）
2024年には、本学で初となる国際交流イベ

ント「International Day」が開࠵されました。
本イベントでは、ถ国・台࿷・ベルΪーなど多
様な文化എܠをもつ参加者と本学学生が交流
し、文化紹介、ӳ語での学生発表、ワーク
ショップなど多彩な活動が展開されました。特
筆すべきは、/&964の学生が中心となりا画
立Ҋから当日の運営まで中心的な役割を担い、
学生主体で国際交流の場を創り上げた点です。
教員はその௅ઓを支える立場で関わり、まさに
「学生と教員が共に創る国際交流」という本学
の新たな国際交流Ϟデルが示されました。さら
に、学生がا画したॻ道・஡道・けんۄといっ

ϕルΪー τϚスɾϞΞԠ༻科学大学
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た日本文化体験ϒースでは、海外の参加者と本
学学生が気ܰに交流し、文化のҧいをָしみな
がら理解を深めました。৯文化の交流として、
中ఉでお好みমきを海外の学生と一緒にমいて
ຯわう取り組みも行われ、সإと会࿩が自વに
広がる温かな交流の場となりました。

8．教員の国際学術交流の発展
学生主体の国際交流が広がる一方で、教員に
よる国際研究活動も大きく進展しています。特
に、.46.を中心とする教員との共同研究や、
国際ࣥ筆グループへの参加は、本学の研究力向
上と国際学術ωットワークの拡大に大きく寄与
しています。本学教員は、認知症ケアや看護倫
理を中心としたテーマに取り組んでおり、オン
ライン会議を通して研究計画の立Ҋや研究ख法
の検討、データの分ੳ方法、多文化社会におけ
る倫理的഑ྀや臨床実践との関連性などが国際
的な視点で議論されています。この活動によ
り、୯なる国内研究にとどまらず、国際的なൺ
ֱ研究の視点を取り入れることが可能となり、
本学の看護教育研究の質的深化が進みました。
また、研究過程で得られる国際的な知見は、学
生教育や現場の看護実践にؐ元されるなど、学
内外への೾及効果も大きいものとなっていま
す。さらに、対面での研究交流も着実に進んで
おり、2024年には.46.からDrõ 4tacey Van
(elderenが本学を訪問し、教育・研究に関す
る意見交換や今後の共同研究の方向性について
協議しました。続いて2025年にはDrõ 4aCrina
Dean &ImLeが来日し、研究ख法や教育実践の

共有、国際連携の在り方についてより深いディ
スΧッションが行われました。これらの訪問
は、オンライン交流に加えて対面での協働を実
現したことで、相互理解と信頼関係を一層強化
し、国際共同研究の推進に重要な役割を果たし
ています。
加えて、本学教員はミωソタभ立大学マン

ケート校が主࠵する国際論文ࣥ筆支援グループ
International 8ritinH (roupに参加し、海外の
研究者と共同で論文ࣥ筆に取り組んでいます。
このグループでは、複数国の研究者がオンライ
ンで交流し、2िに1ճのϖースで継続的に議
論を行い、国際学術誌への౤稿を目指します。
参加者はそれぞれの研究テーマや進ḿ状況を共
有するところからスタートし、専門外の研究者
にも఻わる論文のॻき方、ద切な౤稿先δャー
ナルのબ定方法、論文構成の改善点、ࠪಡへの
対応方法など、౤稿までの一連のプロセスにつ
いて۩体的に議論が行われます。
このような国際的な共同ࣥ筆活動や来日交流
を通じて、教員は国際研究コミϡニティへの参
加を深め、研究方法論や学術的表現力の向上、
౤稿経験の஝積といった実質的なスキルを習得
しています。さらに、एख教員にとっても国際
的な論文࡞成の経験や海外研究者との協働経験
は、今後の研究活動を支える重要な機会となっ
ています。これらの取り組みにより、本学教員
は国際誌への論文掲ࡌという۩体的成果を挙げ
るだけでなく、看護学部・看護学研究科におけ
る国際研究活動を継続的かつ安定的に推進する
基൫を੔えています。

9．総括：世界と看護でつながる未来へ
この15年間、本学の国際交流活動は、アδ
アから๺ถ、そしてԤभへと連携先を広げ、オ
ンライン教育を取り入れながら多様なܗで発展
してきました。学生は海外の文化・医療に৮
れ、ҟなるՁ஋観を学び、国際的な看護観を育
んできました。教員は国際共同研究や学会発教員のަྲྀ：(MobaM 8SitinH (SouQ

� ྲྀަࡍࠃ

5 ৽ೖੜ߹॓・研म



第4章

教育・研究活動

15
周
年
記
念
行
事

沿
革
・
あ
ゆ
み

教
育
・
研
究
活
動

寄

稿

資

料

4

55

表、ӳ語論文ࣥ筆などを通じて研究力を高め、
学部全体で国際的な教育研究の基൫が確実に構
築されてきました。国際交流は、୯に海外に行
くことではなく、「世界とつながる学びの姿勢」

を育てる取り組みです。これまで培ってきた
ωットワークと経験を礎に、本学はこれからも
「世界と看護でつながる」未来に向け、教育・
研究のさらなる発展を目指してまいります。

大阪医科大学看護学部では、開設初年度の
2010年度より、看護学部ಠ自の学外合॓を実
施してきました。新入生が大学生活の第一歩を
踏み出すにあたり、看護職としての心構えを養
い、教職員や在学生との交流を深めることを目
的として実施されてきたこの合॓は、年々その
。を変えながら発展してきましたܗ
本稿では、2010年から2025年までの新入生
学外合॓および合同研修の歩みを振り返りなが
ら、そのഎܠや教育的意ٛをたどってみたいと
思います。

看護学部単独による学外合宿（2010～2013年）
第1ճ新入生学外合॓は2010年度、大阪府高
ੴ市の大阪国際ユースϗステルで実施されまし
た。新入生88名、教職員28名、ライフサポー
トクラϒ員10名が参加し、「本学の特௃を知
る」「看護職としての心構えを理解する」「相互
理解のための࿩し方・ฉき方を体験する」「参
加者相互の交流と理解をਤる」という4つの課
題を掲げ実施されました。野外ਬ൧や信頼関係
を築くアクティϏティ、大学の歴史紹介、心ഏ
ો生法とA&D講習など、体験型のプログラム
を通じた学びは、学生の主体性を育む貴重な機

会となりました。
2011年度以降は学生生活支援センターがا

画・運営を担い、2012年度にはฌࣰݝݿ山市
のVIPアルパインローズϏϨッδで実施され
ました。在学生も参加するようになり、大学生
活紹介や交流会が加わりました。2013年度に
は在学生中心の運営体制が੔い、学生の自主性
を尊重した࿩し合いの場が設けられました。こ
の時期の合॓は、看護学部の教育理念に基づ
き、専門職としての意識を育み、人間関係を構
築することを重視した内容で構成されていまし
た。特に、在学生が新入生を支えるϐアサポー
トの仕組みが導入されたことは、学生同士の信
頼関係を築くうえで大きな成果をもたらしまし
た。

ʮະདྷΛࢧ Δ͑第Ұาʯ৽ೖੜ߹॓・研मͷาみͱͦ ͷ教育తҙٛ

看護学学生生活支援センター長

஑
ㆂ㆐

西
ㆫ㆗
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ʕ

グϥ΢ンυʹͯ：৺Λ௨ΘͤΔϨクリΤーγョン
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医学部との合同合宿への移行（2014～2019年）
2014年度からは医学部との合同合॓として、
ラフΥーϨඐഀބや୶࿏夢෣台を会場に1ധ2
日のプログラムが展開されました。「将来の医
療職૾」「学生生活の在り方」をテーマにした
グループ討議やٹ急ો生体験が行われ、98õ6％
の学生が満足とճ౴し、医学と看護の྆視点か
ら考える機会が得られたという声が寄せられま
した。
2016年度以降は、グループワークを中心と

した討論会が定着し、学生の主体的な発言や協
働がଅ進されました。2018年度には医学部在
校生がスタッフとして参加し、学生同士の交流
がさらに活発化。2019年度には「より良き医
療人になるためのख引き࡞成」をテーマに実践
的な討論が行われました。看護学部と医学部の
学生が学部の֞根をӽえて交流し、互いの専門
性に৮れることで、医療人としてのアイデン
ティティܗ成に大きく寄与しました。こうした
協働の姿勢は、将来のチーム医療を支える重要
な基൫となるものであり、医療専門職の教育の
一୺を担う意ٛ深い活動であったといえるで
しょう。

コロナ禍によるオンライン研修（2020～2021年）
2020年度は新型コロナウイルス感染症が拡

大した影響により、従来の学外合॓から「新入
生合同研修」へと名শを変ߋし、8eCeYを用
いたԕִࣜܗで実施されました。大学統合に൐
い、薬学部も加わり3学部合同のプログラムへ
と拡充されました。通信環境の不安定さなどの

課題もありましたが、全員が出੮し無事にプロ
グラムを完਱しました。
ཌ年度には、通信環境の੔備や卒業生による
講演ا画の導入などが進められ、対面開࠵෮ؼ
に向けた体制が੔えられました。オンライン教
育が広くਁಁした中で、対面ࣜܗへのճؼが本
当に最善なのかが問われるస換期でもあり、ԕ
でも学生の主体性や学部間交流をҡ持すࣜܗִ
る޻෉が求められた時期でした。

年౓別࣮֓ࢪཁ

年度 ࣜܗ 実施場所 参加学部 主な内容

2010ʙ2013 学外合॓ 大阪・ฌݿ 看護学部 野外ਬ൧・A&D講習・在学生交流

2014ʙ2019 合同合॓ ඐഀބ・୶࿏ 医・看 グループ討議・ٹ急ો生体験

2020ʙ2021 合同研修 オンライン 医・薬・看 8eCeY使用・卒業生講演ا画

2022ʙ2025 合同研修 対面・大阪 医・薬・看 感染対策・グループ討議・A&D講習

研修ձ৔ʹͯ：ࢤΛ一ͭʹ͢Δ৽ೖੜͨͪ

ίϩナՒΦンϥΠン研修ʹͯ：ը໘ӽ͠ʹ݁͹ΕΔɺ
৽͍͠஥ؒͱのឺ

දজ式ʹͯ：͍ޓの݈ಆΛশ͑ɺୡ੒ײΛ෼͔ͪ߹͏

5 ৽ೖੜ߹॓・研म



第4章

教育・研究活動

15
周
年
記
念
行
事

沿
革
・
あ
ゆ
み

教
育
・
研
究
活
動

寄

稿

資

料

4

57

対面研修の再開と定着（2022～2025年）
2022年度には感染予防対策を講じたうえで、
3学部合同の対面研修が再開され、学生間の交
流が活発に行われました。2023年度には学生
の98％が対面開࠵をߠ定的にධՁし、教職員
も各プログラムの意ٛをධՁしました。2024
年度、2025年度も対面ࣜܗで継続して実施さ
れ、学生の自発的な参加姿勢や医療人としての
自覚をଅす内容が重視されました。グループ討
論やチϡーター教員との対࿩を通じて、学生が
将来૾をඳきながら、学部間連携の重要性を実
感する貴重な機会となりました。
2010年度に始まった新入生合同研修は、学

部間の連携を深めながら発展を続け、今では導
入教育の一環として、大学生活へのద応支援と
学生の成長をଅす重要な取り組みとなっていま

す。ࣜܗや内容は時代とともに変化してきまし
たが、「医療人としての自覚」「学生同士の信頼
関係」「学部を超えた協働の姿勢」という根本
的な目的は今も変わらずଉづいています。
近年では、医療の専門的知識や技術だけでな
く、社会人としての自覚や人間ܗ成を支える教
育の重要性が高まっており、入学初期から学生
の主体性を育み、多面的な成長を支える場とし
ての意ٛが一層強く認識されています。
これまでの歩みは、学生たちの成長のي੻で
あり、大学の教育理念を体現するものでもあり
ました。今後も、新入生合同研修が学生一人ひ
とりの可能性を育み、大学の教育理念を体現す
る場として、着実に歩みを重ねていくことを
願っています。

ू߹写真：医学部ɾ看護学部ɾༀ学部͕ڞʹาΈग़͢ɺ医ྍਓ΁のಓ
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ࢧण໋Λ߁݈ Δֶ͑ͼͷྠɿ
࠲ߨޢຽ؃ࢢ Β͔ݟ Δ͑஍Ҭͱͷͭͳ͕Γ

看護学実践研究センター長
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ʕ
看護学実践研究センターでは、地域の皆さま
の健康増進と看護への理解を深めることを目的
に、2012年度より「市ຽ看護講࠲」をຖ年開
は、大学病院看護࠲してまいりました。本講࠵
部との共࠵ならびに高槻市の後援を得て行い、
地域ॅຽ、医療関係者、本学教員・学生など多
様な参加者がूう場として発展してきました。
これまでの講࠲の歩みを振り返り、テーマ・内
容・参加者の反応を੔理するとともに、今後の
展望について紹介いたします。

1．講座創設初期の取り組み
第1ճ市ຽ看護講࠲は、平成24年（2012年）
11月17日に開࠵されました。「がんとともに自
分らしくいきる」をテーマに、「がんになって
も安心して࣏療を受けられるように」と「がん
とともにいきるʵ؇和ケアとはʵ」の2講࠲を
行い、がん患者や家族への看護・支援の方法を
紹介するとともに、自分らしく生きるためのあ
り方を考える機会としました。参加者は81名
で、アンケートでは 85％以上の方から「良
かった」とධՁされました。
第2ճ（2013年11月2日）は、前年に引き続

き「がんとともに自分らしくいきるᶘ」をテー

マに、௿৵ऻがん࣏療や߅がん剤࣏療を安心し
て受けるための޻෉について紹介しました。参
加者は 161 名で、95％が「良かった」とධՁ
し、がん医療の最新情報や日常生活での支援方
法を۩体的に学Ϳ機会となりました。
第3ճ（2014年11月1日）は、「がんととも
に自分らしくいきるᶙ」をテーマに「がん患者
の؇和ケアとがん看護専門看護師活動の実際」
や「大阪医科大学附属病院における؇和ケアの
取り組み」の2講࠲を行い、がん࣏療における
؇和ケアの重要性や、専門看護師の役割につい
て理解を深める機会としました。参加者は127
名で、97％が「大変良かった」「良かった」と
ճ౴しました。

2．健康寿命と生活習慣への関心を広げる講座
第4ճ（2015年11月7日）は「সいの力で健

康増進」をテーマに、「সって、元気に、生き
生きと」と「সいは心と身体のリラクセーショ
ン」の2講࠲を行い、সいの効用や心身のリラ
クセーション、সいが健康に与える影響や生活
の質を向上させる方法が紹介され、参加者に
とって実生活に取り入れやすい内容となりまし
た。

� ࠲ߨޢຽ؃ࢢ
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第5ճ（2017年3月18日）は「޾せな人生へ
の第一歩『ඦ歳まで自分の足で歩く』」をテー
マとし、エクササイズを取り入れた参加型の講
演により、健康ण命Ԇ৳の観点から生活習׳や
運動の重要性を学びました。参加者は113名
で、97％が「大変良かった」「良かった」とճ
౴し、高齢者の自立支援や身体機能ҡ持への関
心を高める機会となりました。
第6ճ（2017年11月11日）は「ϋϋࣃのস
「の健康を一緒に考えようʙࣃで快ద生活ʙإ
をテーマに、ࣃや口ߢと全身の健康の関係や、
日常生活のなかで実践できるਖ਼しいࣃຏきの方
法や健口チΣックの方法について学Ϳ講࠲でし
た。参加者は53名で、「口ߢがいかに体全体に
影響するかがわかった」といったコϝントがあ
り、口ߢケアの重要性や日常生活への実践につ
ながる内容として好ධを得ました。

3．子ども・シニア・生活習慣への広がり
第 7ճ（2018年 11月 3日）は「子どもの安

全、地域で見守りʙ୭でも子どもサポーター
ʙ」をテーマに、小ࣇ看護や֐ࡂ時の対応につ
いて学Ϳ講࠲でした。参加者は20ʙ70歳代の
41名で、全員が「大変良かった」「良かった」
とճ౴しました。講࠲では子どもの心ഏો生の
実技を取り入れることで参加者の理解が深ま
り、日常生活での安全؅理の意識向上に寄与し
ました。
第8ճ（2019年11月9日）は「何歳になって

も஁えられるʂシニアにదしたトϨーニングで
健康長णʂ」をテーマに、৯事・運動の観点か
ら健康長णを考える講࠲でした。参加者は118
名で、97％が「大変良かった」「良かった」と
ධՁしました。۩体的な৯生活や運動方法が示
され、主体的な健康づくりへの意識を高める場
となりました。

4．医療・終末期・生活習慣病への展開
第9ճ（2022年10月29日）は「ʠ自分らしい

いのちのऴわりかたʡをいつ、どうやってબ୒
するか」をテーマに、エンドオϒライフやアド
バンス・ケア・プランニングについて学Ϳ講࠲
でした。参加者は20ʙ80歳代の160名で、うち
オンライン参加は53名でした。アンケートで
は97％が「大変良かった」「良かった」とճ౴
し、人生の最ऴஈ֊について考える貴重な機会
となりました。
第10ճ（2023年12月2日）は「生活習׳を
振り返り考えようʂ循環器病の発症・重症化を
どう防ぐʁ」をテーマに、循環器病の予防や日
常生活での޻෉を学Ϳ講࠲でした。参加者は
62名で、うちオンライン参加は 6名でした。
96％が「大変良かった」「良かった」とճ౴し、
生活習׳改善の意識向上につながりました。
第11ճ（2024年12月14日）は「ロコϞ・フ
Ϩイルを予防しようʂʙ日常生活の活動ҡ持・
向上にむけてʙ」をテーマに、੔ܗ外科医の視
点からロコϞティϒシンドロームやフϨイル予
防について学Ϳ講࠲でした。参加者は80名で、
໿9割が「大変良かった」「良かった」とճ౴
し、ロコϞトϨーニングや運動のඞ要性、オー
ラルフϨイルへの理解を深めることができまし
た。
第12ճ（2025年10月25日）は「地域のつな

がりで健康ण命をԆばそう」をテーマに、ूい
の場が࡞るつながりと健康の関係や、੔ܗ外科
医の視点から健康長णのためのロコϞティϒシ
ンドロームの対策について実演も交えて学Ϳ講
でした。参加者は92名で、9割以上が「大変࠲
良かった」「良かった」とճ౴し、すぐに実施

ୈ�ճ
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できる運動やロコϞ対策など、分かりやすい講
演と資ྉにより高い満足度を示しました。

5．講座が地域にもたらした意義
12年間にわたり開࠵された市ຽ看護講࠲は、
地域ॅຽが自らの健康や生活習׳を見௚す機会
を提供し、医療従事者との交流を通して健康支
援の意識を高める場となりました。また、大学
としての専門的知見を地域にؐ元する役割も果
たしており、参加者からは「実生活にすぐ取り
入れられる内容」「自分の生活を見௚すきっか
けになった」との声が多く寄せられています。
さらに、オンライン参加を導入することで、ԕ
方からの参加や多世代の参加も可能となり、講
。の੄野を広げることができました࠲
参加者のアンケート結果から、ຖճ90％以

上の方が「大変良かった」「良かった」とධՁ

しており、講࠲が地域ॅຽの健康意識向上に寄
与していることが示されています。特に、生活
習׳改善、フϨイル予防、ロコϞ対策といった
テーマは、日常生活に取り入れやすく、主体的
な健康行動をଅす機会となっています。また、
医療関係者にとっては、地域ॅຽの視点やٙ問
を௚接知る場としても有用であり、教育・研
究・地域貢献が一体となったϞデルとして高く
ධՁされます。

6．今後への展望
市ຽ看護講࠲は、がん看護・؇和ケアから生
活習׳病予防、シニアの健康長ण、子どもの安
全、ऴ末期の医療બ୒まで、多ذにわたるテー
マを取り上げ、地域ॅຽの健康意識向上に貢献
してきました。また、大学教員や大学病院看護
部との連携により、最新の医療情報と実践的な
支援方法を提供する場としても発展してきまし
た。
今後は、地域での健康ण命Ԇ৳や生活習׳改
善、多職種連携の推進などに寄与しながら、よ
り多くの市ຽにアクセス可能な講࠲運営を進め
てまいります。地域ॅຽが健康で自分らしい生
活を送るための学びの場として、講࠲は今後も
持続的に発展していくことが期待されます。

� ࠲ߨޢຽ؃ࢢ
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ΧϜΧϜαϩϯͷาみͱ஍Ҭ活ੑԽ΁ͷऔΓ૊み

看護学実践研究センター長

ඈ
ㆨㆳ

田
㆟

ҏ
ㆂ

౎
ㆨ

子
㆓

ʕ
ΧムΧムサロン（以後、サロン）は、地域ॅ
ຽの健康ण命Ԇ৳を目的として、本学看護学部
教員が中心となり展開している市ຽ向け交流事
業です。本事業は、高槻市の地域活性化Ϟデル
創出を目標とした私立大学研究ϒランディング
事業の一環として、オーラルケアとήϊム（Ҩ
఻情報）を切り口に開始されました。サロン名
は、׻迎を意ຯする「8elcome（ウΣルΧ
ム）」の「Χム」と、뱌を意ຯする「טむ」
をֻけ合わせて名付けられ、参加者を׻迎する
とともに、口ߢケアへの関心を象௃していま
す。

1．サロンの目的と初期の取り組み
基本的な目的は、地域ॅຽに健康への関心を
高めてもらい、日常生活における健康習׳のܗ
成やフϨイル予防につなげることです。初期の
サロンでは、オーラルケアや健康に関するミニ
Ϩクチャー、認知症予防体操などを全員に提供
するとともに、݂ѹଌ定や݂؅年齢ଌ定などを
行い、自身の健康状ଶを理解し、生活に生かせ
るよう支援しました。また、口ߢ内ەࡉ数のଌ
定や足指力ଌ定など、個々の健康リスクに応じ
たධՁと保健指導も実施しました。さらに、日
常生活や介護、家族の健康に関する相談にも対
応し、地域ॅຽが๊える多様な健康課題に寄り
添う場としての役割を果たしました。
2018年10月から2019年11月末まで、サロン
は本学キャンパス内でຖिՐ༵日に開࠵され、
計55ճの実施でԆべ965名の参加がありまし
た。参加者の年齢はほとんどが70歳以上で、
参加のきっかけは講演会で഑෍されたチラシ、
市の広報、༑人の紹介などさまざまです。継続

的に参加する方も多く、開設以来ほぼຖि参加
される方が10名、月2ճ程度参加する方が9
名、ڵຯあるテーマに応じて参加する方もいま
した。以後、参加者の紹介により、ຖ月2ʙ3
名の新ن参加者が増え、サロンの交流のྠは拡
大しました。参加者からは、「ຖ日平ຌに過ご
していましたが、ि1ճの講࠲を受講すること
で೴の活性や認知症予防につながり、健康に気
をݣうようになりました」「ָしみにしており、
用事がある時以外は参加したい」といった声が
寄せられ、サロンは市ຽの交流の場として定着
しています。

2．サロン運営の課題と学部内での合意形成
2020年度よりサロン運営が看護学実践研究

センターの׋؅となることから、2019年12月
にཌ年度のサロン運営に向けて学部教員を対象
としたアンケートௐࠪを実施（ճऩ率41％）
しました。その結果、運営目的の໌確化、時
間・人材・運営අの確保が課題として挙げられ
ました。これまでの経Ңを踏まえ、サロンの目
的や運営主体、運用方法を学部教員に提示し、
理解と協力を得ることができました。また、۩
体的な開࠵日程やプログラムا画に加え、2020
年度より学内での事ނやոզに備えた保ݥ加入
ख続きも੔備しました。また「たかつきϞデ
ル」プロδΣクトが2021年度でऴ了したこと
から、2022年度よりサロン運営は同センター
の経අより支出しました。同センター員と他の
すべての教員とで運営体制の合意ܗ成をਤるこ
とで、持続可能なサロン運営の基൫が築かれま
した。

� ΧϜΧϜαϩϯ
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3．COVID-19禍における対応と工夫
2020年度はCOVID-19感染症拡大により対
面開࠵がࠔ೉となり、当初予定されていた「੨
ۭ健康フΣスタ」は中止となりました。参加希
望者から開࠵の要望が寄せられたことから、ス
テイϗームでも取り組める体操を੝りࠐんだお
便りを送付し、受け取った方から感謝の返信も
ありました。2021年度も感染拡大の影響で対
面開࠵はできず、「ΧムΧムサロン健康コラム」
として熱中症やӫ養に関する情報を༣送しまし
た。

4．サロン再開とオンライン・対面形式での実施
2022年度は、オンラインおよび対面の2ճ開
となりました。オンラインでは「৯事と運動࠵
で生活習׳病予防」の講࿩を行い、参加者から
活発な質ٙ応౴がありました。対面開࠵では
「ක௧・ࠊ௧予防」の講࿩を行いました。オン
ライン参加に不׳れな方へのサポートとして、
事前にి࿩で;oom使用方法を఻えるなど、時
間をかけた対応を行いました。ຖճ、事前予໿
制と健康状ଶ確認をపఈし、参加者から࣍ճ開
への要望も多く寄せられました。2023年度࠵
以降は、看護学部全体のイベントとして地域交
流・地域貢献を目的にִ月で継続開࠵されまし
た。内容は、ミニ講࿩、健康チΣック、健康相
談など多ذにわたり、各分野教員が担当しまし
た。2023年度は「フϨイル予防」、2024年度は
「防ࡂ」をテーマにح数月に実施され、年6ճ

開࠵されました。参加者はオンライン・対面྆
方で募ूされ各ճ4名ʙ12名でした。講演内容
のධՁにはクリッΧーや自༝記ࣜࡌのアンケー
トを活用し、࣍ճ開࠵への改善に反映させまし
た。2024年度には高槻市長ण介護課との連携
により「高槻もてもてے力アップ体操（もてき
ん体操）」を導入するなど、地域との協働体制
も੔備されました。

5．高槻市との共催と安全管理体制の整備
2025年度よりサロンは高槻市との共࠵体制

となり、ۮ数月は本学部、ح数月は市が担当す
るࣜܗとなりました。本学部が担当するճで
は、各分野の教員による健康講࿩のテーマを
「高齢者の健康ҡ持・増進に関する内容」とし、
参加者が実践できる生活習׳改善や運動、ӫ養
に関する情報を提供しています。市が担当する
ճでは஡࿩会や介護予防マイスターによるもて
きん体操を実施し、健康増進に役立つ活動を提
供しています。安全؅理については、身体的ۓ
急時には本学病院にて対応し、さらに高槻市に
より参加者全員のই֐保ݥ加入、๫෩ܯ報発令
時の中止連བྷをపఈしています。また、参加定
員は従来の20名から25名に増やし、多くの希
望者が参加できる体制を੔えました。参加者か
らは、「体操がָしい」「健康ҡ持の意識が高
まった」といった好ධの声が寄せられていま
す。

202�年 2025年

� ΧϜΧϜαϩϯ

� 研究ձޢ؃
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6．今後の展望
サロンは、地域ॅຽが健康への関心を高め、
社会とのつながりを得る場として定着しつつあ
ります。今後は、高槻市との連携協働をさらに
強化し、持続可能な運営体制を੔備するととも
に、地域ॅຽのニーズを೺Ѳしたا画を進めて
いくことが重要です。また、参加者の声を反映
したプログラムの充実や、学部教育との連携に
よる後継事業の展開も期待されます。サロンを
通じて、地域ॅຽの健康ण命Ԇ৳や生活の質向
上、地域活性化への貢献がより一層進むことが
望まれます。サロンは、地域ॅຽと学部教員が
共に学び、支え合い、健康で生き生きとした生
活を目指す場として、今後も発展していくこと

でしょう。地域の方々と大学が協働して創り上
げるこの取り組みは、地域貢献型の健康教育Ϟ
デルとして、他地域への展開の可能性も期待さ
れます。

2025年

ಉڞ研究ձͷาみɿ࣮ફ஌ͱ研究จԽΛ育Ήֶͼͷޢ؃

看護学実践研究センター長
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看護研究会は、2017年に第1ճが開࠵されて
以降、看護学実践研究センターが中心となり、
本学教員、大学病院看護師、地域の看護職者、
大学院生、そして本学部卒業生など多様な立場
の参加者がूい、看護実践や研究について活発
に意見交換する場として発展してきました。こ
れまでの研究会の歩みを体系的に振り返り、ど
のような活動が行われてきたのかを੔理し、そ
の意ٛと成果、さらに今後の可能性について紹
介いたします。

1．研究会創設の背景と目的の深化
第1ճ研究会（2017年）は、看護学部開設か

ら7年、大学院設置から3年という節目の年に

当たり、地域に根ざした看護実践研究を推進す
るという設立झࢫを۩現化する場としてا画さ
れました。当初は「看護実践研究センター活動
報ࠂ・研究活動報ࠂ会」として培ってきた取り
組みをより発展的にଊえ௚し、実践に根ざした
研究成果を地域と共有すること、そして議論と
相互学習がଅ進される場とすることを目的とし
ていました。
第1ճから第6ճまでの目的は「発表の場の

提供」から「研究文化のܗ成」「地域連携の強
化」「実践と研究のԟؐをଅす構造づくり」へ
と深化していったことが分かります。研究会は
୯なる年࣍イベントではなく、地域看護職者と
大学が知識を交換するʠϋϒʡとして機能し、

� 研究ձޢ؃
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実践を研究へとঢ՚する「きっかけづくりの
場」として確立されていきました。

2．講演会のテーマ
これまでの看護研究会で行われた講演は、以
下の通りです。
・第1ճɿ地域文化とケア力

看護実践のഎܠにある文化的感受性や地域
性の重要性が示され、地域と連携する大学と
しての使命を再確認する機会となりました。
・第2ճɿָしい認知症とそのΨクδϡツ的考
࡯
認知症ケアの新しい視点が共有され、認知
症を「ָしむ」視点を取り入れた先進的内容
でした。
・第3ճɿ健康増進のための運動・身体活動・
スポーツ
運動と健康増進分野との融合がਤられ、他

領域との協働可能性を開く内容となりまし
た。
・第4ճɿコロナ禍の今だからこそඞ要になる
心の問題に定位した質的研究の構築ʙ理論か
ら実践へʙ
感染症流行下のケア課題にয点が当てら
れ、質的研究を通じた実践理解が重視されま
した。
・第5ճɿ研究の成果を社会で活かすまでの課
題と޻෉ʙ高齢者の認知機能௿下に関する研
究を通じてʙ
最前線の介護予防研究をご紹介いただき、
研究を発展させ、研究成果を社会で活かす上
での課題や޻෉などについて講演いただきま
した。
・第6ճɿϏッグデータを活用した産学連携研
究の進め方
看護研究の新たなை流として、データサイ

ୈ1ճ ܠԋձͰのָͦ͠͏ͳޫߨ

ୈ2ճ 大੝گのձ৔

ୈ�ճ 研究ަྲྀձの༷子

ୈ�ճ ଔ࿦Λ発ද͢Δ学部ੜ

� 研究ձޢ؃
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エンスやا業連携をؚむ先୺的アプローチが
示されました。
・第7ճɿௐࠪ研究の進め方ʕ質問ථ࡞成上の
ポイントʕ
ௐࠪ研究の۩体的なྫが示されたことで、

大変理解しやすく、研究活動に結びつく内容
でした。また、量的研究に対するۤख意識の
改善にも役立ったようです。
・第8ճ（2025年）ɿ看護実践研究のためにඞ
要な医療統計の基礎知識
量的研究の進め方や統計解ੳの重要なポイ
ントについて、ඇ常にわかりやすく解આさ
れ、今後の研究に役立つ知見を多く得られる
貴重な講演でした。

3．一般演題による研究交流
・第1ճ（2017年）ɿ演題数12題
大学病院看護部、本学教員、大学院生、地
域病院看護師と、多様な立場からの発表がἧ
い、看護実践の広がりを示しました。急性期
から在宅、࿝年、教育、؅理と෯広い領域の
研究が発表され、研究会の「間口の広さ」を
象௃するճとなりました。
・第2ճ（2018年）ɿ演題数13題
認知症ケアや在宅看護、質的研究法を活用
した研究など、テーマの深まりが見られたճ
でした。大学病院看護師の参加が増加し、ए
ख看護師の研究参加が目立ち始めた点が特௃
的です。
・第3ճ（2019年）ɿ演題数18題（学生演題を
ؚむ）
学部4年生による初の演題発表が行われ、
学部・大学院・臨床が連続する「ॎの学び」
が研究会の特௃として現れたճでした。研究
指向の育成が進んだ時期といえます。
・第4ճ（2021年）ɿ演題数4題（オンライン
併用）
コロナ禍の影響により初めてϋイϒリッド
が導入されました。精神看護、感染対ࣜܗ

策、教育支援など、社会的状況を反映した
テーマが増加し、オンライン参加の容қさか
ら、これまで参加しづらかった看護師の参加
も見られました。
・第5ճ（2022年）ɿ演題数4題
前期高齢者உ性の在宅支援ニーズや新人看
護師指導者の経験、日本の大学生のආ೛状
況、コロナ下のೕ༮ࣇ家ఉの育ࣇ環境の変化
などが報ࠂされました。
・第6ճ（2023年）ɿ演題数4題
฼子同室の課題、PIC4ૣ期発見の教育効
果、ވ関節ڸ視下ख術後の仏௧変化、高齢者
の通院可能ൣғの分ੳなど、臨床現場の課題
解決に向けた取り組みが紹介されました。
・第7ճ（2024年）ɿ演題数9題
訪問看護や病棟看護における֐ࡂ対策、情
報共有、多職種連携、ऴ末期ケア、高齢・が
ん患者支援などの取り組みと課題が報ࠂされ
ました。
・第8ճ（2025年）ɿ演題数14題
がん患者やその家族の2O-・情報ニーズ、
事象や内෰アドώアラン֐がん薬࣏療の有߅
スに関する文献ϨϏϡー、産科・新生ࣇ・思
春期োがいࣇケアにおける実践的対応や育ࣇ
支援の現状、看護師のϝタ認知・ナϨッδϒ
ローΧリング・リフϨクション研修のධՁ、
さらには神経ো֐患者のো֐受容過程や婦人
科系೘失ې改善のための介入研究など、多様
な看護・医療分野の研究が紹介されました。
このように、各ճの演題数やテーマの変遷

は、研究会が「臨床の知」と「学術研究」を結
びつける場として定着し、深化してきたことを
໌確に示しています。

4．社会的視点を取り込む研究会へ
第5ճ以降は、看護研究の社会的意ٛがより
重視され、社会実૷・産学׭連携・Ϗッグデー
タなど、研究成果が社会にどう影響を与えるか
が議論の中心となりました。これは、看護研究
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が求められる役割の変化をහ感に反映した取り
組みであり、研究会の先進性を示すものです。
さらに、最近は社会的要請が研究会のテーマに
反映され、研究会が地域医療の発展に実質的に
寄与していることが示されました。

5．研究会が育んできた価値
本研究会の積み重ねは、࣍のようなՁ஋を育
ててきたように認識しています。
・研究文化の醸成ɿ発表や討議を通じ、臨床実
践を研究へつなげる視点が根づきました。
・地域連携の拡大ɿ地域病院との教育・研究協
働が深化し、地域完結型の研究支援体制がܗ
成されました。
・キャリアܗ成支援ɿ大学院進学の動機づけや
एख看護師の研究意欲向上に寄与しました。
・実践知の可視化ɿ臨床での創意޻෉や判断を
共有する機会を提供し、知識循環をଅ進しま

した。
・研究方法の多様化ɿ質的・量的・Ϗッグデー
タ分ੳなど、多様なアプローチを紹介し、研
究の੄野を広げました。

6．総括と今後への展望
大阪医科薬科大学看護研究会は、「大学が地

域と協働しながら看護の質向上に寄与する」と
いう使命のもと、「大学ʵ大学病院ʵ地域」を
つなぐ知の循環拠点として立場を築いてきまし
た。今後は、演題データの஝積と分ੳ、研究成
果の社会実૷、AI活用や多職種協働の深化な
ど、さらなる発展の可能性が広がっています。
研究会が育んできた学びの共同体は、大学と地
域がともに成長し続けるための重要な基൫であ
り、今後も看護の未来を切り୓く場としての発
展が期待されます。

ࢧͷະདྷΛޢ؃ Δֶ͑ͼ௚͠ ʵ0.16ϦΧϨϯτ教育ͷ௅ઓʵ

看護キャリアサポートセンター長

ਅ
ㆾ

ܧ
ㆤㆍ

࿨
ㆉ㆚

子
㆓

ʕ

� ϦΧϨϯτ教育

大阪医科薬科大学看護キャリアサポートセン
ターは、文部科学省令和3年度「D9等成長分
野を中心として就職・స職支援のためのリΧϨ
ント教育推進事業」࠾୒をܖ機に、令和4年7
月に開設されました。変化する社会や制度、複
雑化する医療ニーズに応え、地域社会に貢献で
きる看護人材の育成と看護職のキャリア支援を
目的としています。
2022年度は、最初の事業として「テーラー

ϝイドΧリキϡラムによりજ在看護師の希望を

実現するリΧϨント教育プログラム」を開࠵し
ました。看護倫理や看護技術などの基礎科目に
加え、ICTを活用した授業展開、ϋイϒリッド
シミϡϨーターによる演習、臨地実習を取り入
れ、看護実践力の強化をਤりました。キャリア
コーディωーターによる学習・෮職相談など、
きめࡉやかなサポート体制も੔備し、第1期生
20名が෮職への第一歩を踏み出しました。
2023年度は、文部科学省令和4年度「成長分
野におけるଈઓ力人材輩出に向けたリΧϨント
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教育推進事業」に࠾୒され、「エキスパート
)O.&ナースを目指す人材育成プログラム
ʠO.P6ʖ)O.&ステーション学び場ʡ」を開
始しました。જ在看護師向け෮職支援、訪問看
護師向け基礎・専門コース、シミϡϨーション
研修など7つのプログラムを展開し、地域包括
ケアを担う人材育成を進めました。受講生一人
ひとりのニーズに応える支援を重視し、専門看
護師や認定看護師、看護学部教授ਞの協力を得
て、O.P6における看護の力を結ूした学び
の場を築きました。
2024年度は、人生100年時代に対応した学び

௚しの重要性を踏まえ、9つの研修プログラム
をا画しました。前年度ا画に加え、高齢者看
護やエンド・オϒ・ライフケアに関する
&-&/&C-+高齢者Χリキϡラム、教育担当者
向けセミナーなどを開講。リフϨクションやグ
ループワークを取り入れ、看護師自身の実践を
意ຯづける学びを重視しました。修了生から
は、「知識や技術の習得はもちろん、仲間がで
きたことで心強くなった」「研修を通じて地域
の他施設との連携がしやすくなった」といった
声が寄せられています。学びがキャリアܗ成だ

けでなく、地域連携の強化にもつながっている
ことを実感しています。
2025年度は、受講者֫得に向けてオンデマ

ンド講࠲を新設し、時間や場所に制໿されない
学習環境を੔えました。これにより、働きなが
ら学びたい看護職やԕִ地の方々にも受講機会
が広がっています。さらに、認定看護師教育課
程2分野（がん薬物療法看護・؇和ケア）の
2027年4月開設を目指し、準備・申請を進め、
ঝ認を得ることができました。これにより、専
門的かつ高度な実践力をもつ看護師の教育体制
が一層強化され、地域医療の質向上に寄与する
ことが期待されます。
医療・看護を取り巻く環境は、超高齢社会、
D9化、֐ࡂ対応など大きな変革期にありま
す。当センターの課題は、看護職のニーズに
合った研修を、より受けやすいܗで提供し続け
ること、そして受講者の確保です。これからも
看護職の声を大切にし、地域に根ࠩした学びの
場として、キャリアの多様化と自ݾ実現を応援
してまいります。
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本学大学院看護学研究科は2013年10月に設
置認可され、2014年度に博士前期課程・博士
後期課程を同時に開設し、大学院での看護学教
育が開始され10年が経過いたしました。初代
看護学研究科長には林 優子教授（現在は本学
名誉教授）が就任し、2014年6月には看護学研
究科開設記念ࣜయが挙行されました。今ճの記
念ࣜయ同様、Ӊ஦を題材にした記念講演も行わ
れ、これから行われる大学院での様々な研究が
Ӊ஦のように社会に拡がっていく可能性を感
じ、心が躍ったことを思い出します。
看護学研究科は、本学学ଇ第1৚にある理念

「本学は、建学の精神及び学是（至誠仁術）に
基づき、国際的視野に立った教育、研究҃いは
良質な医療の実践をとおして、人間性豊かで創
造性に富み人ྨの෱ࢱと文化の発展に貢献する
医療人を育成する」および大学院学ଇ第1৚
「研究者、教育者҃いは医療人として自立して
活動を行う、にඞ要な高度の研究能力およびそ
の基礎となる豊かな学識を養うものとする」を
もとに、博士前期課程・博士後期課程において
教育展開をしています。これまで多くの教育研
究者や専門看護師等の高度看護実践者を輩出し
てきました。その数は2025年3月で110名にの
ぼります。各課程の教育֓要と今後の展望につ
いて以下に述べます。

1．博士前期課程の教育概要
博士前期課程では、「豊かな学識とグローバ

ルな視点を基൫に、看護学の深Ԟをځめること
ができる教育研究者及び高度実践看護専門職者
を育成すること」を目的とし、「教育研究コー

ス」と「高度実践コース」（定員計8名）を設
置し、下記のディプロマポリシーを掲げ、教育
研究者や高度看護実践者を育成しています。博
士前期課程では標準修業年ݶは2年であり、修
了することにより、修士（看護学）の学位を授
与します。
■ディプロマポリシー（共通）
1ð 豊かな人間性と高い倫理観を基൫に教育研
究・看護実践の場で倫理的に行動できる。

2ð 教育研究者や看護職者の教育指導ができる
高度な知識・技術を有し、論理的・൷判的
に思考できる。

3ð グローバルな視点と多様な文化に対する見
識をもち、看護学の発展に積極的に貢献で
きる。
教育研究コースでは、ᶃ専߈分野に関する広
く深い知識をもち、教育・研究指導力を身につ
けている、ᶄ看護現象を論理的かつ科学的に୳
究するための研究਱行能力を身につけている、
ᶅ看護学教育及び看護実践の質改善に貢献でき
るといったコースಠ自のディプロマポリシーの
もと、教育研究者になるにあたってඞ要な教育
学の基本を学Ϳとともに、研究基礎能力の育成
に力を入れています。本コースでは看護教育

1� େֶӃ

େֶӃֶޢ؃研究Պ教育֓ཁͱࣾձతཁ੥ʹԠ Δ͑
教育ͷ Β͞ͳΔॆ࣮ΛΊ͟ ͯ͠

大学院委員長
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学、看護技術開発看護学、人文社会学、Ҡ植、
再生医療看護学、がん看護学、ຫ性看護学、精
神看護学、࿝年看護学、臨床医学、฼性看護
学、小ࣇ看護学、地域看護学、在宅看護学、社
会医学の14の分野で院生を受け入れています。
初めて本格的な研究に臨む院生がほとんどで
あり、特に研究計画を立てるプロセスでは指導
教員と一緒に೰み、時にはۤしみながらも、看
護実践現場へ貢献できる研究となるよう、ϒ
ラッシϡアップを重ねます。その後は教授会を
経て倫理申請となりますが、倫理৹ࠪ委員の先
生方からの意見をもとに修ਖ਼し倫理的な問題点
がないか確認することはもちろんのこと、倫理
৹ࠪの過程を経て、よりચ࿅された研究計画に
なっていきます。その後はデータऩूとなりま
すが、その方法は研究デβインによってҧって
きますが、いずれの研究でもデータを取得する
೉しさはあり、そのための研究協力施設へのお
願いなどやඞ要な予ࢉの確保など、研究実施体
制の構築プロセスの基本を学Ϳことも、将来、
自立的に研究を行っていくにあたって重要な学
びであると思います。そして、分ੳ、論文࡞
成、発表会、৹ࠪを経て、修士号を取得しま
す。教育研究コースの学位論文は、第1部の文
献研究論文と第2部の本論文で構成されます。
言うまでもなく大学院は受け身の姿勢で学Ϳ場
ではありません。そして他の୭もが໌らかとし
ていない研究課題に取り組むわけですから、お
そらくほとんどの院生にとって大学院での学び
に予想の何倍ものۤ࿑を感じていると思いま
す。しかしながら、これを৐りӽえることで、
臨床・現場でのٙ問を研究ٙ問として研究的ख
法を用いて科学的に解決していくことに面നさ
も感じられればŋŋŋと思います。
高度実践コースでは医療の複雑化・高度化、
社会のニーズに応える高度実践看護師の育成を
目指し、2014年看護学研究科開設時から「ຫ
性看護学」「精神看護学」「฼性看護学」「小ࣇ
看護学」の分野で教育を開始しています。その

後、2018 年には「がん看護学」、2020 年には
「࿝年看護学」においても育成を開始し、専門
看護師（C/4ðの育成を行っています。さらに
2021年にはナースプラクティショナー（/P）
（プライマリケア看護学）の育成を開始いたし
ました。高度実践コースのৄࡉについては、他
のষにてご紹介します。

2．博士後期課程の教育概要
博士後期課程では、「博士後期課程は、豊か
な学識とグローバルな視点を基൫に看護学の深
Ԟをځめることができ、国際社会に貢献できる
自立した教育研究者を育成すること」を目的と
して、下記のディプロマポリシーのもと、看護
学をより発展させ、その成果を社会に発信して
いくために、自立して研究活動ができる高度な
研究能力を持った教育研究者や指導者を育成す
ることを目指しています。博士前期課程同様の
14分野で受け入れており、定員は3名です。博
士後期課程では標準修業年ݶは3年であり、修
了することにより、博士（看護学）の学位を授
与します。
■ディプロマポリシー
1）体系的に活動できる教育能力と高度な研究
能力をもち、教育研究の開発に貢献できる。

2）教育や看護実践の場において科学的根拠や
研究的視点をもって提言ができる中਻的指
導力や統率力を身につけている。

3）学際的、グローバルな視点から専門的課題
を୳究し、看護学の知識体系の発展に貢献
できる。
博士後期課程では、修了後は自立した研究者
となることを目指します。研究はその1ճでは
解決しないことがほとんどであり、将来的にど
んな社会の課題を解決していくのかを念頭に置
きながら、それまでの研究全体のプロセスを၆
ᛌしつつ、どのようなステップがඞ要なのか、
そして博士後期課程の期間ではどのステップの
研究課題に取り組むのか、といった研究構想力
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がඇ常に重要であると思います。そして、その
研究成果は当વのことながらオリδナリティが
ඞ要であり、そのオリδナリティと現場へのؐ
元を社会に認めてもらえる研究が求められま
す。
このことから、本学看護学研究科での博士後
期課程の学位申請৚݅としては、本研究の前ஈ
֊となる第1研究と本研究（第2研究）の2本
以上の論文が基準を満たす学術誌に掲ࡌ（予定
ؚむ）されていることをඞਢとしています。こ
れに向けて、第1および第2研究の研究計画を
たて、発表会での意見をもとに精࿉させて、教
授会、倫理申請、論文ࣥ筆と౤稿、学位論文の
。成、৹ࠪ、発表という流れとなります࡞
博士前期課程との大きなҧいは、ステップを
;んだ研究構想と学術誌のアクセプトを得ると
いった外部৹ࠪの要素が入ってくることかと思
います。標準修業年ݶは3年ですが、論文౤稿
とࠪಡ対応を考えると、ࠪಡ期間にもよります
が、基本的には2年少しで本研究のデータऩू
を完了させなければならず、計画的に取り組む
ことがඞ要となります。その努力に加えて、学
術誌のアクセプトを得るというコントロールが
೉しい外部要Ҽもあり、学位申請までۓு感が
続きます。しかしながら、無事にアクセプトを
得て、৹ࠪを受ける頃には、「自分の研究」と
して自信を持ち、自分の分身のようになって
いっているように感じます。

3．看護学研究科での学びの特長
いずれの課程でもコース共通して、講ٛでは
基礎的知識の教授だけでなく、院生自身が主体
的に学びを深め、その成果をプϨθンテーショ
ンしてディスΧッションする双方向的講ٛが多
く行われています。大学院は受け身で学Ϳ姿勢
では目標を達成できないため、院生は最初はۤ
࿑することも多いかと思いますが、これらの学
びの積み重ねによりঃ々に自信を高めているの
ではないかと推࡯しています。

また主指導教員1名と副指導教員2名（他分
野1名をඞずؚむ）によるグループ指導体制を
とり、多様な視点からの指導を行っています。
また定員が少ない大学院ですので、各分野でඞ
ずしも同期や先輩・後輩がいるともݶらず、多
֯的な視点からのクリティΧルな議論や学び合
うθミ機能もグループ指導体制が補完している
と感じます。発表会ではより教育的な質問を行
い、研究科全体でその研究を支援しています。
研究の支援としては、他にも、学අが国ެ立
大学ฒみであることに加えて、院生個人に研究
අが支څされるといった経ࡁ的支援が特長の1
つとして挙げられます。研究実施にඞ要な経අ
や学会や研修への参加などに充てられていま
す。特に博士前期課程では研究をスタートさせ
る環境づくりに役立っていると思われます。
そして本学の院生はほとんどが社会人であ
り、予定する年ݶでの修了を後ԡしすることを
重視しています。仕事と学業、そしてプライ
ベートの生活の྆立をはかることは至೉の業で
す。長期ཤ修制度（標準修業年ݶと同じ授業ྉ
で1年Ԇ長が可能）や໷間・土༵開講の体制を
੔えていますが、それだけでは೉しい現状があ
ります。指導教員そして何より院生本人の「修
了する」という意識を常にもつことを基൫とし
つつ、定期的なグループ指導や計画発表会（博
士後期は中間発表会）での発表等をඞਢとして
「学修のマイルストーン」のように設定するな
どの環境੔備で、予定修業年ݶでの修了を後ԡ
ししています。

4．大学院教育のさらなる充実に向けて
開設10年がたち、大学院での課題も変化し
つつあります。
まずは定員؅理です。ありがたいことに、1

ճの入試でほぼ定員を確保していますが、博士
前期課程はさらなる安定的な確保がඞ要と考え
ます。社会にニーズにあわせた分野設定なども
検討がඞ要です。ٯに博士後期課程は定員超過

1� େֶӃ
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が続いています。周ล他学の新設状況もؑみつ
つ、定員増加の検討がඞ要と考えます。
࣍に社会のニーズの変化に対応できる教育課
程の充実が挙げられます。۩体的にはまず博士
後期課程へのD/P（Doctor of /ursinH Prac�
tice）コースの設置を構想しています。この
コースでは、エϏデンスを実૷できる能力を養
い、看護の質改善や組৫の変革を担うことので
きる高度実践看護師を育成するものです。博士
後期課程は今や教育者・研究者になるためだけ
の教育課程ではありません。本学でも博士前期
課程でC/4や/Pといった高度実践看護師を要
請していますが、この修了生がさらに研究的ख
法をۦ使し、その成果を社会実૷できるといっ
た࣍なるステーδへ踏み出す土台を提供できれ
ばと考えています。
また昨今、国が推し進めている「学部・修士
5年一؏教育」を保健師教育において展開する
ことも構想中です。この教育は大学院進学者を
増やし、国際的に通用する高い専門性を身につ
けた人材輩出をૂったものとされています。地
域社会の健康ニーズはより多様化・高度化して
おり、学部での保健師教育だけでは不足する能
力をどのように強化するかが課題です。そのた
めの方策は様々あるかと思いますが、本学では
この仕組みを活かし、大学院にて不足する保健
師としてඞ要とされる専門能力の強化と研究基
礎力を身につけられないかと考えています。
いずれも教育の質担保を第一に、今後۩体的
な検討を進めていきます。これらの新たな教育
展開の検討とともに、10年を節目にベースと
なる現在の教育を見௚し、より充実した大学院
教育の発展に寄与すべく、大学院委員会として
も尽力していきたいと思います。

おわりに、これまでの10年間を振り返り、
まずは本学で初めての大学院での看護学教育を
開始するにあたりご理解・ご尽力くださった法
人・大学をはじめとする関係者の先生方に感謝
申し上げます。またこの大学院教育を持続的に
運営するために多くの皆様に支えられていま
す。院生の研究を行うためには研究にご協力い
ただく患者様・看護職・地域の皆様、倫理委員
会・事務局などのご協力が欠かせません。そし
て高度実践コースでは、実習施設・実習指導者
の皆様にもお世࿩になっております。そしてこ
の教育をԑの下で支えてくださる看護学事務課
をはじめとする学務部や各事務部門の皆様、そ
して院生の研究指導だけでなく心理的支援もؚ
めてன໷ご尽力くださっている教員の皆様に改
めてお礼申し上げます。今後ともどうぞよろし
くお願いします。

Ͱのディスカογョンの༷子ٛߨ

࿦จ発දձの༷子
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大学院委員長
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野
ㆮ

ܙ
ㆆ

美
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子
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ʕ
大学院看護学研究科博士前期課程には、主に
教育研究者を目指す教育研究コースと高度実践
看護師を目指す高度実践コースの2コースを設
置しています。
専門看護師（Certified /urse 4pecialist、以

下C/4）は特定の専門看護分野において୎ӽ
した看護実践能力をもつ看護師です。教育課程
の認定を日本看護系大学協議会（+A/P6）が、
資格認定を日本看護協会（+/A）が行ってい
ます。またナースプラクティショナー（以下
/P）については、本学では「日本看護系大学
協議会ナースプラクティショナー（+A/P6-
/P）」の認定৹ࠪ受験資格を得ることを目指
し、+A/P6による「プライマリケア看護」の
教育課程の認定を受けています。
本学における高度実践コースでは以下のディ

プロマポリシーのもと、C/4や/Pといった高
度実践看護師を育成しています。
■高度実践コースのディプロマポリシー
1ð 専߈分野において優れた臨床判断能力と看
護実践能力を身につけている。

2ð 多職種・組৫と連携・協働し、より良いケ
アを行うためにඞ要な高いコミϡニケー
ション能力とௐ੔能力、指導力を身につけ
ている。

3ð 看護実践上の課題を໌確にし、研究的かつ
組৫的に課題解決ができる基礎的能力を身
につけている。
C/4は、看護師として5年以上の実践経験を
持ち、看護系の大学院で修士課程（博士前期課
程）を修了してඞ要な୯位を取得した後に、専
門看護師認定৹ࠪに合格することで取得できる
資格です（日本看護協会）。C/4の6つの役割

「実践・相談・ௐ੔・倫理ௐ੔・教育・研究」
を果たし、施設全体や地域の看護の質向上に貢
献します。本学では2014年看護学研究科開設
時から「ຫ性看護学」「精神看護学」「฼性看護
学」「小ࣇ看護学」の分野で教育を開始してい
ます。その後、2018 年には「がん看護学」、
2020年には「࿝年看護学」においても育成を
開始し、C/4の育成を行っています。
また本学で養成している/Pは、日本看護系
大学協議会ナースプラクティショナー
（+A/P6-/P）ですが、その資格認定ن程第3
৚によると、+A/P6-/Pは「保健医療෱ࢱ現
場において病院・਍療所等と連携して、現にま
たはજ在的に健康問題を有する個人や家族、ू
ஂ、コミϡニティに対してケアとキϡアを統合
し、一定のൣғで自཯的に、࣏療的もしくは予
防的介入を行い、୎ӽした看護を提供すること
が認められた高度実践看護師」とされていま
す。求められる役割はC/4と同様、「実践・相
談・ௐ੔・倫理ௐ੔・教育・研究」の6つの役
割があります。本学では2021年に育成を開始
しました。
本学ではこれまでに、計21名の高度実践看
護師を輩出してきました。内༁は࣍の通りで
す。
■これまでの高度実践看護師（CNS、NP）合
格者（2025年12月現在）
ຫ性࣬患看護専門看護師 4名
精神看護専門看護師 1名
小ࣇ看護専門看護師 5名
がん看護専門看護師 4名
࿝人看護専門看護師 4名
ナースプラクティショナー（+A/P6-/P） 3名

1� େֶӃʗߴ౓࣮ફίʔε
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（˞科目等ཤ修生として本学でC/4科目を修
得した1名をؚむ）
なお、「がん看護学」分野では、現在、文部
科学省「࣍世代のがんプロフΣッショナル養成
プラン」事業において、̡ ਖ਼ن課程ʳがんサバ
イバーの身体的・精神的・社会的ケアや再発予
防ケアを担う看護師養成コースに4名のཤ修生
を確保しています。この事業は、がん医療の新
たなニーズや急଎ながん医療の高度化に対応で
きる医療人養成をଅ進するඞ要性から、これら
の状況を踏まえたがん専門医療人材を養成する
ため、優れた教育プログラムを開発し、大学間
で連携し、開発・提供を担う拠点を支援するも
のです（文部科学省）。「がん看護学」分野では
ཤ修生の確保と教育の他、講演会の開࠵や研究
推進等による人材育成を行い、社会にؐ元して
います。
高度実践コースに入学すると、学内での講

ٛ・演習の他に、臨床現場での実習があること
が、教育研究コースとの大きなҧいです。本学
の場合、教育研究コースの院生と同様、多くは
社会人ではありますが、実習があるため、基本
的には在学中はٳ職する院生がほとんどです。
大阪医科薬科大学病院のように、ٳ職中の経ࡁ
面をؚめたサポートがある病院もあります。
C/4の実習はその分野でのスϖシャリストに
なるためのものであるため、当વのことなが
ら、ϋイϨベルな到達度を求められます。
C/4や/Pの6つの役割「実践・相談・ௐ੔・
倫理ௐ੔・教育・研究」に基づき、各実習でそ
のテーマに応じた実習をすすめ、時には現場に
働きかけます。2年生の7月には実習成果の報
会を行っており、自身が行った看護実践や実ࠂ
習目標の到達度、得られた学びについて発表
し、参加者とともにディスΧッションをしてリ
フϨクションを深め、さらに良い看護へとつな
げていきます。この内容をฉいていますと、こ
のような看護を受けられると患者・家族として
はとても心強いだろうなと思うことが多々あり

ます。高度実践コースに入学してくる院生は、
受験資格として本学では少なくとも3年以上の
その分野での経験があることとしており、それ
以上の経験を保有していることが多く、一定の
実践は身についています。しかしながら、高度
実践コースで学Ϳことにより、よりスϖシャリ
ストとしての力を身に着けていくことはもちろ
んのこと、患者・家族や看護実践現場に対し
て、自分の看護がどのような೾及をもたらす
か、改めて自身の看護を振り返る機会ともなっ
ているのではないかと感じています。
C/4や/Pに求められる役割には「研究」も
あります。本学では「課題研究」という科目の
中でその力を身につけています。高度実践コー
スは実習もありますので、「課題研究」は教育
研究コースの「特別研究」より୯位数が少なく
設定されています。学位論文としても教育研究
コースは文献研究ʴ本研究を求められますが、
高度実践コースは本研究のみとしています。し
かしながら本学の「課題研究」の学位論文の৹
ࠪをしていると、「特別研究」と変わらないϨ
ベルの研究が行われていると感じます。実習等
で多๩なスケδϡールの中、研究を行うこと
で、自身の看護のエϏデンス構築や修了後の現
場での研究の展望につながる実感を得ることが
できているのではないかと思います。
博士前期課程での修了後のサポートですが、
教育研究コースも論文౤稿のサポートなどが続
きますが、加えて高度実践コースでは修了後に
資格認定を受けるため、担当教員はษ強会の開
などのサポートも行っています。合格したと࠵
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きは学内全体で共有するのですが、その修了生
の授業での様子や取り組んだ研究、様々な努力
が思い出され、本当によかったなと思います。
ご指導の先生方には改めて敬意を表しますとと
もにこの場をおआりしてお礼申し上げます。
大学院委員会としては、教育研究コースと同
様、これらのΧリキϡラム運営、院生サポー
ト、予定年ݶでの修了支援を行うとともに、高
度実践コースの運営として特௃的なものとして
教育課程の10年ごとのߋ新が挙げられます。
最初に認定された「ຫ性看護学」「精神看護学」
「฼性看護学」「小ࣇ看護学」はすでに1ճߋ新
しています。これから「がん看護学」、「࿝年看

護学」、/Pの「プライマリケア看護学」のߋ
新が߇えていますが、ॗ々と進めつつ、教育課
程を見௚す良い機会とできればと考えていま
す。
そして刻々と変化する社会のニーズを意識
し、ط存の教育にとらわれず、「どのように進
化していけばよいか」「現場に貢献できている
か」を常に念頭におき、さらに質の高い大学院
教育を目指していきたいと思います。いつもご
支援௖いている皆様には厚く御礼申し上げま
す。今後ともご支援賜りますよう、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

ίϩφՒ΁ͷରԠ ʵڠಇͰங͍ͨ৽ֶ͍͠ͼʵ

看護学教育センター長

ਅ
ㆾ

ܧ
ㆤㆍ

࿨
ㆉ㆚

子
㆓

ʕ

11 ίϩφՒ΁ͷରԠᶃ

2020年春、新型コロナウイルス感染症の໠
Җは、看護学教育に前ྫのない影響を与えまし
た。授業や実習の中止、感染防止対策のపఈな
ど、従来の教育方法に通用しない状況に௚面し
ました。学生の学びを్切れさせないことを最
優先に、学部全体で協力し、実習施設や大学関
係部署と連携しながら試行ࡨ誤を重ねました。
この過程で、ICTを活用した授業設計や感染対
策の仕組み化など、ة機を৐りӽえるための޻
෉が新しい教育の可能性を広げました。

1．授業での取り組み：ICT活用と柔軟な授業
設計
2020年度は、ۓ急事ଶએ言により授業開始

を一時見合わせ、事前課題を発送して学習の連

続性を確保しました。その後、オンライン授業
へのҠ行を急ぎ、オンデマンド教材の੔備、教
員向け研修、学生への接続テストを実施しまし
た。パソコン環境のௐࠪとି与により、学修機
会のެ平性にも഑ྀしました。6月からはஈ֊
的に対面授業を再開しましたが、密をආけるた
め講ٛ室間の映૾・Ի声中継を੔備し、分ࢄ授
業を実施しました。後期は、対面授業とオンラ
イン授業（;oom）を組み合わせたϋイϒリッ
ド授業を導入しました。機器の不۩合や通信ো
急アンケートにより学ۓ、が生じた際には֐
生・教員の声をूめ、時間割や運用方法の見௚
しなど、柔軟な対応を重ねました。
2021年度は、感染状況に応じて「対面」「ϋ

イϒリッド」「前面オンライン」の3つの様ࣜ
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を設計し、ඞ要に応じて切りସえました。試験
は؂ಜ体制を確保し、複数教室での分ࢄ実施を
行いました。2022年度は、原ଇ対面授業に໭
しつつ、感染やೱ厚接৮時にはオンライン受講
（;oom）を認める柔軟な運用を継続しました。
授業方針はຖ月6/IPAで周知し、変ߋ点や注
意事項をૣ期に共有して学修のࠞཚを防ぎまし
た。2023年度には、新型コロナウイルス感染
症が第5ྨ感染症にҠ行し、オンライン受講の
特別ા置もഇ止しましたが、状況変化に応じた
対応を検討し続けました。2024・2025年度も、
感染状況を注視しながら予防策とタイムリーな
情報発信を継続し、安心して学べる環境のҡ持
に努めてきました。
こうした取り組みを通じて、ICTを活用した
授業設計が定着し、オンラインと対面をద切に
組み合わせる柔軟性が培われました。また、学
習環境ௐࠪや運用マニϡアルの࡞成など、学修
機会のެ平性を支える仕組みづくりの重要性を
改めて認識しました。

2．実習でのとりくみ：安全確保と協働による
実習継続
臨地実習では、感染防止と教育の྆立という
೉題に௚面しました。2020年度は、健康観࡯
や行動記録のٛ務化、感染対策物඼のௐ達をప
ఈしました。ۓ急事ଶએ言による実習生の受け
入れ中止時には、施設や病棟の変ߋをਝ଎にௐ
੔し、学内実習に切りସえるなど、学生への不
利益が最小となるよう努めました。2021年度
は、感染症対応マニϡアルを改గし、判断基準
や報ࠂ体制を໌確化するとともに、実習前検ࠪ
や保健؅理室への体ௐ相談の仕組みを੔え、受
け入れ中止時の代ସௐ੔を行いました。2022
年度は、施設要請に応じた߅原検ࠪの導入とワ

クチン未接種者への対応を強化し、補習や௥実
習に実施により学修機会を保証しました。2023
年度以降は、第5ྨҠ行に合わせて対応を؆素
化しつつ、感染状況を注視しながら予防策をҡ
持し、学生が安全に学べる環境の確保に努めま
した。
こうした対応に加え、多くの看護系大学で学
内実習が主流となる中、本学では一部をআき臨
地実習を継続することができました。これは大
学病院をはじめとする実習施設の皆さまの格別
のご理解とご支援があってこそ実現したもので
あります。一方で、学内実習がඞ要となった際
には、受持ちケースを施設から提示いただき、
オンラインΧンフΝϨンスで看護計画を共有し
ました。実施ஈ֊では、໛ٖ患者（学生）やシ
ミϡϨーターを活用し、観࡯、アセスϝント、
ケアの実施、ධՁまでの学習サイクルを担保し
ました。感染対策のపఈとともに、補習実習や
௥実習の体制も੔え、学生の不利益を防ぐ対応
を続けました。この過程で、実習施設との協
働、柔軟なௐ੔力、感染対策の仕組み化が教育
の質を支えることを改めて学Ϳことができまし
た。

3．学びと今後の展望
コロナ禍での取り組みは、教育の在り方を見
௚すܖ機となりました。ICT活用と情報共有の
仕組み、施設との協働と安全؅理の標準化は、
学修の連続性を支える要点です。授業と実習の
双方で得た経験を活かし、学生にとって意ٛあ
る学びを提供できるよう、さらに実習施設との
連携強化を続けてまいります。この場をआり
て、多くの方々のご理解とご協力に心より感謝
申し上げます。
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ʮػةͷதͰ育·Εͨࢧԉͷ͔ͨͪ ʯ
ʵ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱΁ͷରԠͱֶޢ؃෦ͷࢧԉ活動ʵ

看護学学生生活支援センター長

஑
ㆂ㆐

西
ㆫ㆗

ӻ
ㆆㆤ

子
㆓

ʕ
2020年3月、新型コロナウイルス感染症の感
染者数が全国的に急増し、4月には੓府による
初のۓ急事ଶએ言が発令されました。大学では
授業のオンライン化やొ校制ݶが急଎に進み、
学生生活は大きく変化しました。対面での学び
や交流、課外活動が制ݶされる中、学生たちは
࿭いや不安を๊えながら、新たな生活様ࣜへށ
のద応を余ّなくされました。このような未િ
有の状況下で、学生生活支援センターは、学生
が安心して学び続けられるよう、柔軟かつஸೡ
な対応を重ねてきました。
初期ஈ֊では、感染拡大防止のための健康؅
理体制の੔備が急務となり、健康観࡯ථと行動
記録ථの࡞成・഑෍をૣ期に開始。実習期間中
にはマスク着用と健康記録の提出をඞਢとする
など、感染防止に努めました。同時に、学生の
精神的なケアも重要な課題となりました。ొ校
制ݶが続く中、外出や༑人との交流が制ݶされ
ることによるݽಠを感じる学生が少なくなく、
特に一人฻らしの学生にとっ
ては、体ௐ不良時の不安や、
୭とも言葉を交わさない日々
が精神的ෛ担となりました。
こうした状況に対応するた
め、チϡーター制度が重要な
役割を果たしました。教員が
定期的に学生と連བྷを取り、
面談を通じて不安や೰みに寄
り添いました。
学生が安全かつ安心して学
内で過ごせるよう、学内環境
੔備にも力が注がれました。

ख指ফಟ剤やඇ接৮型体温計の設置、トイϨ前
の立ち位置表示など、ࡉ部にわたる感染予防策
が講じられました。ポスターやҊ内表示による
新され、໧৯のపఈやアクリߋ発活動もਵ時ܒ
ルパーテンションの設置など、学生の行動変容
をଅす޻෉が重ねられました。
保健؅理室との連携も重要な役割を果たしま
した。ཅ性者やೱ厚接৮者への対応、ワクチン
接種状況の確認、実習前の߅原検ࠪなど、医学
的支援体制が੔備され、学生の健康を多֯的に
支える体制が構築されました。
また、学生自身による主体的な取り組みも大
きな力となりました。グループ-I/&を活用し
た情報共有や、総代・副総代を中心とした意見
ू໿により、学生の声を大学側にಧける仕組み
が築かれました。
学生同士のつながりを育む機会の確保も、重
要な課題の一つでした。2020ŋ2021年度の新入
生合同合॓は中止となりましたが、「༑達をつ

学಺ೖޱʹͯ：ର໘त͚ͨ޲ʹۀɺ
ソーγϟルディスλンスのݺͼ͔͚

学಺ೖޱʹͯ：పఈͨ͠ײછରࡦͰ
学ͼの৔ΛकΔ

11 ίϩφՒ΁ͷରԠᶄ



第4章

教育・研究活動

15
周
年
記
念
行
事

沿
革
・
あ
ゆ
み

教
育
・
研
究
活
動

寄

稿

資

料

4

77

くる機会がない」「他学部との交流を増やして
ほしい」といった声に応えるܗで、2022年度
からはオンラインによる新入生合同研修が開始
され、2023年度には感染対策を講じたうえで
対面での交流も再開されました。
2023年5月には、感染症法上の「5ྨ感染症」
へのҠ行に൐い、大学の感染対策もస換期を迎
えました。講ٛ室や演習室の一部を自習室とし
て開์するなど、学びの場はঃ々に通常のܗへ
と໭りつつあります。一方で、医療系学部にお

ける実習では、引き続き感染対策が求められ、
柔軟な対応が継続されています。学生の安全と
健康を守りながら、実践的な学びを確保するた
めの取り組みは、今なお重要な課題として位置
づけられています。
学生生活支援センターは今後も、学生一人ひ
とりが安心して学び、充実した大学生活を送る
ことができるよう、教職員や保健؅理室との連
携を深めながら、きめࡉやかな支援を続けてま
いります。
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看護学部での学びを通して、知識や技術
だけではなく、患者に寄り添う姿勢の大切さ
を実感しました。実習や授業を通して、先生
方や仲間から多くのことを学び、自分の看護
観をܗにしていくことができています。øü周
年という節目に在学していることを嬉しく思い、
今後も学びを活かして看護師として成長して
いきたいです。

ʢ2022年度ೖ学生ʣ

看護学部開設15周年おめでとうございま
す。本学は仲間と共に支え合い、時には切᛭
ୖຏして高め合いながら学べる環境であり、
充実した学生生活を送ることができています。
また、先生方のご指導を受ける中で、自分自
身の成長を日々実感しています。恵まれた環
境の下でษ強できることに感謝しながら、これ
からも学びを深めていきたいです。

ʢ2023年度ೖ学生ʣ

15周年おめでとうございます。本学での学
びを通じて、看護学の知識や技術に加えて人
として大切な姿勢を培えていることに、深く感
謝しています。特に講ٛや演習、実習を通じて
「その人らしさや願い」に着目することがඞਢ
であると実感しています。また、୔山の高性能
な設備がある環境や、熱心に指導してくださる
先生方の存在が日々の成長にܨがっています。
支えてくださる方々への感謝を胸に、残りの学
生生活をより実りあるものにしていきたいです。

ʢ2023年度ೖ学生ʣ

看護を学Ϳ中で、知識や技術だけでなく人
に寄り添う姿勢の大切さを感じています。仲
間と共に৐りӽえる経験が、自分の成長につ
ながっていることを実感するຖ日です。まだ学
びの్中ですが、これからの大学生活を通し
て看護師としての力をしっかり培っていきたい
です。

ʢ2024年度ೖ学生ʣ

大阪医科薬科大学看護学部は、患者さん
一人ひとりに寄り添える看護師を目指す私たち
にとって理想の環境です。日々の学びの積み
重ねが、私達の成長につながっていることを実
感し、未来への希望が広がっています。

ʢ2024年度ೖ学生ʣ

看護学部創立15周年・看護学研究科10
周年おめでとうございます。本学で看護学を
学べるのは家族、先生方、地域の方々の支
えがあってこそだと感じています。人々の健
康と฻らしを支えていけるような看護師を目指
して、日々の学びに感謝し努力していきたい
と思います。

ʢ2025年度ೖ学生ʣ

確立した医療知識と思考力を兼ね備えた看
護師を目指し、本学で学びたいと思っています。
医科薬科大学としての専門的な学びの環境
や、国際的視野を重視した教育方針にັ力を
感じています。人々の心に寄り添える看護を実
践できるよう、本学で多くを学び、地域社会や
医療現場に貢献していきたいです。

ʢ2025年度ೖ学生ʣ

研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һֶޢ؃෦ ੜֶࡏ
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研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һ

࣍ੈ୅΁ͷԸૹΓʵֶޢ؃෦15周年・
研究Պ1�周年ʹ寄ֶͤͯޢ؃

小ࣇ看護学分野 教授

鈴
㆙㆚

木
ㆌ

美
ㆿ

佐
㆕

ʕ

看護学部15周年、看護学研究科10周年を心より
お祝い申し上げます。
私は2017年より博士後期課程に在੶し、2022年

からは本学小ࣇ看護学分野の教員としてۈ務してお
ります。院生時代には、熱く੯しみないご指導をく
ださった先生方、共に学Ϳ仲間や先輩方との出会い
に恵まれました。大学院での学びを通して、看護実
践の現場に立٭した問いを見いだす力、人間を多面
的にଊえる視࠲を培うことができました。そこで得
た経験は、今の教育・研究・実践の確かな࣠となっ
ています。
博士後期課程でご指導いただいたധ༞子先生は、

学部生時代から修士・博士と節目ごとに小ࣇ看護の
Ԟ深さと研究の面നさを教えてくださいました。博
士後期課程入学間もない頃、研究テーマのબ定に೰
んでいた私に「真に໌らかにしたいことは何か」と
問いかけ、എ中をԡしてくださったのは、当時のധ
研究室は現在、私が使用しているこの部԰でした。
研究者として、子どもに向き合い子どもの声をௌく
覚ޛが決まった、その場面を઱໌に覚えています。
また、本学での教育・研究、特に高度実践看護教

育では、஛ଜ३子先生から多くを学ばせていただき
ました。஛ଜ先生は私の新人看護師時代の大先輩で
もあり、ԑの不思議さと学びのつながりを感じま
す。
これまでを振り返ると、数多くの出会いといただ

いたご恩に支えられて歩んでこられたことを実感し
ます。未ख़さを感じることも多い日々ですが、これ
までにお世࿩になった先生方からいただいた恩を࣍
世代へとʠ恩送りʡし、看護の学びと志をつないで
いけるよう微力ながら努めてまいります。
学部15年、研究科10年の節目を新たな出発点と
して、看護学部・看護学研究科のさらなる発展を心
より祈念申し上げます。

研究Պֶޢ؃・෦15周年ֶޢ؃
1�周年Λ祝ͬͯ

臨床医学分野 教授

҆
㇄㆙

田
ㆠ

ູ
ㆨ㆗

人
ㆨ

ʕ

この度の看護学部15周年・看護学研究科10周年
を心よりお祝い申し上げます。
私は2020年4月より੔ܗ外科学教室から医系教員
として、看護学部にෝ任いたしました。ෝ任して5
年半が過ぎ、現在は臨床医学分野に所属していま
す。看護学部の教育に対する姿勢は本当に素晴らし
く、教員の皆様の熱心な指導、教育により、学生た
ちは一人前の看護師となって社会に૥立っていくの
だなと実感しています。本学看護学部卒業の看護師
は、臨床の現場でもとても優秀だったのもよくわか
る気がしました。看護学部の立ち上げの際は、いろ
いろなごۤ࿑があったとおฉきしますが、その当時
を知る先生方も少なくなってきていると思います。
できれば、看護学部に在੶している間に少しでも、
看護学部の歴史に৮れる機会を持てればと思ってお
ります。そういう意ຯで、今後、開࠵される記念行
事や記念誌で、当時のことを知ることができること
を大変ありがたく思っております。看護学部開設後
は大学院看護学研究科も設置され、多くの大学院修
了生も輩出しています。看護学部の先生方は大学院
生の研究指導にもとても力を入れておられ、私自
身、教育だけでなく、研究に関しても看護学部で多
くのことを学ばせていただきました。私は大学退職
後には教員として教育活動をすることはないと思い
ますが、看護学部での学びを胸に臨床現場でこれか
らも看護教育に携わっていきたいと思っています。
看護学部がこの先、20年、30年、50年、100年と
ますます発展していくことを心よりお祈りして、私
からのお祝いの言葉とさせていただきます。この度
は誠におめでとうございます。
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本学へのお声かけをいただいたのは、出産のため
学を経て෮学した修士2年目のౙ、2010年のことٳ
でした。「基礎の助教を୳しているらしいけれど、
川๺さんどうかなʁ」とのお࿩をいただき、大変あ
りがたいと思う一方で、ೕࣇを๊えてのۈ務に不安
もありました。面接の際、当時の基礎看護学教授・
道重文子先生がにこやかに迎えてくださり、「私も
そうやったのよ。近くに子どもを見てくれる人を୳
して、ご൧を৯べさせてもらったりしてたわ。おۚ
で解決できることはおۚを出し」と温かい言葉をか
けてくださいました。そのྭましにഎ中をԡされ、
今日まで歩んでくることができたのだと思います。
着任後は、同室や同分野の先生方に恵まれ、ま

た、委員会活動などを通して多くの先生方からご指
導をいただき、๩しくも充実した日々を過ごしてま
いりました。病院の皆さまにも、より良い教育をと
もに考え、研究の場を提供していただくなど、恵ま
れた環境で仕事をさせていただいております。周ғ
の理解と支えの中でこれまで৐りӽえられたことに
感謝し、改めて「人に支えられて働く」ことの意ຯ
を実感しています。
学生たちはいつの時代も誠実で、一生ݒ命に自ら
の成長と向き合っています。卒業後に実習先などで
再会し、「先生、覚えていますかʁջかしいですね」
と声をかけてもらえることが、教員として何よりの
喜びです。
このたび、看護学部15周年、看護学研究科10周

年を迎えられたことに、心よりお祝い申し上げま
す。多くの方々のご尽力と温かなつながりの中で築
かれた歴史に感謝し、これからも学生とともに学
び、成長し続ける教育に力を尽くしてまいりたいと
思います。

અ໨ͷ年ʹ͜͏ࢥͱ

精神看護学分野 教授
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看護学部が15周年、看護学研究科が10周年を迎
えるこの節目の年にあたり、2023年春の着任から3
年目となった今、本学の一員として歩む੹任の重み
に身が引きకまります。着任当初から、看護学部の
教員の皆さんが学生に向ける真摯な姿勢と熱意に৮
れ、深い感銘を受けてきました。また、大阪医科薬
科大学がこれからの社会に果たす役割を見据えて取
り組み続ける姿勢は、広い視野から自分の役割をଊ
え௚す機会にもなっています。
専門である精神看護学にݶらず、分野をӽえて意

見を交わす機会も増え、Ձ஋観を共有しながら歩み
を進める日々の中で、ものごとのଊえ方も少しずつ
柔軟になってきたように感じています。また、事務
局の皆さんと仕事をご一緒する中で、協働の意ຯを
改めて感じ、その大切さを実感しました。こうした
関わりの積み重ねが、本学の確かな基൫をܗづくっ
ているのだと感じます。
医療系総合大学ならではの取り組みに৮れる場面

も多く、そのたびに新たな発見があります。医学部
や薬学部の先生方との共同研究では、多様な専門性
が交わる場だからこそ得られるܹࢗがあり、本学が
持つ可能性の広がりを、日々の対࿩を通して実感し
ています。
周年を迎える今、これまでの歩みに深い敬意を๊

きながら、࣍の10年に向けて自分がどのように貢
献できるのかを考えています。多くの方々との協力
を大切にしつつ、本学のさらなる発展に少しでも力
を尽くしていければと願います。

迎会の様子׻
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看護学部15周年・看護学研究科10周年を迎えら
れたことを心よりお祝い申し上げます。
私が最初に本学に在職したのは看護学部新設の時

でした。新しいものを一緒に創り上げていく活気あ
るงғ気の中で大学教員としての一歩を踏み出しま
した。初めてのことにށ࿭い、೰むこともありまし
たが、唯一の大部԰である助教室では同྅の先生方
と切᛭ୖຏし、ܹࢗある日々を過ごしたことがջか
しく思い出されます。
その後、博士後期課程への進学のために一୴退職

し、学生の立場も経験しました。全国で活躍する多
くの修了生の様子を見ฉきし、本学のめざましい発
展に目を見ுるとともに、博士後期課程の第1期修
了生として学位をいただけたことを大変誇らしく感
じております。諸先生方や家族の強力なサポートの
もと授業ཤ修・論文࡞成にྭみましたが、時間を๨
れるほどに学問に向き合い、研究に຅頭したあの
日々を今でも時ં思い出し、人としての෯も広げて
くれたと感じております。
その後、他学の新設校に再び教員として着任しま

したが、教員・研究者としての基൫を࡞った本学で
の経験が大変役立ったことはいうまでもありませ
ん。新ఱ地でも素晴らしい同྅に恵まれ、少しは成
長できたのではʁと思っていた໼先にごԑをいただ
き、本学に໭ってまいりました。開設当時のままの
学生ユニフΥームや྘あ;れる美しい中ఉを見ると
感慨深く、実習で再会した卒業生は実習担当指導者
として頼りになる存在となっており、大学での教育
の喜びも感じました。ڏݠさと誠実さに基づいた初
心を๨れることなく、本学のさらなる発展のため
に、もてる力を尽くし、諸先生方、学部生・院生と
共に再び邁進してまいりたいと思います。

看護学部15周年、そして看護学研究科10周年と
いう記念すべき節目にあたり、心よりお祝い申し上
げます。私自身、看護学研究科の修了生として、現
在は฼性看護学・助産学の教員として教育と研究に
携わっており、この節目を迎えることに深い喜びと
感慨を覚えています。
研究科での学びは、私の看護観を大きく広げ、実
践にཪଧちされた理論的思考の重要性を実感する機
会となりました。฼性看護・助産の分野では、いの
ちの誕生に立ち会う੹任の重さとともに、฼子やそ
の家族の一生を支え続ける専門性が求められます。
研究科で培った力は、そうした実践に内在する問い
を言語化し、学術的に୳究する姿勢へとつながって
います。
現在は教員として、学生一人ひとりと向き合いな
がら、「考え続ける力」と「支え続ける力」をいか
に育むかを日々努めています。本学では、基礎力を
養う日常的な学びに加え、学内外での多職種連携教
育など、෯広い経験を通じて実践力を備えた看護職
の育成に力を注いでいます。多様化・複雑化する社
会において、どのような現場でも柔軟に対応できる
力をもった学生たちが、本学から૥立っていくこと
を心から誇りに思います。そして私自身も、学生と
ともに学び続ける姿勢を大切にしていきたいと考え
ています。
この 15年、10年の歩みのなかで、多くの卒業

生・修了生がさまざまな場で活躍していることは、
本学の誇りであり、࣍代への大きなྭみでもありま
す。今後も、本学が看護の未来を切り୓く教育・研
究の拠点として、さらなる発展を਱げていくことを
心より願っております。

・෦15周年ֶޢͷྗΛະདྷ΁ɿ؃ޢ؃
研究Պ1�周年ʹ寄ֶͤͯޢ؃

฼性看護学・助産学分野
।教授
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看護学部15周年、大学院10周年を心よりお祝い
申し上げます。2018年に本学に着任して以来、多
くの方々との出会いを通して育てていただいたと感
じています。
学生との出会いも、私にとって大きなࡒ産です。

精神看護を担当する中で、学生が患者さんと真摯に
向き合い、೰みながら関わりの中に看護の意ຯを見
いだしていく姿に、胸が熱くなり、看護教育の尊さ
を実感してきました。大学院教育にも一部関わらせ
ていただき、より良い看護実践を目指して୳究を重
ねる院生から多くのܹࢗを受けました。
教育に加え、さまざまな委員会にも携わらせてい

ただきました。国際交流活動では、言葉や文化のน
をӽえてݒ命に理解しようとする学生たちの姿か
ら、交流のָしさと互いのҧいを尊重しながら学び
合うことの大切さを改めて感じました。
日々の教育・研究・委員会活動の中では、分野内

外の先生方から多くの助言やྭましをいただきまし
た。2020年には、新型コロナウイルス感染症が拡
大し、授業の組み௚しやオンライン化、実習施設や
物඼の確保など、これまでにない課題に取り組む中
で、先生方や実習指導者の方々と協力して学生の学
びを継続できたことは、๨れがたい経験となってい
ます。先生方と看護や教育について一緒に考える中
で、看護への思いや教育のԞ深さに気づくことがで
き、私自身の看護観や教育観を広げる大切な学びと
なりました。
こうした多くの出会いと支えの中で、私はこの学

部に育てていただきました。看護学部15周年・大
学院10周年という節目を迎え、これまでのごԑに
心から感謝するとともに、これからも先生方や学生
と共に歩みながら、本学の看護教育が豊かに実り続
けていくように力を尽くしてまいりたいと思いま
す。

大阪医科薬科大学看護学部15周年、大学院看護
学研究科10周年を迎えられましたこと、心よりお
祝い申し上げます。
私は2014年に博士前期課程の一期生として入学

し、同時に教員の道を歩み始めました。当初は大学
という文化にށ࿭い、೰むこともありましたが、諸
先生方に導かれ、教育研究者としての姿勢を一から
学ばせていただきました。
印象的なのは、コロナ禍の時期です。大学として
何をすべきかを໛ࡧし、ఀ଺することなく教職員同
士でアイデアを出し合った日々は、今も記Աに残っ
ています。あのࠔ೉な状況を一ؙとなって৐りӽえ
た経験は、看護教育の原点を改めて思いىこさせる
ものでした。
また、卒業生が今は保健師として後輩を指導した
り、大学院のディスΧッションで専門職の視点から
意見を交わす姿は、とても頼もしく感じました。自
分が関わった学生が看護職として羽ばたく姿に৮れ
るたび、教育の成果と継続の重みを実感します。さ
らに、卒業生が保健師としての就職やキャリア相談
に訪れることも多く「保健師になりたい」という種
をまく役割の大切さを感じます。学生時代のڵຯ関
心が社会での実践へとつながる過程を見ಧけられる
ことは、教育者としての喜びであり、今後のྭみと
なっています。
15周年・10周年という節目を新たな出発点とし
て、本学が地域とともに歩み、看護学における実
践・教育・研究の࣍世代を担う看護職の育成にいっ
そう寄与されることを心より祈念申し上げます。

15周年・1�周年ʹ寄ͤͯ
ʵ教育ͷܧঝͱͦͷาみʵ

ެऺӴ生看護学分野 講師
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大阪医科薬科大学看護学部が創設15周年、看護
学研究科が10周年を迎えるにあたり、心よりお祝
いを申し上げます。
私は小ࣇ看護学の助教として着任して間もない

頃、ようやく教育者としての仕事に׳れ始めた໼先
に新型コロナウイルス感染症の拡大に௚面しまし
た。初めての授業は、୭もいない教室で反応のない
パソコンに向かって行ったことを今も઱໌に覚えて
います。学生が教室にूうことができない状況で、
教育をどのように保োするのか試行ࡨ誤を重ねた
日々は、大学教員としての原点であり、社会的制ݶ
の中で「看護学教育の本質とは何か」を問い続ける
大切な機会となりました。
最近、臨地実習にෝくと、卒業生が後輩にஸೡに

指導する姿や、子どもや家族、地域に真݋に向き合
う姿に出会います。その姿は、看護専門職としての
確かな成長を示すものであり、看護学部が積み重ね
てきた歴史の確かさを実感し、誇らしく感じます。
また、看護学研究科の 10年の歩みの中、私は
2022年度入学生として博士後期課程に在੶してお
ります。研究を進める過程で幾度もࠔ೉に௚面し、
まだ学びの్上ではありますが、多くの方々に支え
られながら、研究者として一歩ずつ前進しているこ
とを実感しております。この大学で教育者として、
また研究者として成長の機会をいただけたことに深
く感謝申し上げます。ここで得た学びを基൫に、小
看護学のさらなる発展に貢献していきたいと考えࣇ
ています。
看護学部15周年・看護学研究科10周年という節
目にあたり、これまでの歴史を築かれた先輩方に敬
意を表しつつ、࣍代を担う学生と共に新たな歴史を
刻んでいけることを心より願っております。

અ໨ʹ寄ͤͯʵ教育ऀ・研究ऀ
ͱͯ͠ͷาみΛ͑ࢧΒΕͯʵ

小ࣇ看護学分野 助教

૔
ㆎ㇉

ڮ
ㆯ㆗

理
㇊

߳
ㆉ

ʕ

大阪医科薬科大学看護学部開設15周年、大学院
看護学研究科開設10周年という記念すべき年を、
皆様と一緒に迎えることができることを大変うれし
く思います。開学以来、教育・研究・社会貢献の三
本பを基൫に、多くの優秀な人材を育成し、地域社
会および学術の発展に寄与してこられたことに、心
より敬意を表します。15年・10年という歳月は決
して୹いものではなく、幾多ものࠔ೉を৐りӽえつ
つ築き上げられたي੻は、これまで本学に関わって
こられた全ての方々の努力と情熱の賜物にほかなら
ないと思います。
特に、本学の教育においては、時代の要請に応じ
た柔軟なΧリキϡラムの展開と、学生一人ひとりの
成長を支えるஸೡな指導が実を結び、これまで多く
の卒業生・修了生が活躍してこられております。研
究においても、基礎から応用に至るまで෯広い成果
をऩめてこられ、本学の存在感を一層高めていま
す。さらに、地域社会や国際的なつながりも重視
し、産学׭との協働や社会貢献活動を積極的に展開
してきたことも、本学の大きな特௃であり強みであ
ると感じています。
15周年・10周年は一つの大きな節目であると同
時に、新たな௅ઓへの出発点でもあると思います。
これからの未来を担う人材૾も多様化するなかで、
本学が培ってきた理念と実績は、これからの発展に
向けたたしかな基൫となります。これからも看護学
部・大学院看護学研究科がさらなる飛躍を਱げ、໌
るい日本の未来の実現に寄与できるよう、微力かも
しれませんが、私も精進してまいりたいと思いま
す。
結びに、これまでの看護学部、大学院看護学研究
科の歩みを支えてこられた歴代の教職員、在学生、
卒業生、修了生、そして地域社会をはじめとする多
くの関係者の皆さまに心からの感謝を申し上げると
ともに、今後ますますのご発展を祈念いたします。

ֶޢ෦։ઃ15周年ͱେֶӃ؃ֶޢ؃
研究Պ։ઃ1�周年ͷઅ໨ʹ寄ͤͯ
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関西の఻統ある大阪医科大学に看護学部が誕生し
てから、15年。開学ϝンバーとしてそのスタート
に関われたことを、今あらためて嬉しく、そして少
し誇らしく思い返しています。当時の私は教員とし
て3年目。年齢的には「एख」とݺばれるには少し
஗࡙きのスタートでしたが、「新たな場で何かを創
り上げたい」という不安と期待を๊きながらのધ出
でした。
新設の学部では、教育内容や学生支援のあり方、
Χリキϡラム、さらには学部の理念づくりに至るま
で、すべてがख୳り。࣍々に委員会が立ち上がり、
「何か始めなければ」「前に進まなければ」と、日々
に௥われるように過ごしていた当時が、今ではջか
しく思い出されます。それでも、学生たちの真݋な
まなざしや、成長のॠ間に立ち会うたびに、「ここ
で看護を教える意ຯ」が自分の中で少しずつܗに
なっていきました。๩しくもどこか温かい、かけが
えのない時間だったと感じています。
この15年の間に、医療を取り巻く環境は大きく
変化し、看護職に求められる役割もますます多様で
高度なものになってきました。そうした中で、私が
あらためて実感しているのは、࣍世代を担う学生の
育成に真摯に力を注ぐことの重要性です。この思い
は現在の研究テーマにもつながっており、看護師の
能力育成につなぐ教育プログラムの開発・実践に取
り組む中で、「現場で本当に求められる力をいかに
育んでいけるか」と日々໛ࡧを続けています。
開学当初のあの熱量と仲間とのឺが、今の私の原

点であり、支えです。15周年という節目を迎えら
れたことに、心からのお祝いと感謝をࠐめて。これ
からの看護学部の歩みが、ますます実り豊かである
ことを願っています。

఺ͱาみݪ
ʙֶޢ؃෦։ֶ15周年ʹ寄ͤͯʙ

奈良学園大学 教授

西
ㆫ㆗

Ԕ
㆞ㆮ

ః
ㆦㆂ

子
㆓

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010年4݄～17年3݄
大阪医科大学 看護学部 講師

෦Ͱͷ1�年ΛৼΓฦֶͬͯޢ؃

৿ϊٶ医療大学看護学部
看護学科 講師

ݪ
ㆯ㇉

໌
ㆀㆌ

子
㆓

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010年4݄～20年3݄
大阪医科大学 看護学部 助教

この度は、大阪医科薬科大学看護学部15周年、
看護学研究科10周年、おめでとうございます。心
よりお祝い申し上げます。今ճ、寄稿のお࿩をいた
だき、私が在੶した10年間を振り返る機会となり
ました。この場をおआりして感謝の気持ちを఻えさ
せていただきます。
私は2010年、看護学部の開学と同時に基礎看護

学領域の助教として着任いたしました。教員として
第一歩を踏み出したばかりの私は、ӈもࠨもわから
ない状況で、目の前の講ٛや演習の準備をすること
に精一ഋでした。当時は一歩ڑ཭を置いて自分の教
育を振り返ることもे分できていなかったと思いま
す。
そのような中でも心に残っているのは、多くの先
生方と出会い、学部運営や教育について学んだこと
です。学部開設後の初ճのセンター会議や委員会で
はن໿やࡉଇを࡞成し、活動内容を一から創り上げ
ていったことが印象に残っています。一つひとつの
積み重ねが学部の歴史を築いていくのだと思いまし
た。
学生との関わりでは、学生との向き合い方につい
て೰んだこともありましたが、それぞれの学生の成
長を見守るのはָしかったです。時を経て、卒業生
が大学を訪れてきてくれたり、実習先で頼もしい姿
になって再会できたりしたこともྭみとなりまし
た。
また、2016年から2年間、田中忠彌国際交流基ۚ
によりถ国のオーΨスバーグ大学へ留学の機会をい
ただきました。この経験は、ҟ文化看護学を学Ϳܖ
機になっただけでなく、海外から日本の文化や看護
について考える貴重な経験となりました。改めて、
感謝申し上げます。
節目を迎えた今、看護学部、看護学研究科がこれ
まで築いてこられた歴史に敬意を表するとともに、
今後ますますのご発展をお祈り申し上げます。

研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ 研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ
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੩ऐͷԞʹੵ΋Δ஌

愛ඤ大学大学院 医学系研究
科 看護学専߈ 教授

山
㇄ㆾ

಺
ㆄㆡ

ӫ
ㆆㆂ

子
㆓

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010年4݄～15年3݄
大阪医科薬科大学 看護学部 准教授

大阪医科薬科大学看護学部設立15周年、看護学
研究科設立10周年、心よりお祝い申し上げます。
大学のなかで、私が密かに好きな場所がありまし

た。それは、ਤॻ館の地下૔ݿです。ある日、ௐべ
物の్中で、大学ਤॻ館にݹい雑誌が所ଂされてい
ると知り、ීஈは足を踏み入れることのない地下へ
向かいました。੩ऐに包まれたۭ間にฒͿݹॻの中
に、100年以上前の『TIe -ancet』や『/ature』が
ありました。ॻ物たちは長い時を重ねてきたҖ厳を
まとっていて、素खで৮れるのがためらわれるほど
でした。ทをめくるたびに、ࢴの質感やݹॻಠ特の
߳りとともに、当時の研究者たちの思いや時代のۭ
気がࢴ面から立ち上がってくるような感覚を覚えま
した。大学の歴史の厚みと、知の஝積・継ঝという
役割の重みを、改めて実感したॠ間でした。
大学を཭れた後、看護研究雑誌を拝見する機会が

ありました。創ץから10年を経てもなお多くの౤
稿がूまっていることを知り、そこに知が創られ、
஝積され、継ঝされていく営みがଉづいていること
を感じました。そしてその営みは、様々な大学から
ूまった先生方のӳ知が、時間をかけてつながり合
い、ひとつの教育・研究の場としてܗづくられてき
た成果なのだと、深い感慨を覚えました。
当初は、ҟなる大学からूまった先生方それぞれ

の考え方やՁ஋観に৮れ、ށ࿭うこともありまし
た。でも今振り返れば、それは多様な知が交ࠩし、
融合していく貴重な時間だったのだと気づきます。
連日の議論や໷஗くまで続いた࠙談も、今ではջか
しく思い出されます。
これからの大阪医科薬科大学が、知の継ঝを大切

にしながら、未来に向けて創造的な学びの場とし
て、ますます発展されることを心より願っておりま
す。

ଟ৬छ࿈ܞ教育΁ͷظ଴

ԭೄݝ立看護大学 教授

ӝ
ㆄ㇊

㟒
㆖ㆌ

و
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༤
ㆈ

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010～12年
大阪医科大学 看護学部 助教
2013～1�年
大阪医科大学 看護学部 講師
2017～20年
大阪医科大学 看護学部 准教授
2021～22年
大阪医科薬科大学 看護学部 准教授

大阪医科薬科大学看護学部が創設15周年、看護
学研究科が創設10周年を迎えられましたこと、心
よりお祝いを申し上げます。創設以来、教職員の皆
様のご尽力によって、多くのδΣωラリスト、高度
実践看護師、研究者を育成され、看護学や看護実践
の発展に大きく貢献してこられたことは、かつて在
੶した私にとっても大きな誇りでございます。
私は学部創設時に、精神看護学領域の助教として
着任しました。先輩諸氏のご指導のもと、大学教員
として成長する機会をいただきました。なかでも印
象に残っているのは、当時掲げていた「医看融合教
育」に関する取り組みです。神経精神医学教室と附
属病院の協力のもと、2012年度から精神看護学実
習のなかで、看護学部生と医学部生が共に患者さん
を担当し、合同ΧンフΝϨンスを実施してきまし
た。大学統合後は、薬学部も加わり、三学部の学生
がそれぞれの専門的立場からࠪ定や方針を示し、議
論を深めるという実習が展開されています。学生た
ちは、患者さんの生活の質を高めるという目標を共
有できることを体験し、他の職種を尊重して連携す
る姿勢を自વと身につけていました。学生のうちか
ら、多職種協働を実践的に学べることは、貴学の大
きな特৭であり、強みであると感じております。
少子高齢化やグローバル化の進展、情報技術の発
展などといった医療を取り巻く状況の変化に柔軟に
対応していくためには、多職種が協働する力は欠か
せません。貴学の教育は、未来の医療を支える礎で
あり、その重要性はますます高まっていくものと確
信しております。最後になりましたが、貴学の看護
学部と看護学研究科のさらなるご発展と、関係者の
皆様のご健勝をお祈り申し上げます。

研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ
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ײ ँ

名ݹ԰市立大学大学院看護
学研究科 教授

久
ㆎ

อ
ㆼ

田
㆟

正
ㆾ㆕

࿨
ㆉ㆚

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
201�年4݄～21年3݄
大阪医科大学 看護学部 准教授
2021年4݄～24年�݄
大阪医科薬科大学 看護学部 教授

このたび、看護学部15周年・看護学研究科10周
年を迎えられましたこと、心よりお祝い申し上げま
す。
私が大阪医科薬科大学に在੶しましたのは、2016

年4月から2024年6月の໿8年間になります。着任
当時は௚前まで臨床で働いていたこともあり、3年
Ϳりの教育研究職ということで、「感覚」を取り໭
すのに時間を要しました。しかしながら、周ғの
方々のख厚いサポートのおӄで、何とか仕事をي道
に৐せることができました。思いىこせば当時の࿝
年看護学分野にはまだ大学院がありませんでしたの
で、博士前期課程の教育研究コースからC/4コー
ス、博士後期課程をॱに開設していきました。特に
C/4コースにおいては、現教授のṤ上容子先生と
一緒に関係各所をճり、๲大な資ྉの࡞成に໌け฻
れ、一つのコースを࡞り上げる大変さを௧感しまし
た。当時は現研究科長の鈴木久美先生をはじめ、多
くの先生、事務の方にご支援をいただき、今でも大
変感謝をしております。C/4コースは私の経験不
足ނ、不安の中でのスタートでしたが、在職時に4
名の࿝人看護専門看護師を輩出することができまし
た。現在、4名ともC/4として素晴らしい活躍をさ
れており、お会いして࿩をする度に、զ々の仕事は
間ҧっていなかったと確信させてくれます。
大阪医科薬科大学は大学院生だけでなく、学部生

の質も高く、感心させられることが多々ありまし
た。元々持っている能力も高いですが、とにかく೪
り強くひたむきに目標に向かってؤுることができ
る学生が多いです。学生が成長していく姿を見て教
育のやりがいを感じ、私自身のྐにもなりました。
感謝しています。
今後も大阪医科薬科大学看護学部・看護学研究科

がさらなる発展を਱げられますよう、心よりお祈り
申し上げます。

2015年からは大学院博士後期課程の院生として、
そして2017年からは教員として、大阪医科薬科大
学に在੶しておりました。特に院生として在੶して
いた時期は仕事と学業を྆立する日々を送ってお
り、指導教員の先生から熱心できめࡉやかなご指導
をいただきながら、なんとか研究の方向性を見失わ
ずに前進することができました。ݶられた時間の中
で学びを深める経験は決して容қではなく、先生方
や同期の支え、何より研究で関わった対象者の皆さ
まの温かいご協力があってなんとか進められていた
状ଶでしたが、その過程で培った課題に向き合う力
は、現在の仕事や研究活動においても大きなྐと
なっています。
さらに大阪医科薬科大学に在੶していた時期で、

今でも઱໌に思い出されるのは、やはり2019年以
降のCovid-19が社会に大きな影響を与えていたと
きのことです。当時は何をどうすれば学生さんたち
の学びをҡ持していけるのか、そして教育や研究活
動で関わる患者さんたちの安全を守っていけるの
か、ਖ਼解のわからないख୳りの状ଶでඞࢮで進めて
いました。授業や実習のܗଶも大きく変わる中、知
恵を出し合って臨機応変に対応するඞ要がありまし
たが、教職員や学生に皆さんも一ؙとなって取り組
んでいたなと感じています。振り返ってみればあれ
も良い思い出ʜʜとはいきませんが、ࠔ೉な状況を
৐りӽえる大きな経験になったと感じています。
振り返れば大阪医科薬科大学での経験は、教育や
研究のָしさだけでなく、どのような状況下でも学
びや教育を続ける力と協働の重要性を私に教えてく
れて、前向きに取り組む力を養ってくれました。こ
れからも微力ながら多くの学生の支えとなれるよ
う、努力を続けていきたいと思います。

େࡕҩՊༀՊେֶͰͷ教育・研究ͷ
ΛৼΓฦͬͯݧܦ

ฌݿ医科大学 看護学部
教授

෎
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子
㆓

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2015年4݄～1�年3݄
大阪医科大学大学院 看護学研究科 博士後期課程
2017年4݄～22年3݄
大阪医科薬科大学 看護学部 教員

研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ 研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ
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このたび、看護学部・看護学研究科の開設記念誌に寄稿の機
会をいただき、創設期を振り返りջかしい思い出に喜びを感じ
ています。
最初の記Աは、ژ౎ӺϏルの和৯ళで佐野浩一先生（現学長）
にお会いし、関西大学と共同学部設置Ҋを検討中だが看護学部
を設置すると࢕った場面でした。その後、着任予定の教授の
方々と1ധ合॓を行いΧリキϡラムを検討し、そこで「実践と理
論の統合」という科目を提Ҋしました。それは、看護学実習の
前後に理論（知識）を現前の事象に統合しやすくする演習と、
実習後の討論により再構築する思考の道ےづくりを目的とした
学士課程教育の神਷と考えためです。
研究科設置の準備に関しては、2012年9月27日、準備室委員
の佐野学長、事務の前田将޹氏、初代学部長林優子先生と文部
科学省を訪問したことが印象深く、ۓுのあまり待ち合わせに
一൪৐りしたことを覚えています。佐野先生のࡉやかさを反映
した文科省へのසൟな相談を重ねたおかげで、Χリキϡラム設
計や出願資格を受けた入学者への学習の保ো、また、後期課程
のਖ਼نの修業期間での修了を保োする制度設計ができたと思っ
ています。۩体的には出願資格を経た入学者への事前学習の講
ٛ、専門看護師コースと研究者コースの特別研究のࠩ別化、主
副指導教員での定期的なグループ指導の設計、後期課程出願資
格に筆頭論文2本以上の৚݅、博士学位論文の提出৚݅（日本学
術会議協力学術研究ஂ体にొ録されている学会誌への原著での
。୒）の੔備です࠾
専門看護師コースの実効性を高めるには附属病院との連携が

不可欠であり、看護部長らと定期的な会議を通じて、実習中の
職制度等の仕組みが੔いました。先日の祝լ会で当時の小野ٳ
看護部長等と再会し、附属病院の積極的な協力があり実現した
制度と改めて感じました。
教育センター長のંには、「医看融合教育」をஈ֊的に行うシ

ラバス࡞成に取り組みました。その一つが「地域医療実習」の
プログラム࡞りと実現です。2016年の入学ࣜ後に医学部の鈴木
富雄先生から大槻勝ل学長（当時）より今年中に実施のお達し
と相談を受け、在宅看護学の真継教授と準備をして、高知ݝி
の協力のもと、大川ଜの病院・਍療所・訪問看護ステーション
等を視࡯しௐ੔をしました。薬学部も入り、3学部の学生たちの
りを経て、8月4日に実習がス࡞合わせと事前学習、チームإ
タートしました。地域と協働するこの取り組みは今も「多職種
連携実習」として根付いていることに嬉しく思っています。
本学がこれからも多くの看護専門職の成長を支える場であり

続けることを願っています。

Θͬͯܞʹظ教育ͷࠜΛுΔ૑ઃޢ؃

大阪医科薬科大学 名誉教授
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子
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ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010年4݄～20年3݄
大阪医科大学 看護学部 教授

大川ଜ小松਍療所内での6人の学生と引率教員、Χϝラマンは筆者

ֶ෦ੜ・େֶӃੜͱͷֶͼ߹͍

࣎լݝ立大学 人間看護学
研究科 特任教授

஛
㆟㆐

ଜ
㇀㇉

३
㆘㇅㇓

子
㆓

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010年4݄～17年3݄
大阪医科大学 看護学部 准教授
2020年4݄～25年3݄
大阪医科薬科大学 看護学部 教授

ʢ12ܭ年ؒʣ

看護学部15周年・看護学研究科10周年、誠にお
めでとうございます。これまでを振り返って;とු
かんだޫܠは、1期生の新入生合॓でした。一緒に
ΧϨーを࡞りながら、看護学部での学びや希望など
を語り合った充実した時間でした。合॓は、学生と
教職員が力を合わせた最初の行事でした。開設後の
4年間はΧリキϡラムの基本方針にԊって、先生方
と教育や学生指導の۩体を検討していきました。と
くに実習においては一人ひとりの学生と࿩をするこ
とで、育てたい学生૾がঃ々に໌確になってきたよ
うに思います。活発な学生、思ྀ深い学生など、そ
れぞれの個性を目の当たりにし、教育は学生と共に
。り上げるものだと実感しました࡞
2014年4月には看護学研究科が開設され、博士前
期課程と博士後期課程の学生が同時に入学されまし
た。看護の実践経験をもつ院生さんの研究テーマは
多彩で、私自身も大いにܹࢗをもらいました。当
時、教授でいらしたധ先生がִिで実施された前期
課程・後期課程学生との合同θミでは、院生の研究
や研究ख法、拠り所になる理論の学習会が開࠵さ
れ、学び合うָしさを教えていただきました。この
合同θミは、ִिとはいきませんが、現在もܗを変
えて継続しています。大学院の教育においては、教
え導くというよりともに考えながら進めることで院
生さんも自分も成長してきたように思います。
大阪医科薬科大学看護学部・看護学研究科は、こ
れまで多くの優秀な人材を輩出し、ԁख़期にࠩしֻ
かろうとしています。看護学における実践・教育・
研究がますます発展していかれることを祈念いたし
ます。

研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ
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看護学部開設15周年、ならびに大学院看護学研
究科開設10周年を迎えられましたこと、心よりお
祝い申し上げます。これまで学部・研究科の発展に
尽力された多くの関係者の皆さまに、深ਙなる敬意
と感謝を表します。
私の最ऴ講ٛでも৮れましたが、ここで改めて看

護学部棟中ఉの3本の「Ֆももの木」についてご紹
介いたします。学部創設を記念し、佐野学長・理事
長、林優子元看護学部長、田中克子前教授の温かな
ご厚意により植えられたとおฉきしております。3
本の木は、春には౧৭・ബ౧৭・ന৭の可࿁なՖを
࡙かせ、ळにはࢎຯをଳびた実を結び、四قを通じ
て私たちの目と心をָしませてくれました。
私は、在職12年の間、฼性看護学と助産学を担
当し、とりわけ助産学教育に力を注いでまいりまし
た。本学では4年間で看護師と助産師の国家試験受
験資格が取得でき、4年࣍には専門科目を修めた
後、大阪府下を中心に助産学実習を行います。
在職中最もྀۤしたのは実習施設の確保でした
が、当時の産婦人科学教室教授であった大道ਖ਼ӳ前
教授をはじめ、諸先生方のご協力を賜り、多くの施
設をご紹介いただきました。心より感謝申し上げま
す。
そして、学生たちは、助産学実習で分ṯ介助や೛

産᧘婦・新生ࣇケアを重ね、少しずつ助産師らしく
成長します。その姿は、春にՖを࡙かせるՖももの
木と重なり、ຖ年3月の卒業時期には深い感慨を覚
えました。
この記念誌がץ行される頃、中ఉのՖももの木は

再びՖを࡙かせていることでしょう。Ֆと学生の成
長を重ねながら、看護学部と大学院のさらなる発展
を心より祈念いたします。

தఉͷʮՖ΋΋ͷ໦ʯɺ͘͘͢͢ͱ
ະདྷ΁

ರլ市立看護大学看護学部
教授

佐
㆕

ʑ
㆕

木
ㆌ

綾
ㆀ㇄

子
㆓

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2012年4݄～24年3݄
大阪医科薬科大学 看護学部 教授

看護学部棟中ఉの「Ֆももの木」

෦։ઃͷ͜Ζֶޢ؃

大阪医科薬科大学 医学部長
（生化学教室教授）

໼
㇄

野
ㆮ

و
㆟ㆉ

人
ㆨ

ʕ
ʲ在੶期ؒ・職位ʳ
2010～14年
大阪医科大学 看護学部 教授

看護学部15周年・看護学研究科10周年おめでと
うございます。看護学部開設から4年間にわたり専
任教員としてお世࿩になり、その後、医学部に໭っ
てからも兼担教員として看護学部・大学院で授業を
担当しています。第1期生を迎えて以来、すでに໿
1,000名もの卒業生を送り出し、近ـ地方有数の私
立大学看護学部としての地位を確立された歴代の看
護学部教員の皆さまに敬意を表します。
看護学部での4年間は私にとって大変貴重な経験
であり、また思い出深い年月でもあります。医学部
と看護学部の制度・気෩のҧいにށ࿭いながらも、
林優子先生、田中克子先生をはじめとするバイタリ
ティーあ;れる先生方にޑ෣されながら、なんとか
務めることができたように思います。授業担当者と
して以外に、入試実務委員長、看護研究雑誌編ू委
員長などとして、開設間もない看護学部の立ち上げ
に果たして少しは貢献できたでしょうか。開設した
2010年のՆはかなりの໠ॵでしたが、全教員がख
分けして、受験生募ूのために近隣の高等学校を訪
問したことも今となってはջかしいです。
委員会の委員長の他、学科会議の議長に1年間任

命されたこともありました。看護学部の教員は皆さ
ん዁度なく率௚に意見を述べられ、それまで議長と
しての経験などなかった私としては、ずいͿん஁え
られました。以来、医学部でも数えきれないほどの
会議で議長を務めてきましたが、それも看護学部で
の経験の賜物であります。
先にも記しましたとおり私は現在も看護学部で授
業を担当していますが、إ見知りの先生がほとんど
いなくなりऐしい思いもしています。当時एखで
あった助教・講師の先生方が今もどこかでご活躍し
ておられることを祈念しています。

研究Պֶޢ؃・෦ֶޢ؃ 教һݩ ෦ֶޢ؃ ଔۀੜ
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େࡕҩՊେֶֶޢ؃෦

大阪医科薬科大学病院
看護師

౉
㇏㆟

ᬑ
ㆪㆹ

ࡊ
ㆪ

ʑ
ㆪ

子
㆓

ʕ
2010年ೖ学、2014年卒業

私は༮少期にけがをして、病院にたくさんお世࿩
になりました。その経験から将来看護師になること
を志しました。進࿏を考える際、看護学部の存在を
知り、この大学で学びたいと強く思ったことを今で
も覚えています。
1期生88人の一人として入学し、先輩のいない中
での授業や実習、ユニフΥームのデβイン決め、ア
ルバム࡞成など、多くの貴重な経験を積むことがで
き、ָしく充実した学生生活を送り、教職員の皆様
や同ڃ生の支えのおかげで無事国家試験に合格いた
しました。卒業後は、ӳ語を生かして医療に携わり
たいとの思いからΧナμへ໿ 1 年間留学し、
.edical &nHlisIのDiplomaを取得しました。
国後、大阪医科大学付属病院に入職し、中ԝखؼ

術室に഑属され現在11年目となります。ख術室業
務に加え、他言語対応スタッフとして、日本語を࿩
せない患者さんへの支援や、海外の看護師・看護学
生の院内見学のҊ内も担当しています。ஂࡒや、当
院のお力添えのもと、ϝイϤークリニックやϋワイ
भのクリニックへ୹期研修もさせていただきまし
た。
すべての基礎は大阪医科大学看護学部で培われま

した。この経験を胸に、今後も看護師として成長を
続け、医療に貢献していきたいと考えています。
この度は、このような機会をいただき誠にありが

とうございます。大阪医科薬科大学看護学部15周
年・看護学研究科10周年おめでとうございます。

େֶੜ活ΛৼΓฦͬͯ

田
㆟

中
ㆪㆉ

美
ㆿ

൲
ㆌ

ʕ
2012年ೖ学、2015年卒業

この度は、看護学部15周年・大学院10周年を迎
えられましたこと、心よりお祝い申し上げます。今
ճ、記念誌に寄稿の機会をいただき、大変ޫӫに存
じます。
私の大学生活は、切᛭ୖຏできる同期生、熱心に
ご指導くださった先生方、そして看護師としての目
標となる実習先の方々との出会いに恵まれ、充実し
た4年間でした。部活動ではライフサポートクラ
ϒ、ָݭ؅部、&44に所属し、多くの学びを得るこ
とができました。ライフサポートクラϒでは一࣍・
二࣍ٹ命ॲ置の知識・技術を高めるとともに、地域
の方々へ講習会を行う中で、医療人が地域に果たす
べき役割を学びました。ָݭ؅部では院内コンサー
トを通してԻָの力を実感し、チームで協働する姿
勢を養いました。&44では他大学の学生とも交流
し、大学内外の方々の志の高さに৮れることで看護
師としての目標を高めるܹࢗを受けました。そし
て、実生活で活かすためのӳ語を学Ϳ事が出来、ָ
しむ対象となりました。大学生活においてӳ語との
良好な関係を築く事が出来た事が、私の人生をより
豊かにするものになりました。
卒業後は附属病院に就職し、先輩や同期に支えら
れ、社会人としての多くのนを৐りӽえることがで
きました。その後、語学留学を経験し、現在は臨床
からは཭れておりますが、医療関連の仕事において
これまでの学びを活かしております。
大学で築いた人とのごԑは今も続いており、私の
人生を豊かにしてくれています。これまで支えてい
ただいた皆様への感謝の気持ちを胸に、今後も௅ઓ
を続け、人として成長していきたいと考えておりま
す。最後になりましたが、大学・大学院のさらなる
発展と、学生の皆様の実りある学びを心よりお祈り
申し上げます。

෦ֶޢ؃ ଔۀੜ
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この度、大阪医科薬科大学15周年記念誌に寄稿
の機会をいただきましたこと、心より感謝申し上げ
ます。
大学生活は、授業や実習、課題、国家試験など、

目まぐるしい日々で大変なこともありましたが、同
じ夢を持つ仲間たちと過ごした時間は、とてもָし
くೱ密な4年間でした。その中でも大学在学中の一
൪の思い出は、3年࣍の領域別実習です。ຫ性期領
域の実習で、ωフローθ症ީ܈の患者さんを受け持
ち、自身で࡞成したパンフϨットを用いて退院指導
を行いました。ຖ日のΧンフΝϨンスや先生、指導
者からのアドバイスを受ける中で、長期にわたって
࣬患と向き合っている患者さんの退院を見据えて、
生きがいやՁ஋観、生活スタイルを踏まえた個別的
な看護が重要であるということを学びました。
大学卒業後は、大阪医科薬科大学附属病院のফ化

器内科病棟の看護師として4年間ۈ務しました。ফ
化器࣬患は、入退院を܁り返している患者さんや、
生活習׳に大きく࣬患が介入してくるため、退院後
の生活に不安を๊えている患者さんも多く、学生時
代に学んだ個別的な看護の重要性を௧感しました。
実習とはҧって患者さんと関わる時間もݶられてお
り、もどかしさを感じることも多くありましたが、
患者さんとのコミϡニケーションを大切にし、常に
ஸೡに接することを心がけていました。ஸೡに関
わって患者さんを知ることが、「その人らしさ」を
大切にした看護にܨがっていくと実感しました。
現在は健਍センターにۈ務の場をҠし、病気の予

防やૣ期発見に携わっており、関わる人も「病を๊
える人」から「健康に関心を持つ人」が中心となり
ましたが、働く場所はҟなっても看護の本質は変わ
らないという思いを胸に、「その人らしさ」を大切
にしたஸೡな看護を深めていくことができるよう
日々精進していきたいです。

ΜʹஸೡʹؔΘΔ͜ͱͷେ੾͞͞ऀױ

٢
㇈㆗

ॅ
㆚ㆿ

佐
㆕

ါ
㇆

美
ㆿ

ʕ
2015年ೖ学、201�年卒業

看護学部15周年、看護学研究科10周年おめでと
うございます。私は6期生として平成27年に入学し
ました。卒業後は自࣏体保健師としてۈ務し、現在
は働きながら฼校の看護学研究科に進学し、大学院
生として地域や職場にؐ元できるよう日々学びを深
めています。
学部時代を振り返ると、地元を཭れて初めての一
人฻らし、学業や部活動、生活との྆立に೰むこと
も多くありました。そんな中で、支えになったの
は、どんな時も気ܰに相談できる༑人たちの存在で
した。実習や国家試験のษ強、進࿏に໎ったとき、
互いにྭまし合いながら৐りӽえた日々は、今でも
大切な思い出です。卒業後も連བྷを取り合い、近況
を報ࠂし合える関係が続いており、これからもずっ
と大切にしていきたい素ఢな仲間に出会えたことを
心から嬉しく思います。
また、先生方は学業だけでなく生活や将来につい
ても਌身に相談に৐っていただきました。社会人に
なってからもキャリアに೰んだ際には、先生のもと
を訪ね、変わらずসإで࿩をฉいてくださる姿に何
度も支えられました。大学院進学という新たな道を
示してくださったのも先生で、この大学、この先生
方のもとで再び学びたいという思いが進学の大きな
原動力になりました。
仕事と学業の྆立は容қではありませんが、大学
院では新たな仲間との出会いもあり、互いにܹࢗし
合いながら学べる日々がとても充実しています。฼
校での学びをྐに、これからも地域に寄り添う保健
師として成長していきたいと思います。

ਓͱͷͭͳ͕Γʹ͑ࢧΒΕֶͨͼͷ
೔ʑ

大阪市 保健師

長
ㆯ

୩
㆛

઒
ㆋ㇏

ࡊ
ㆪ

ʑ
ㆪ

子
㆓

ʕ
2015年ೖ学、2019年卒業
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੨य़࣌୅ʹಘͨ΋ͷ

大阪医科薬科大学病院 産科
病棟 助産師

࿨
㇏

田
ㆠ

݁
㇆

ҥ
ㆂ

ʕ
201�年ೖ学、2020年卒業

看護学部15周年記念心よりお祝い申し上げます。
私は、この学び舎で恩師に出会い、ษ学にྭみ、
部活動を通じて一生の༑人を得ることができまし
た。
入学当初は将来の進࿏に໎いもありましたが、฼

性分野の授業を通じて、ਖ਼常分ṯであれば自身の判
断で分ṯ介助を行うことができる助産師という仕事
にັ力を感じ、助産師を志すようになりました。実
習では現場でのۓு感や命と向き合う重みをഽで感
じながら、多くの学びを得ました。また、大学では
医看融合教育に力を入れており、中でもAC-4シ
ミϡϨーションやチーム医療教育に参加することで
患者さんを多面的にଊえる力が養われたことは、現
在の助産師としての業務にも大いに役立っていま
す。
多๩な学生生活を送りましたが、支えてくれる部

活動の仲間の存在が大きな力になりました。私はバ
ドミントン部に所属し仲間と部活動にྭみ、ཱྀ行に
行ったり充実した日々を送ることができました。仲
間のྭましと先生方のご指導のおかげで実習を৐り
ӽえ、看護師国家試験と助産師国家試験の2つの国
家試験に合格できたと思っています。
現在は大阪医科薬科大学病院の産科病棟で助産師

としてۈ務し、学生時代にご指導くださった先生方
への感謝の気持ちを胸に日々多くの命と向き合って
います。今ではかつてお世࿩になった実習指導者の
立場となり、今度は自分が後輩の成長を支えられる
ことに喜びを感じています。฼校で培った学びと出
会いが今の私の原点であり、助産師としての原動力
です。素晴らしい仲間や恩師に出会えたこの学び舎
での時間は、かけがえのない宝物だと感じていま
す。
末筆ながら、この場をおआりして恩師や仲間、฼

校への感謝を申し上げるとともに、฼校のさらなる
ご発展を心からお祈り申し上げます。

学内での演習෩ܠ

看護学部15周年・看護学研究科10周年のՂ節に心より
お慶び申し上げます。そして記念誌への寄稿という貴重
な機会を賜り、心より感謝申し上げます。
今春、大阪医科薬科大学の修了ࣜで晴れ着にକを通し

たその日は、私にとって13年前の文学士に続く2度目の
学位授与ࣜでした。文学部ではӳ語とスϖイン語を専߈
し、多様な国の人々と多文化理解を深めた4年間でした。
看護学部では看護師・保健師の2つの໔ڐ取得を目指し、
臨床や在宅、行੓、産業での医療に৮れることができ、
日々新たな学びを深め続けた4年間となりました。
私が看護の道を志した動機は、文学部卒業後にۈ務し

ていたϗテルで急病の外国人ήストの対応を担った経験
からでした。接۰に加え、自身に医療や看護の知識があ
ればもっとできることがあったのではいかと実感したの
です。9年間の社会人経験を経ての入学で13歳ҟなる同
、࿭う部分もありましたがށ生ができ、初めは互いにڃ
共に演習や実習、試験や卒論にྭみ、多くの時間を共に
努力して国試までۦけൈけた༑人達は、私にとってかけ
がえのない存在となりました。
看護の学びとともに、2年࣍からは国際交流委員会の

先生方と4D(sを学び実践するグループ「/&964
ω ク サ ス

」を発
足し、初代リーμーを任せていただきました。グループ
名ωーミングの際、私は「/ursinHï看護ð, &ducationï教
育ð, 9ïֻけ合わせるð, 6niversalï全員の、全世界のð,
4ustainaCle cities and communitiesïॅみ続けられる֗づ
くりをð」という意ຯをࠐめて、ప໷で考えに考えた
「/&964」を提Ҋしました。「これでいこうʂ」と決まっ
た時の先生方やϝンバーのসإがとても嬉しかったこと
を今も覚えています。この活動ではௐࠪ研究も経験させ
ていただき、先生方と学生の共同研究論文がӳ文で完成
し2025年 5月に+-4TA(&に掲ࡌされました。2026年 3
月には/&964初の)ome CominH Dayも予定されてお
り、尊敬する先生方や共に活動したO(・現役のϝン
バーと交流が続けられることに喜びを感じています。
卒業後は急性期病院の特別個室病棟で、新人看護師と

して先輩看護師や多職種スタッフ、患者様から多くのこ
とを学ばせていただきました。そして2026年からは、在
学中より目指していた産業保健師の道に進む運びとなり、
また新たなチャϨンδに心を躍らせています。その中で
私の支えになっているのは、人として、医療人として、
看護職として大切な୔山のことを教えてくださり、いつ
もྭまし続けてくださった大阪医科薬科大学の先生方、
大学職員の皆様への感謝と฼校への誇りです。人生の宝
物となる時間を過ごした大阪医科薬科大学での4年間。
「至誠仁術」の精神を、これからも自身の心に、खに、ಏ
にࠐめ、目の前のお一人おひとりの力となり、সإを生
み出せる自分となれるよう、成長し続ける医療人であり
たいです。

ࣾձਓΛͯܦɺ৽ͨͳֶ࢜΁ͷ௅ઓͰ
ಘͨๅ෺

国立健康ة機؅理研究機構
国立国際医療センター
（ࣥ筆当時）
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2021年ೖ学、2024年卒業
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私が大学院進学を決意したのは、看護師として働
く中で、ケアの中で感じるٙ問や໎いに対して、自
信をもって語れる看護実践ができていないのではな
いかと感じていたからです。そして、パトリシア・
ベナー氏の「理論と実践が育まれたとき、専門性は
実現される」という言葉に感銘を受けたことも大き
な動機になりました。
大学院生活で最も印象に残っているのは、指導教

員からの教えであり、私の看護観や؅理観の礎と
なっています。指導では一؏して、「物事の表面的
な事実だけにとらわれることなく、そのഎ後にある
本質や༳るがない根拠を問い続ける姿勢」の大切さ
を学びました。「物事の本質」「༳るがない根拠をも
つ」ことは、現在の私の看護実践や؅理業務におけ
る思考の主࣠となっています。
また、多様な専門領域をもつ同期の存在は、私の

視野を大きく広げてくれたかけがえのないࡒ産で
す。研究や実習におけるディスΧッションでは、自
分一人では思いつかない視点が多く、ڱくなりがち
だった思考が解์され、新しい学びを得ることがで
きました。院生室での語り合いは、専門性を高め合
う場として、最良の学習環境でした。
現在は、大阪医科薬科大学病院の精神科病棟およ

び外来にて、看護師長兼精神看護専門看護師とし
て、病棟・外来の؅理運営、看護師の教育、チーム
活動（身体߆ଋ最小化・自ࡴ再اਤ防止のためのٹ
急患者精神科継続支援・認知症ケア・ٮ待防止な
ど）に携わっています。大学院生活での学びや経験
は、日々の看護実践の中で確かな力となっており、
ご指導くださった先生方、同期の存在があってこ
そ、今の私があることに深く感謝しております。฼
校の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。

େֶӃͰͷֶͼͱࠓʹͭͳ͕Δ࣮ફ

大阪医科薬科大学病院
看護部所属 看護師長・
専門看護師ï兼務）
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ʕ
看護学研究科 2014年ೖ学、201�年卒業
ྍཆ生活支援看護学ྖҬ・ਫ਼ਆ看護学ʢ高度࣮ફ
ίースʣ

看護学部創立15周年看護学研究科10周年おめで
とうございます。
私は訪問看護師として活動をしていますが、臨床
経験を重ねる中で、何か物足りなさを感じるように
なっていました。そんな時、大学院のことを知り、
授業についていけるかという不安はありましたが、
学Ϳことでこの物足りなさの理༝がわかるかもしれ
ないと思い、入学を決意しました。
大学院では課題と研究に日々௥われ、仕事との྆
立は想૾以上にࠔ೉でしたが、多くの学びを得るこ
とができました。授業では自分の考えを言語化する
ことが೉しく、これまで感覚や経験に頼って看護の
実践を行っていたと振り返る機会となりました。ま
た、大学院に入る前は、看護研究は無関係だと思っ
ていましたが、研究を進めていくうちに、研究と実
践は一体であり、྆者が結びつくことでより良い看
護が提供できることを学びました。そして、私が感
じていた物足りなさは実践と理論の統合、つまり経
験をཪ付ける知識や理論の不足だったのだと気づく
ことができました。
大学院修了後も訪問看護師として活動を続けてい
ますが、得た知識によって自分の看護にしっかりと
基൫が築かれ、実践に自信を持てるようになりまし
た。また、スタッフに対しても、看護を言語化して
఻えることが以前よりできるようになったと感じて
います。
そして、大学院では多くの院生や先生に出会い、
授業では多くの意見交換を通じて自分の看護観を深
めることができました。一緒に೰み、ྭまし合いな
がら課題に取り組んできた仲間とは、今でもษ強会
をしています。私にとってษ強会は日々の看護を振
り返り、໌日からؤுろうと思える大切な時間と
なっています。
自分の看護を振り返り、学Ϳことで自信を持たせ
てくれたこと、学び続けることの大切さや面നさを
教えてもらい、出会いをもたらしてくれた大学院に
感謝しています。

ଟ͘ͷֶͼ΍ग़ձ͍Λ΋ͨΒͯ͠
͘ΕͨେֶӃ

医療法人ܒ༑会 高槻うのՖ
訪問看護ステーション
؅理者
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201�年ೖ学、2020年修了
஍ҬՈ଒支援看護学ྖҬ 在୐看護学෼野
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大阪医科薬科大学 看護学部創立15周年、ならび
に大学院看護学研究科開設10周年という記念すべ
き節目を迎えられましたこと、心よりお祝い申し上
げます。
在学中は、鈴木久美先生、南口ཅ子先生をはじ

め、多くの先生方から心温まる熱心なご指導を賜
り、深く感謝申し上げます。貴学では、がん看護専
門看護師として複雑な看護現象を構造的にଊえ、看
護理論をద用して深く考࡯することで、目の前の問
題をద切に೺Ѳする高度な思考の重要性を体得いた
しました。これは、複雑な臨床現場において、患者
さんにより良いケアを提供するために不可欠な思考
の࿮組みです。
特に鈴木先生には、時間を問わず熱心に指導して

いただきました。振り返れば入学当初、目の前の問
題をద切にଊえられず、深く೰む時期がありまし
た。そのような時、ご指導のऴ൫で「あなたが成長
するためだったらいつでも協力する」という力強い
お言葉をかけていただけたことは、私の最大のྭみ
となり無事に卒業へと導いてくださいました。
この言葉と先生方から受けた教育のおかげで、私

は今、臨床現場で専門看護師として尽力できていま
す。先生方から授けていただいた高度な知識と思考
の࿮組みは、実践するには೉しさもありますが、今
後もこれを๨れず、日々精進し、患者さんとチーム
のために考え実践していく所存です。
貴学での学びと経験は、私の看護人生の༳るぎな

い礎です。貴学がこれからも日本の医療・看護の質
向上に貢献し続けられることを心から願っておりま
す。
大阪医科薬科大学 看護学部・大学院のさらなる

発展と、教職員・学生の皆様のご健勝を心より祈念
申し上げ、祝辞とさせていただきます。

଄తʹଊ͑Δɿߏ৅Λݱޢ؃
ઐ໳ࢣޢ؃ͷ໋࢖

関西ి力病院 がん看護専門
看護師
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ʕ
2022年ೖ学、2024年卒業
ྍཆ生活支援看護学 がΜ看護学෼野

஥ؒͱ育Μͩޢ؃研究ͷي੻

ฌݿ大学看護学部看護学科
।教授

中
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ʕ
201�年ೖ学、2021年卒業
஍ҬՈ଒支援看護学ྖҬ ฼ੑ看護学

入学当初、同期生8名と科目ཤ修生2名、計10名
でのスタートでした。年齢もഎܠもҟなる仲間達
と、互いに支え合いながら学びを深めた日々は、今
でも઱໌に思い出されます。
ロδャースのӳ語ಡ解に頭を೰ませ、看護科学の
パラμイムస換についての発表、ӳ語でのポスター
セッションに௅ઓしたことなど、どれもかけがえの
ない経験でした。学びの合間に開かれた同期会で
は、研究の೰みを共有し、ྭまし合いながらឺを深
めることができました。また、仲間の結ࠗや出産、
卒業ࣜなどの節目には、喜びを分かち合い、門出を
祝えたことは、今でも心に残る温かな思い出です。
とりわけ、仲間が出産した子どもが成長していく姿
は、私達自身の歩みと重なり、ともに成長してきた
ような感覚を๊かせてくれます。その子の成長を見
守ることは、私たちが歩んできた年月の証であり、
仲間とのឺを深く感じるॠ間でもあります。
特論やθミ、中間発表を通して、自身の研究テー
マに真摯に向き合い、副指導の先生方や皆様からの
助言を受けながら試行ࡨ誤を重ねた日々は、看護研
究のԞ深さとັ力を実感する時間でもありました。
とりわけ、佐々木先生のもとでの学びは、研究者と
しての基൫を築くうえで大きな支えとなりました。
加えて、博士課程での研究を通じて、自分の研究が
まだ్上であることを௧感し、卒業後もその問いを
௥い続けています。私の研究課題である「予防が可
能な子ٶᰍがんのጶ患を防ぐこと」に関しては、現
在も継続して取り組み、看護の実践と研究の྆面か
らアプローチを続けています。
この10年という節目に、看護学研究科での学び
が、私の看護実践と研究の土台となっていること
を、改めて深く感じております。

研究Պֶޢ؃ मྃੜ
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私は、臨床における看護経験のなかで「患者のۤ
しみに、私たち看護師はどのように寄り添えるの
か」「人が人を看るとはどういうことなのか」と
いった「౴えのない問い」と出会ってきました。こ
うした問いを深めたいという思いが私を఩学へと導
き、఩学を携えて再び看護の世界へ໭ることを決心
し、看護学研究科博士後期課程の門ށをୟきまし
た。
「఩学での学びを看護実践に活かし、看護学の発
展に寄与したい」という願いから、私の研究では、
఩学的視࠲、特に現象学や実存఩学を土台としなが
ら、ケアの意ຯを問い௚すことを試みました。理論
的な୳究の中で臨床経験にཪଧちされた感覚との間
にΪャップを感じることが多々ありましたが、この
ᷤ౻こそが看護における実践と理論のݒけڮになる
と信じて歩み続けました。
そのなかで、人の存在に深く関わる「ケア」とい

う営みを୯なる行ҝとしてではなく、関係性や相互
用、௜໧の中にある感情の動きにまで目を向ける࡞
ことの大切さに気づきました。このような఩学と看
護の双方からの学びを得ることができたのは、赤澤
千春先生や小林道ଠ࿠先生をはじめとする先生方が
専門性のҧいにとらわれず、私の問いや姿勢を尊重
し、ときに厳しく、ときに਌身に、研究者として人
として、私を育ててくださったからだと思っていま
す。先生方のご指導には常に感謝の思いでいっͺい
です。
また、学༑たちの存在は何よりの支えでした。仕

事と家ఉ、博士後期課程を同時進行させることはඇ
常に೉しいことでした。θミ準備、研究発表前の不
安、失ഊした時のམちࠐみʜʜそれらすべてを共有
し、ྭまし合いながら過ごした時間は、何物にも代
えがたいࡒ産です。
この博士後期課程での学びと出会いは、私にとっ

てʠ学術ʡを超えた人生の節目でした。今後も看護
実践と఩学的思ࡧをԟؐしながら、看護教育や臨床
実践の現場において、఩学的思考を内包した看護実
践のあり方を提Ҋし、より豊かなケアの創造に貢献
していきたいと考えています。

ʠֶज़ʡΛ௒͑ͨਓੜͷઅ໨ͱͳͬͨ
՝ఔͰͷֶͼͱग़ձ͍ظޙതֶ࢜ޢ؃

医療創生大学 教授
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看護学研究科 201�年ೖ学、2019年修了
Ҡ২・࠶生医ྍ看護学ྖҬʢ博士後期課程ʣ
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Պֶޢ෦؃ֶޢ؃

̍ɼೖֶऀ਺ͷਪҠ

年度 ೖ学者数
2010 年度 ��
2011 年度 ��
2012 年度 ��
2013 年度 92
2014 年度 ��
2015 年度 �9
201� 年度 �5
2017 年度 94
201� 年度 ��
2019 年度 �7
2020 年度 �9
2021 年度 93
2022 年度 ��
2023 年度 �9
2024 年度 �5
2025 年度 97

ೖ学者数߹ܭ 142�

̎ɼֶޢ؃෦ ଔऀۀ਺ͷਪҠ

年度 卒業者数
2013 年度 �5
2014 年度 �3
2015 年度 �5
201� 年度 93
2017 年度 �9
201� 年度 �4
2019 年度 �4
2020 年度 �7
2021 年度 �2
2022 年度 �2
2023 年度 ��
2024 年度 �9

卒業者数߹ܭ 1029

̏ɼࢣޢ؃ɺ อ݈ࢣɺ ॿࠃࢣ࢈Ոݧࢼ डऀݧ਺ɺ ߹֨ऀ਺ɺ ߹֨཰ͷਪҠ

年度
डݧ者数 ߹֨者数 ߹֨཰ શࠃฏۉ

新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 શମ
2013ʢฏ成 25ʣ年度

ୈ 103 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �5 ʵ �4 ʵ 9���� ʵ 95�2� �9���

2014ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 104 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �3 ʵ �3 ʵ 100� ʵ 95�5� 90�0�

2015ʢฏ成 27ʣ年度
ୈ 105 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �5 ʵ �5 ʵ 100� ʵ 94�9� �9�4�

201�ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 10� ճ看護師ࠃՈݧࢼ 93 ʵ 91 ʵ 97��� ʵ 94�3� ���5�

2017ʢฏ成 29ʣ年度
ୈ 107 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �9 1 �9 1 100� 100� 9��3� 91�0�

201�ʢฏ成 30ʣ年度
ୈ 10� ճ看護師ࠃՈݧࢼ �4 ʵ �4 ʵ 100� ʵ 94�7� �9�3�

2019ʢྩ和ݩʣ年度
ୈ 109 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �4 1 �4 1 100� 100� 94�7� �9�2�

2020ʢྩ和̎ʣ年度
ୈ 110 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �7 ʵ �� ʵ 9��9� ʵ 95�4� 90�4�

2021ʢྩ和̏ʣ年度
ୈ 111 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �2 1 �2 1 100� 100� 9��5� 91�3�

2022ʢྩ和̐ʣ年度
ୈ 112 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �2 ʵ �2 ʵ 100� ʵ 95�5� 90���

2023ʢྩ和̑ʣ年度
ୈ 113 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �� ʵ �� ʵ 100� ʵ 93�2� �7���

2024ʢྩ和̒ʣ年度
ୈ 114 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �9 ʵ �� ʵ 9��9� ʵ 95�9� 90�1�

߹֨者数߹ܭ 1024 3

ݧࢼՈࠃࢣޢ؃

年度
डݧ者数 ߹֨者数 ߹֨཰ શࠃฏۉ

新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 શମ
2013ʢฏ成 25ʣ年度

ୈ 100 ճ保健師ࠃՈݧࢼ �3 ʵ �0 ʵ 9��4� ʵ ����� ���5�

2014ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 101 ճ保健師ࠃՈݧࢼ �3 ʵ �3 ʵ 100� ʵ 99��� 99�4�

2015ʢฏ成 27ʣ年度
ୈ 102 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 49 ʵ 4� ʵ 93�9� ʵ 92��� �9���

201�ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 103 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 ʵ 33 ʵ 100� ʵ 94�5� 90���

2017ʢฏ成 29ʣ年度
ୈ 104 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 1 33 1 100� 100� �5��� �1�4�

201�ʢฏ成 30ʣ年度
ୈ 105 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 27 ʵ 27 ʵ 100� ʵ ���1� �1���

2019ʢྩ和ݩʣ年度
ୈ 10� ճ保健師ࠃՈݧࢼ 35 ʵ 35 ʵ 100� ʵ 9��3� 91�5�

2020ʢྩ和̎ʣ年度
ୈ 107 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 37 ʵ 37 ʵ 100� ʵ 97�4� 90�4�

2021ʢྩ和̏ʣ年度
ୈ 10� ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 ʵ 33 ʵ 100� ʵ 93�0� �9�3�

2022ʢྩ和̐ʣ年度
ୈ 109 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 37 ʵ 37 ʵ 100� ʵ 9���� 93�7�

2023ʢྩ和̑ʣ年度
ୈ 110 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 ʵ 33 ʵ 100� ʵ 97�7� 95�7�

2024ʢྩ和̒ʣ年度
ୈ 111 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 34 ʵ 34 ʵ 100� ʵ 9��4� 94�0�

߹֨者数߹ܭ 511 1

อ݈ࠃࢣՈݧࢼ

年度
डݧ者数 ߹֨者数 ߹֨཰ શࠃฏۉ

新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 શମ
2013ʢฏ成 25ʣ年度
ୈ 97 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 5 ʵ 5 ʵ 100� ʵ 97��� 9��9�

2014ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 9� ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 4 ʵ 4 ʵ 100� ʵ 99�9� 99�9�

2015ʢฏ成 27ʣ年度
ୈ 99 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99��� 99���

201�ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 100 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 7 ʵ 7 ʵ 100� ʵ 93�2� 93�0�

2017ʢฏ成 29ʣ年度
ୈ 101 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�4� 9��7�

201�ʢฏ成 30ʣ年度
ୈ 102 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�9� 99���

2019ʢྩ和ݩʣ年度
ୈ 103 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�5� 99�4�

2020ʢྩ和̎ʣ年度
ୈ 104 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 7 ʵ 7 ʵ 100� ʵ 99�7� 99���

2021ʢྩ和̏ʣ年度
ୈ 105 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�7� 99�4�

2022ʢྩ和̐ʣ年度
ୈ 10� ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 7 ʵ 7 ʵ 100� ʵ 95�9� 95���

2023ʢྩ和̑ʣ年度
ୈ 107 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�3� 9����

2024ʢྩ和̒ʣ年度
ୈ 10� ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�3� 9��9�

߹֨者数߹ܭ 72 0

ॿࠃࢣ࢈Ոݧࢼ
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Պֶޢ෦؃ֶޢ؃

̍ɼೖֶऀ਺ͷਪҠ

年度 ೖ学者数
2010 年度 ��
2011 年度 ��
2012 年度 ��
2013 年度 92
2014 年度 ��
2015 年度 �9
201� 年度 �5
2017 年度 94
201� 年度 ��
2019 年度 �7
2020 年度 �9
2021 年度 93
2022 年度 ��
2023 年度 �9
2024 年度 �5
2025 年度 97

ೖ学者数߹ܭ 142�

̎ɼֶޢ؃෦ ଔऀۀ਺ͷਪҠ

年度 卒業者数
2013 年度 �5
2014 年度 �3
2015 年度 �5
201� 年度 93
2017 年度 �9
201� 年度 �4
2019 年度 �4
2020 年度 �7
2021 年度 �2
2022 年度 �2
2023 年度 ��
2024 年度 �9

卒業者数߹ܭ 1029

̏ɼࢣޢ؃ɺ อ݈ࢣɺ ॿࠃࢣ࢈Ոݧࢼ डऀݧ਺ɺ ߹֨ऀ਺ɺ ߹֨཰ͷਪҠ

年度
डݧ者数 ߹֨者数 ߹֨཰ શࠃฏۉ

新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 શମ
2013ʢฏ成 25ʣ年度

ୈ 103 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �5 ʵ �4 ʵ 9���� ʵ 95�2� �9���

2014ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 104 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �3 ʵ �3 ʵ 100� ʵ 95�5� 90�0�

2015ʢฏ成 27ʣ年度
ୈ 105 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �5 ʵ �5 ʵ 100� ʵ 94�9� �9�4�

201�ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 10� ճ看護師ࠃՈݧࢼ 93 ʵ 91 ʵ 97��� ʵ 94�3� ���5�

2017ʢฏ成 29ʣ年度
ୈ 107 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �9 1 �9 1 100� 100� 9��3� 91�0�

201�ʢฏ成 30ʣ年度
ୈ 10� ճ看護師ࠃՈݧࢼ �4 ʵ �4 ʵ 100� ʵ 94�7� �9�3�

2019ʢྩ和ݩʣ年度
ୈ 109 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �4 1 �4 1 100� 100� 94�7� �9�2�

2020ʢྩ和̎ʣ年度
ୈ 110 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �7 ʵ �� ʵ 9��9� ʵ 95�4� 90�4�

2021ʢྩ和̏ʣ年度
ୈ 111 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �2 1 �2 1 100� 100� 9��5� 91�3�

2022ʢྩ和̐ʣ年度
ୈ 112 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �2 ʵ �2 ʵ 100� ʵ 95�5� 90���

2023ʢྩ和̑ʣ年度
ୈ 113 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �� ʵ �� ʵ 100� ʵ 93�2� �7���

2024ʢྩ和̒ʣ年度
ୈ 114 ճ看護師ࠃՈݧࢼ �9 ʵ �� ʵ 9��9� ʵ 95�9� 90�1�

߹֨者数߹ܭ 1024 3

ݧࢼՈࠃࢣޢ؃

年度
डݧ者数 ߹֨者数 ߹֨཰ શࠃฏۉ

新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 શମ
2013ʢฏ成 25ʣ年度

ୈ 100 ճ保健師ࠃՈݧࢼ �3 ʵ �0 ʵ 9��4� ʵ ����� ���5�

2014ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 101 ճ保健師ࠃՈݧࢼ �3 ʵ �3 ʵ 100� ʵ 99��� 99�4�

2015ʢฏ成 27ʣ年度
ୈ 102 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 49 ʵ 4� ʵ 93�9� ʵ 92��� �9���

201�ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 103 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 ʵ 33 ʵ 100� ʵ 94�5� 90���

2017ʢฏ成 29ʣ年度
ୈ 104 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 1 33 1 100� 100� �5��� �1�4�

201�ʢฏ成 30ʣ年度
ୈ 105 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 27 ʵ 27 ʵ 100� ʵ ���1� �1���

2019ʢྩ和ݩʣ年度
ୈ 10� ճ保健師ࠃՈݧࢼ 35 ʵ 35 ʵ 100� ʵ 9��3� 91�5�

2020ʢྩ和̎ʣ年度
ୈ 107 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 37 ʵ 37 ʵ 100� ʵ 97�4� 90�4�

2021ʢྩ和̏ʣ年度
ୈ 10� ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 ʵ 33 ʵ 100� ʵ 93�0� �9�3�

2022ʢྩ和̐ʣ年度
ୈ 109 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 37 ʵ 37 ʵ 100� ʵ 9���� 93�7�

2023ʢྩ和̑ʣ年度
ୈ 110 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 33 ʵ 33 ʵ 100� ʵ 97�7� 95�7�

2024ʢྩ和̒ʣ年度
ୈ 111 ճ保健師ࠃՈݧࢼ 34 ʵ 34 ʵ 100� ʵ 9��4� 94�0�

߹֨者数߹ܭ 511 1

อ݈ࠃࢣՈݧࢼ

年度
डݧ者数 ߹֨者数 ߹֨཰ શࠃฏۉ

新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 卒ط 新卒 શମ
2013ʢฏ成 25ʣ年度
ୈ 97 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 5 ʵ 5 ʵ 100� ʵ 97��� 9��9�

2014ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 9� ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 4 ʵ 4 ʵ 100� ʵ 99�9� 99�9�

2015ʢฏ成 27ʣ年度
ୈ 99 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99��� 99���

201�ʢฏ成 2�ʣ年度
ୈ 100 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 7 ʵ 7 ʵ 100� ʵ 93�2� 93�0�

2017ʢฏ成 29ʣ年度
ୈ 101 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�4� 9��7�

201�ʢฏ成 30ʣ年度
ୈ 102 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�9� 99���

2019ʢྩ和ݩʣ年度
ୈ 103 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�5� 99�4�

2020ʢྩ和̎ʣ年度
ୈ 104 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 7 ʵ 7 ʵ 100� ʵ 99�7� 99���

2021ʢྩ和̏ʣ年度
ୈ 105 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�7� 99�4�

2022ʢྩ和̐ʣ年度
ୈ 10� ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ 7 ʵ 7 ʵ 100� ʵ 95�9� 95���

2023ʢྩ和̑ʣ年度
ୈ 107 ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�3� 9����

2024ʢྩ和̒ʣ年度
ୈ 10� ճ助࢈師ࠃՈݧࢼ � ʵ � ʵ 100� ʵ 99�3� 9��9�

߹֨者数߹ܭ 72 0

ॿࠃࢣ࢈Ոݧࢼ
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年度 主なब職ઌ

2013 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ3� ਓʣ
大阪ཱࢢ大学医学部附属ප院ʢ7 ਓʣ
ཎ川キϦスト教ප院ʢ4 ਓʣ
࣎լ医科大学医学部附属ප院ʢ4 ਓʣ　ଞ

2014 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ37 ਓʣ
大阪大学医学部附属ප院ʢ5 ਓʣ
౎大学医学部附属ප院ʢ5ژ ਓʣ
大阪ཱࢢ大学医学部附属ප院ʢ4 ਓʣ　ଞ

2015 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ35 ਓʣ
大阪大学医学部附属ප院ʢ4 ਓʣ
ප研究ηンλーʢ4ث॥؀ཱࠃ ਓʣ
ཎ川キϦスト教ප院ʢ4 ਓʣ　ଞ

201� 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ45 ਓʣ
ප研究ηンλーʢ5ث॥؀ཱࠃ ਓʣ
大阪医科大学ࡾౡೆප院ʢ3 ਓʣ
ཎ川キϦスト教ප院ʢ3 ਓʣ　ଞ

2017 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
新Ѩ෢山ප院ʢ3 ਓʣ
大阪ࡍࠃがΜηンλーʢ1 ਓʣ
大阪ཱࢢ総߹医ྍηンλーʢ1 ਓʣ　ଞ

201� 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
Ѫછڮප院ʢ2 ਓʣ
大阪ࢢʢ2 ਓʣ
大阪ਫ਼ਆ医ྍηンλーʢ2 ਓʣ　ଞ

2019 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
大阪ཱࢢ大学医学部附属ප院ʢ5 ਓʣ
大阪ࢢʢ3 ਓʣ
౎大学医学部附属ප院ʢ2ژ ਓʣ　ଞ

2020 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
大阪赤ेࣈප院ʢ4 ਓʣ
ʢ3ࢢ౎ژ ਓʣ
高௬赤ेࣈප院ʢ1 ਓʣ　ଞ

2021 年度
大阪医科薬科大学附属ප院ʢ53 ਓʣ
大阪ެཱ大学医学部附属ප院ʢ2 ਓʣ
関西ి力ප院ʢ2 ਓʣ
大阪ࢢʢ2 ਓʣ　ଞ

2022 年度
大阪医科薬科大学ප院ʢ50 ਓʣ
大阪ެཱ大学医学部附属ප院ʢ3 ਓʣ
大阪ࢢʢ3 ਓʣ
大阪෎ࡁ生会த௡ප院ʢ2 ਓʣ　ଞ

2023 年度
大阪医科薬科大学ප院ʢ51 ਓʣ
౎大学医学部附属ප院ʢ2ژ ਓʣ
大阪฼子医ྍηンλーʢ2 ਓʣ
大阪ެཱ大学医学部附属ප院ʢ2 ਓʣ　ଞ

2024 年度
大阪医科薬科大学ප院ʢ53 ਓʣ
大阪ཱࢢ総߹医ྍηンλーʢ4 ਓʣ
大阪大学医学部附属ප院ʢ3 ਓʣ
ප研究ηンλーʢ2ث॥؀ཱࠃ ਓʣ　ଞ

年度 主なਐ学ઌ
2013 年度 学ཹ学ʢ2ޠ ਓʣ
2014 年度 和Վ山ཱݝ医科大学助࢈学専߈科ʢ1 ਓʣ

2015 年度 ࿏Ճࡍࠃ大学大学院ʢ1 ਓʣ
Ѫਔ会看護助࢈専門学校ʢ1 ਓʣ　ଞ

201� 年度 和Վ山ཱݝ医科大学ʢ2 ਓʣ　ଞ

2017 年度 大阪大学大学院ʢ1 ਓʣ
Ԭ山大学ཆ護教་ಛผผ科ʢ1 ਓʣ　ଞ

201� 年度 Ԭ山大学大学院ʢ1 ਓʣ
大阪大学大学院ʢ1 ਓʣ　ଞ

2019 年度 和Վ山ཱݝ医科大学ʢ2 ਓʣ　ଞ

2020 年度 ۚ୔大学ཆ護教་ಛผผ科ʢ1 ਓʣ
౦ژ౎ཱ大学助࢈学専߈科ʢ1 ਓʣ　ଞ

2021 年度 大阪大学大学院ʢ1 ਓʣ
大阪ϋΠテΫϊϩジー専門学校ʢ1 ਓʣ

2022 年度 ʕ

2023 年度 ౦ژ医ྍ保健大学和Վ山助࢈専߈科ʢ1 ਓʣ
ๅ௩大学助࢈専߈科ʢ1 ਓʣ

2024 年度 Ѫਔ会看護助࢈専門学校 助࢈学科ʢ1 ਓʣ

̑ɼ֤ظଔۀੜͷ寄ଃ඼

̒ɼֶޢ؃෦౩͓Αͼֶޢ؃෦研究౩ʹ͓͚Δओͳվम޻事

̑ɼ֤ظଔۀੜͷ寄ଃ඼

卒業年度 卒業期 ଃ඼د

2013 年度 1 期生 ホールΫϩッΫ　̍୆

2014 年度 2 期生 ৆ঢ়ຍ　̍ຕ

2015 年度 3 期生 Ψーσンテーϒルηット　̍式

201� 年度 4 期生 Ψーσンテーϒルηット　̍式

2017 年度 5 期生 アンテΟーΫϛϥー　　　̍ຕ

201� 年度 � 期生 木੡νΣア　̔٭

2019 年度 7 期生 μストϘッΫス　1 ୆

2020 年度 � 期生 ڸ

2021 年度 1 期生 ʕ

2022 年度 2 期生 ֻけ࣌ܭ

2023 年度 3 期生 ԰外༻テーϒル・νΣアηット

2024 年度 4 期生 σジλル࣌ܭ

̒ɼֶޢ؃෦౩͓Αͼֶޢ؃෦研究౩ʹ͓͚Δओͳվम޻事

卒業年度 ଃ඼د
2005 年度 ・看護学部౩　ॡ޻
2010 年度 ・看護学部研究౩　ॡ޻

2012 年度 ・உ子学生ߋҥࣨの新設、ঁ子学生ߋҥࣨおよͼத会ٞࣨの֦ு
・࣮शࣨ ～̍̑ の改修ʢηルϑトϨーχングルーム、機ࡐ保ݿ؅ʣおよͼ࣮ࣨݧの整備

2013 年度

・看護学部౩ݰ関前にެࣔ༻ࣔܝ൘を設置
・学部長ࣨを研究ࣨ 2 ࣨʢݱɿ207・20�ʣに改修
・教ࣨ ・̍̎ ʢݱɿ講ٛࣨ̏ʣの可動式ؒ࢓੾ఫڈ
・࣮शࣨ ・̍̎ にน໘ऩೲ୨を設置
・会ٞࣨ 3 を৺理࣮݉ࣨݧ໘ஊࣨに改修
・看護学部事務ࣨの改修ʢキϟϦアサポートルーム、看護学࣮ફ研究ηンλーの新設ʣ
・ίϐーίーφーおよͼچキϟϦアサポートルームを研究ࣨʢݱɿ大学院研究ࣨ 2ʣに改修

2014 年度
・看護学部౩ 1 ֊研究ࣨ 1、4、5ʢݱɿ教員研究ࣨ -102・-102ʣのর໌૿設
・看護学部౩講ಊԼの多目的ࣨを大学院研究ࣨʢݱɿ大学院研究ࣨ̍ʣに改修
・大学院研究ࣨ 1・2 と 4・5 を教員ࣨ 2 ࣨʢݱɿ教員研究ࣨ -101・ -102ʣに改修

201� 年度 ・看護学部౩　学生༻ 8J�'J 設備ಋೖ

201� 年度
・講ಊに࠲席දࣔプϨートを設置
・看護学部౩ 1 ֊講ಊԼに、多目的ࣨ 1・2 を新設
・講ٛࣨ 3 にϊートܕ 1$95 ୆と授業支援γステムをಋೖ
・看護学部౩֤トΠϨにジΣットλΦル設置

2019 年度 ・看護学部౩ 1 ֊学生ホールのর໌機ث改修
・看護学部̎֊৘報ॲ理ࣨ 1$ 改ߋ

2020 年度 ・看護学部౩֤トΠϨのバϦアϑϦーԽ
・看護学部౩ʢ講ಊؚΉʣ外นλΠルิ修޻事

2021 年度 ・看護学部講ಊおよͼ講ٛࣨ 3・5、৘報ॲ理ࣨのσジλルԽ整備

2023 年度 ・看護学部講ಊ　ఱ井଱਒Խ޻事ʢୈ̍期ʣ
・講ಊと講ಊから看護学部౩ 2 ֊の౉り࿓Լにおける԰上๷ਫ޻事

2024 年度
・看護学部講ಊ　ఱ井଱਒Խ޻事ʢୈ̎期ʣ
・講ٛࣨ 3 に看護学教育γステムのಋೖʢ教育研究サーバ・1$95 ୆等ʣ
・ۭ調શ೤ަث׵整備ʢ54 ୆ʣ

201� 年度çୈ 4 期卒業生دଃ඼

2020 年度çୈ � 期卒業生دଃ඼
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年度 主なब職ઌ

2013 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ3� ਓʣ
大阪ཱࢢ大学医学部附属ප院ʢ7 ਓʣ
ཎ川キϦスト教ප院ʢ4 ਓʣ
࣎լ医科大学医学部附属ප院ʢ4 ਓʣ　ଞ

2014 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ37 ਓʣ
大阪大学医学部附属ප院ʢ5 ਓʣ
౎大学医学部附属ප院ʢ5ژ ਓʣ
大阪ཱࢢ大学医学部附属ප院ʢ4 ਓʣ　ଞ

2015 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ35 ਓʣ
大阪大学医学部附属ප院ʢ4 ਓʣ
ප研究ηンλーʢ4ث॥؀ཱࠃ ਓʣ
ཎ川キϦスト教ප院ʢ4 ਓʣ　ଞ

201� 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ45 ਓʣ
ප研究ηンλーʢ5ث॥؀ཱࠃ ਓʣ
大阪医科大学ࡾౡೆප院ʢ3 ਓʣ
ཎ川キϦスト教ප院ʢ3 ਓʣ　ଞ

2017 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
新Ѩ෢山ප院ʢ3 ਓʣ
大阪ࡍࠃがΜηンλーʢ1 ਓʣ
大阪ཱࢢ総߹医ྍηンλーʢ1 ਓʣ　ଞ

201� 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
Ѫછڮප院ʢ2 ਓʣ
大阪ࢢʢ2 ਓʣ
大阪ਫ਼ਆ医ྍηンλーʢ2 ਓʣ　ଞ

2019 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
大阪ཱࢢ大学医学部附属ප院ʢ5 ਓʣ
大阪ࢢʢ3 ਓʣ
౎大学医学部附属ප院ʢ2ژ ਓʣ　ଞ

2020 年度
大阪医科大学附属ප院ʢ51 ਓʣ
大阪赤ेࣈප院ʢ4 ਓʣ
ʢ3ࢢ౎ژ ਓʣ
高௬赤ेࣈප院ʢ1 ਓʣ　ଞ

2021 年度
大阪医科薬科大学附属ප院ʢ53 ਓʣ
大阪ެཱ大学医学部附属ප院ʢ2 ਓʣ
関西ి力ප院ʢ2 ਓʣ
大阪ࢢʢ2 ਓʣ　ଞ

2022 年度
大阪医科薬科大学ප院ʢ50 ਓʣ
大阪ެཱ大学医学部附属ප院ʢ3 ਓʣ
大阪ࢢʢ3 ਓʣ
大阪෎ࡁ生会த௡ප院ʢ2 ਓʣ　ଞ

2023 年度
大阪医科薬科大学ප院ʢ51 ਓʣ
౎大学医学部附属ප院ʢ2ژ ਓʣ
大阪฼子医ྍηンλーʢ2 ਓʣ
大阪ެཱ大学医学部附属ප院ʢ2 ਓʣ　ଞ

2024 年度
大阪医科薬科大学ප院ʢ53 ਓʣ
大阪ཱࢢ総߹医ྍηンλーʢ4 ਓʣ
大阪大学医学部附属ප院ʢ3 ਓʣ
ප研究ηンλーʢ2ث॥؀ཱࠃ ਓʣ　ଞ

年度 主なਐ学ઌ
2013 年度 学ཹ学ʢ2ޠ ਓʣ
2014 年度 和Վ山ཱݝ医科大学助࢈学専߈科ʢ1 ਓʣ

2015 年度 ࿏Ճࡍࠃ大学大学院ʢ1 ਓʣ
Ѫਔ会看護助࢈専門学校ʢ1 ਓʣ　ଞ

201� 年度 和Վ山ཱݝ医科大学ʢ2 ਓʣ　ଞ

2017 年度 大阪大学大学院ʢ1 ਓʣ
Ԭ山大学ཆ護教་ಛผผ科ʢ1 ਓʣ　ଞ

201� 年度 Ԭ山大学大学院ʢ1 ਓʣ
大阪大学大学院ʢ1 ਓʣ　ଞ

2019 年度 和Վ山ཱݝ医科大学ʢ2 ਓʣ　ଞ

2020 年度 ۚ୔大学ཆ護教་ಛผผ科ʢ1 ਓʣ
౦ژ౎ཱ大学助࢈学専߈科ʢ1 ਓʣ　ଞ

2021 年度 大阪大学大学院ʢ1 ਓʣ
大阪ϋΠテΫϊϩジー専門学校ʢ1 ਓʣ

2022 年度 ʕ

2023 年度 ౦ژ医ྍ保健大学和Վ山助࢈専߈科ʢ1 ਓʣ
ๅ௩大学助࢈専߈科ʢ1 ਓʣ

2024 年度 Ѫਔ会看護助࢈専門学校 助࢈学科ʢ1 ਓʣ

̑ɼ֤ظଔۀੜͷ寄ଃ඼

̒ɼֶޢ؃෦౩͓Αͼֶޢ؃෦研究౩ʹ͓͚Δओͳվम޻事

̑ɼ֤ظଔۀੜͷ寄ଃ඼

卒業年度 卒業期 ଃ඼د

2013 年度 1 期生 ホールΫϩッΫ　̍୆

2014 年度 2 期生 ৆ঢ়ຍ　̍ຕ

2015 年度 3 期生 Ψーσンテーϒルηット　̍式

201� 年度 4 期生 Ψーσンテーϒルηット　̍式

2017 年度 5 期生 アンテΟーΫϛϥー　　　̍ຕ

201� 年度 � 期生 木੡νΣア　̔٭

2019 年度 7 期生 μストϘッΫス　1 ୆

2020 年度 � 期生 ڸ

2021 年度 1 期生 ʕ

2022 年度 2 期生 ֻけ࣌ܭ

2023 年度 3 期生 ԰外༻テーϒル・νΣアηット

2024 年度 4 期生 σジλル࣌ܭ

̒ɼֶޢ؃෦౩͓Αͼֶޢ؃෦研究౩ʹ͓͚Δओͳվम޻事

卒業年度 ଃ඼د
2005 年度 ・看護学部౩　ॡ޻
2010 年度 ・看護学部研究౩　ॡ޻

2012 年度 ・உ子学生ߋҥࣨの新設、ঁ子学生ߋҥࣨおよͼத会ٞࣨの֦ு
・࣮शࣨ ～̍̑ の改修ʢηルϑトϨーχングルーム、機ࡐ保ݿ؅ʣおよͼ࣮ࣨݧの整備

2013 年度

・看護学部౩ݰ関前にެࣔ༻ࣔܝ൘を設置
・学部長ࣨを研究ࣨ 2 ࣨʢݱɿ207・20�ʣに改修
・教ࣨ ・̍̎ ʢݱɿ講ٛࣨ̏ʣの可動式ؒ࢓੾ఫڈ
・࣮शࣨ ・̍̎ にน໘ऩೲ୨を設置
・会ٞࣨ 3 を৺理࣮݉ࣨݧ໘ஊࣨに改修
・看護学部事務ࣨの改修ʢキϟϦアサポートルーム、看護学࣮ફ研究ηンλーの新設ʣ
・ίϐーίーφーおよͼچキϟϦアサポートルームを研究ࣨʢݱɿ大学院研究ࣨ 2ʣに改修

2014 年度
・看護学部౩ 1 ֊研究ࣨ 1、4、5ʢݱɿ教員研究ࣨ -102・-102ʣのর໌૿設
・看護学部౩講ಊԼの多目的ࣨを大学院研究ࣨʢݱɿ大学院研究ࣨ̍ʣに改修
・大学院研究ࣨ 1・2 と 4・5 を教員ࣨ 2 ࣨʢݱɿ教員研究ࣨ -101・ -102ʣに改修

201� 年度 ・看護学部౩　学生༻ 8J�'J 設備ಋೖ

201� 年度
・講ಊに࠲席දࣔプϨートを設置
・看護学部౩ 1 ֊講ಊԼに、多目的ࣨ 1・2 を新設
・講ٛࣨ 3 にϊートܕ 1$95 ୆と授業支援γステムをಋೖ
・看護学部౩֤トΠϨにジΣットλΦル設置

2019 年度 ・看護学部౩ 1 ֊学生ホールのর໌機ث改修
・看護学部̎֊৘報ॲ理ࣨ 1$ 改ߋ

2020 年度 ・看護学部౩֤トΠϨのバϦアϑϦーԽ
・看護学部౩ʢ講ಊؚΉʣ外นλΠルิ修޻事

2021 年度 ・看護学部講ಊおよͼ講ٛࣨ 3・5、৘報ॲ理ࣨのσジλルԽ整備

2023 年度 ・看護学部講ಊ　ఱ井଱਒Խ޻事ʢୈ̍期ʣ
・講ಊと講ಊから看護学部౩ 2 ֊の౉り࿓Լにおける԰上๷ਫ޻事

2024 年度
・看護学部講ಊ　ఱ井଱਒Խ޻事ʢୈ̎期ʣ
・講ٛࣨ 3 に看護学教育γステムのಋೖʢ教育研究サーバ・1$95 ୆等ʣ
・ۭ調શ೤ަث׵整備ʢ54 ୆ʣ

201� 年度çୈ 4 期卒業生دଃ඼

2020 年度çୈ � 期卒業生دଃ඼



��2

̓ɼֶޢ؃෦教һ਺ͷਪҠ

年 教授 准教授 講師 助教 助ख ܭ 備考
2010 年 9 4 4 9 0 2� 　
2011 年 10 4 3 9 0 2� 　
2012 年 12 5 5 10 0 32 　
2013 年 12 � 7 9 0 34 　
2014 年 13 � � 7 0 34 　
2015 年 13 4 9 � 0 34 　
201� 年 12 � 10 7 0 35 　
2017 年 12 � 7 � 0 33 　
201� 年 13 9 3 9 0 34 　
2019 年 13 10 5 9 0 37 　
2020 年 13 10 � 11 0 40 　
2021 年 14 10 5 10 0 39 　
2022 年 15 � 4 11 0 3� 　
2023 年 15 9 5 10 0 39 助教ɿಛ務助教 1 ؚΉ
2024 年 14 9 � 9 5 43 助खɿಛ務助खؚ̍Ή
2025 年 14 � 7 � � 43 助खɿಛ務助खؚ̍Ή

֤年4月1日࣌఺
̍ɼ教育研究ίʔε・ߴ౓࣮ફίʔεͷग़ऀئ਺ɺ ߹֨ऀ਺͓Αͼೖֶऀ਺ͷਪҠ

̎ɼमྃऀ਺ͷਪҠ

̏ɼߴ౓࣮ફࢣޢ؃ʢ$/4ɺ /1ʣʹೝఆ͞Εͨमྃੜ

՝ఔظത࢜લ߈ઐֶޢ研究Պ؃ֶޢ؃

年度 教育研究ίース 高度࣮ફίース ೖ学者数߹ܭ出願者数 ߹֨者数 ೖ学者数 出願者数 ߹֨者数 ೖ学者数
2014 年度 5 5 5 5 5 4 9
2015 年度 11 10 9 1 1 1 10
201� 年度 � 7 7 3 2 2 9
2017 年度 � 4 3 4 2 2 5
201� 年度 � � 5 1 1 0 5
2019 年度 � � 5 4 1 1 �
2020 年度 9 � � 4 3 3 11
2021 年度 � 2 2 � 7 � �
2022 年度 5 4 4 9 � 5 9
2023 年度 4 3 3 � 4 4 7
2024 年度 7 � � 4 4 4 10
2025 年度 3 3 3 2 2 2 5

ܭ߹ 7� �4 �0 51 3� 34 94

ʻത࢜લظ՝ఔʢೖֶఆһ � ໊ʣʼ

̍ɼ教育研究ίʔε・ߴ౓࣮ફίʔεͷग़ऀئ਺ɺ ߹֨ऀ਺͓Αͼೖֶऀ਺ͷਪҠ

̎ɼमྃऀ਺ͷਪҠ

年度 教育研究ίース 高度࣮ફ究ίース
2015 年度 4 1
201� 年度 � 2
2017 年度 � 0
201� 年度 3 3
2019 年度 4 0

年度 教育研究ίース 高度࣮ફ究ίース
2020 年度 � 1
2021 年度 9 2
2022 年度 3 5
2023 年度 3 4
2024 年度 3 2

修了者数߹ܭ 49 20

̏ɼߴ౓࣮ફࢣޢ؃ʢ$/4ɺ /1ʣʹೝఆ͞Εͨमྃੜ

確定年度 専門෼野 認定者数

2017 年度
ຫੑ 1
ਫ਼ਆ 1
খࣇ 1

2019 年度 ຫੑ 1

2020 年度
ຫੑ 1
খࣇ 2 ˞

2021 年度 がΜ 1

2022 年度
がΜ 1
࿝年 1

2023 年度

ຫੑ 1
࿝年 1
খࣇ 2

プϥΠϚϦケアʢ+"/16�/1ʣ 1

2024 年度
がΜ 1
࿝年 2

プϥΠϚϦケアʢ+"/16�/1ʣ 1

2025 年度
がΜ 1

プϥΠϚϦケアʢ+"/16�/1ʣ 1
認定者߹ܭ 　 20

˞科໨等ཤ修生として本学で高度࣮ફコース科໨をऔಘし 1ͨ名を含む

՝ఔظത࢜લ߈ઐֶޢ研究Պ؃ֶޢ؃
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̓ɼֶޢ؃෦教һ਺ͷਪҠ

年 教授 准教授 講師 助教 助ख ܭ 備考
2010 年 9 4 4 9 0 2� 　
2011 年 10 4 3 9 0 2� 　
2012 年 12 5 5 10 0 32 　
2013 年 12 � 7 9 0 34 　
2014 年 13 � � 7 0 34 　
2015 年 13 4 9 � 0 34 　
201� 年 12 � 10 7 0 35 　
2017 年 12 � 7 � 0 33 　
201� 年 13 9 3 9 0 34 　
2019 年 13 10 5 9 0 37 　
2020 年 13 10 � 11 0 40 　
2021 年 14 10 5 10 0 39 　
2022 年 15 � 4 11 0 3� 　
2023 年 15 9 5 10 0 39 助教ɿಛ務助教 1 ؚΉ
2024 年 14 9 � 9 5 43 助खɿಛ務助खؚ̍Ή
2025 年 14 � 7 � � 43 助खɿಛ務助खؚ̍Ή

֤年4月1日࣌఺
̍ɼ教育研究ίʔε・ߴ౓࣮ફίʔεͷग़ऀئ਺ɺ ߹֨ऀ਺͓Αͼೖֶऀ਺ͷਪҠ

̎ɼमྃऀ਺ͷਪҠ

̏ɼߴ౓࣮ફࢣޢ؃ʢ$/4ɺ /1ʣʹೝఆ͞Εͨमྃੜ

՝ఔظത࢜લ߈ઐֶޢ研究Պ؃ֶޢ؃

年度 教育研究ίース 高度࣮ફίース ೖ学者数߹ܭ出願者数 ߹֨者数 ೖ学者数 出願者数 ߹֨者数 ೖ学者数
2014 年度 5 5 5 5 5 4 9
2015 年度 11 10 9 1 1 1 10
201� 年度 � 7 7 3 2 2 9
2017 年度 � 4 3 4 2 2 5
201� 年度 � � 5 1 1 0 5
2019 年度 � � 5 4 1 1 �
2020 年度 9 � � 4 3 3 11
2021 年度 � 2 2 � 7 � �
2022 年度 5 4 4 9 � 5 9
2023 年度 4 3 3 � 4 4 7
2024 年度 7 � � 4 4 4 10
2025 年度 3 3 3 2 2 2 5

ܭ߹ 7� �4 �0 51 3� 34 94

ʻത࢜લظ՝ఔʢೖֶఆһ � ໊ʣʼ

̍ɼ教育研究ίʔε・ߴ౓࣮ફίʔεͷग़ऀئ਺ɺ ߹֨ऀ਺͓Αͼೖֶऀ਺ͷਪҠ

̎ɼमྃऀ਺ͷਪҠ

年度 教育研究ίース 高度࣮ફ究ίース
2015 年度 4 1
201� 年度 � 2
2017 年度 � 0
201� 年度 3 3
2019 年度 4 0

年度 教育研究ίース 高度࣮ફ究ίース
2020 年度 � 1
2021 年度 9 2
2022 年度 3 5
2023 年度 3 4
2024 年度 3 2

修了者数߹ܭ 49 20

̏ɼߴ౓࣮ફࢣޢ؃ʢ$/4ɺ /1ʣʹೝఆ͞Εͨमྃੜ

確定年度 専門෼野 認定者数

2017 年度
ຫੑ 1
ਫ਼ਆ 1
খࣇ 1

2019 年度 ຫੑ 1

2020 年度
ຫੑ 1
খࣇ 2 ˞

2021 年度 がΜ 1

2022 年度
がΜ 1
࿝年 1

2023 年度

ຫੑ 1
࿝年 1
খࣇ 2

プϥΠϚϦケアʢ+"/16�/1ʣ 1

2024 年度
がΜ 1
࿝年 2

プϥΠϚϦケアʢ+"/16�/1ʣ 1

2025 年度
がΜ 1

プϥΠϚϦケアʢ+"/16�/1ʣ 1
認定者߹ܭ 　 20

˞科໨等ཤ修生として本学で高度࣮ફコース科໨をऔಘし 1ͨ名を含む

՝ఔظത࢜લ߈ઐֶޢ研究Պ؃ֶޢ؃
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年度 出願者数 ߹֨者数 ೖ学者数
2014 年度 � 5 5
2015 年度 11 � �
201� 年度 7 � 5
2017 年度 � � 5
201� 年度 � � �
2019 年度 7 5 5
2020 年度 � 3 3
2021 年度 � 4 3
2022 年度 5 4 4
2023 年度 � 5 5
2024 年度 � � �
2025 年度 7 5 5

ܭ߹ �3 �5 �2

՝ఔظޙത࢜߈ઐֶޢ研究Պ؃ֶޢ؃

̍ɼग़ऀئ਺ɺ ߹֨ऀ਺͓Αͼೖֶऀ਺ͷਪҠ

̎ɼमྃऀ਺ͷਪҠ

年度 修了者数
201� 年度 2
2017 年度 �
201� 年度 4
2019 年度 5
2020 年度 5
2021 年度 �
2022 年度 4
2023 年度 2
2024 年度 �

修了者数߹ܭ 44

ʻത࢜ظޙ՝ఔʢೖֶఆһ � ໊ʣʼ





編 集 後 記

記念誌の創ץ号を皆様におಧけすることができまして、ϝンバー一同感慨もひとしおでご
ざいます。編ू࡞業は学部創設時のגݹ教員と新参の教職員のࠞ成チームでつたない力を合
わせて参りましたが、なによりも本学への熱い思いのこもったご寄稿を௖いた先生方のおӄ
様と感謝し、厚く御礼申し上げます。コロナ禍では̏密すべてがېでしたが、われわれ同志
は気持ちの上で密ूかつ密接にかかわり、決して密෧せずに、仲間の交流が一層੝んになっ
ていくことを祈念しております。将来この記念誌が未来の世代へのつながりにもなることを
願っております。

大阪医科薬科大学看護学部・看護学研究科
記念誌ワーキンググループ

グループ長 土ख༑ଠ࿠

大阪医科薬科大学看護学部・看護学研究科
記念誌ワーキンググループ
グループ長 土ख༑ଠ࿠
ϝ ン バ ー 小林道ଠ࿠ Ṥ上 容子 南口 ཅ子 上久保 ७

大阪医科薬科大学看護学部15周年
大学院看護学研究科10周年記念誌

2026年4月 発行

編 ू 大阪医科薬科大学看護学部・看護学研究科
記念誌ワーキンググループ

発 行 大阪医科薬科大学 看護学部
˟569-0095 大阪府高槻市ീஸ西ொ7൪6号
T&- ï072ð684-6782
'A9 ï072ð684-7282
（大阪医科薬科大学 看護学事務課）
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